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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　左さ遷せん騎き士しと辺境の牧場町







　のどかな風が駆かけ抜ぬける平原をガタゴトと音を立てながら、一台の荷馬車が車輪によって踏ふみ固められた道を進んでいく。

「……うっ、気持ち悪っ」

「はははっ、まぁ誰だれだって動く荷馬車で寝ねていれば、酔よいもするさ」

　荷馬車の積み荷の隙すき間まに入り込むようにして乗っていた俺の呟つぶやきに、御ぎよ者しやの中年男性が微び苦く笑しようを浮うかべて声を掛かけてくる。

「それなら、もう少し揺ゆれないように気をつけてくれ」

「無理だな。ここは、石だらけで踏んだら揺れる」

　ガハハッと笑いながら荷馬車を操あやつる御者の笑い声を聞いて、痛む頭を押さえる。

　荷馬車による乗り物酔いと軽い脱だつ水すい症しよう状じようの気持ち悪さに眉み間けんに皺しわを寄せる。

　それを紛まぎらわすために、俺は荷物から革かわでできた水すい筒とうを取り出し、温ぬるくなった水を呷あおれば、少しだけ気分が落ち着く。

「ふぅ、落ち着いた。……はぁ」

　水筒の水を飲み、安あん堵どの吐と息いきを吐はき出すがすぐに違ちがう種類の溜ため息いきが漏もれる。

　それが気になったのか、御者の男性が軽く振ふり向き、俺に話しかけてくる。

「なんだい、目付きの悪い兄ちゃん。辛しん気き臭くさい溜息吐ついて余計に怖こわい顔して」

「目付きが悪いのは自覚しているが、怖い顔は余計だ。って俺は、そんな風に見えるのか？」

「そりゃ、人を睨にらみ殺せそうな感じだぞ。俺は商人だから、人を見かけで判断しないがな」

「そうか、そう言ってもらえると助かる」

「なんなら、ここで腹の中に溜ためたもん吐き出して気分を晴らしな。まぁ、胃の中身は、荷馬車の中では止やめてくれよ」

「なんだよ、それ……まぁ、なら聞いてもらおうか」

　御者の男性の冴さえない冗じよう談だんに微苦笑を浮かべつつ、荷馬車から御者台の男に背を向けたまま語る気になる。

　だが、なにから話せばいいのか一度頭の中で整理して語り始める。

「俺の親父おやじは、騎き士し団の魔ま法ほう剣けん士しをやってるんだよ」

「ほぉ、そうなのか。そうなると結構、いいとこの坊ぼつちゃんなのか？　騎士って大体貴族の子どもか金持ちがなるって聞いたぞ」

「うちは、一代限りの名めい誉よ貴族ってやつだ。親父が冒ぼう険けん者上がりで手に入れた地位だから、俺は、普ふ通つうの平民だよ」

　騎士団は、基本的に貴族平民問わず、厳しい試験に合格できる高い能力が求められる。

　だが、騎士団の中では、貴族や王族などの貴人を相手にすることもあるために一定の地位や名声なども評価されることがある。

　その中で俺の親父は、平民出身ながら冒険者としての実績から一代限りの名誉貴族に成り上がり、冒険者上がりの騎士で構築された【自由騎士団】という独立性の高い精せい鋭えい騎士団に所しよ属ぞくしている。

「ほぅ、そうなると自分の将来のことは自分で決めねぇといけないよな」

「そうなんだ。小さい頃ころは、親父やその仲間から冒険者の技能とか剣の扱あつかい方とか教えてもらってたけど才能が……【加護】が絶望的に戦いに向いていなかった」

　俺は、自分の発した言葉に自分で傷つき、深い溜息を吐き出す。

「そうなのか。【加護】は遺伝しやすいって話だが、母方譲ゆずりの【加護】でも出たのか？」

「俺は、元は孤こ児じなんだよ。だから、親父とは直接的な繫つながりはないんだよ」

「そうか、悪いこと聞いたな」

「いや、別にいいんだ。養子として引き取られる前のことも覚えてないから正直、血の繫がりとか意識したことがないし……」

　そう御者の男性に答えて、一度口を閉とざす。

　この世界は、全すべての人種に神から【加護】が授さずけられる。

【加護】とは、その人間の資質であり、才能であり、特とく殊しゆ技能であり、役割である。

　そして【加護】は、一人の人間につき、一つから三つを授けられる。

　一つから三つの【加護】が授けられる、と言っても複数の【加護】を持つ人間は圧あつ倒とう的てきに少ない。

　俺の親父の場合のように、【剣術】と【火魔法】の二つの【加護】持ちは珍めずらしく、またどちらも戦せん闘とうに有用な【加護】であり、その力で冒険者から貴族に成り上がった。

　そんな偉い大だいな精鋭騎士の義父に対する養子の俺が持つ【加護】は、一つだけだ。

　それもとても地味で分かりにくい【加護】に溜息が漏れる。

「なんだ？　偉大な親父さんと比ひ較かくされて嫌いや気けでも差したのか？」

「ないとは言わないけど、親父やその仲間の騎士たちは尊敬しているよ。ただ、嫌気が差すのは、自分の不ふ甲が斐いなさだな」

「別に親父さんと比較する必要はないんだろ？　お前さん自身平民なら親父さんとは関係なく自由に生きてもいいんだ。自由に生きるんなら冒険者なんかは手っ取り早いぞ！」

　親切からの助言なのかもしれないが、俺が不甲斐なさを感じているのは親父に対してではなく、今の自分の境きよう遇ぐうだ。

　そして、俺は一応だが定職に就いている。

「確かに俺は、戦いに向かない【加護】だったけど、まぁ頑がん張ばって騎士になれたんだ。それに不安定な生活の冒険者より安定した給きゆう与よが貰もらえる仕事の方がいいさ」

「ほぉ、若いのに安定した生活を選ぶとは、大したものだ。才能がないとか言いつつ、ちゃんと騎士になったのは、凄すごいじゃないか」

「まぁ、一応は騎士になれたんだけど──」

　俺は、ようやく御者の男性に本題である愚ぐ痴ちを零こぼし始める。

「さっきも言ったけど、親父は、冒険者上がりの精鋭騎士なんだ。そんな成り上がりの義理とは言え息子むすこが同じ騎士をやるのが気に入らない連中もいるんだ」

　言っていて悲しくなるが、実力で騎士団の入団試験を突とつ破ぱしたつもりだ。

　養父は、身内だからって実力のない者を騎士団に押し込むような真ま似ねはしないが、周囲にはそう捉とらえない連中もいる。

「俺は、もう少し上う手まく立ち回れたらと後こう悔かいしてる」

「なんだ、後悔って。挑ちよう発はつでも受けて貴族出身の騎士でも殴なぐったとかか？　それとも決闘でもしたのか？」

　片方の眉まゆを上げて面おも白しろそうに聞き返してくる御者の男性に、俺が微苦笑を浮かべながらどちらも否定する。

「そんな根こん性じようのある奴やつらはいなかったけど、細こま々ごまとした嫌がらせが中心だよ。あとは、理り不ふ尽じんな理由で突つっかかってくるとか」

　俺は、直接的なトラブルは起こしていない。だが、この目付きの悪さが生意気だと色々な嫌がらせを受けた。

　だが、養父に引き取られてから仲間の冒険者上がりの騎士たちから施ほどこされた訓練内容に比べたら、幼よう稚ちすぎるそれを軽く流し続けたら、徐じよ々じよに嫌がらせが加速して、ついには親の権力まで持ち出した。

「俺に嫌がらせをしていた貴族出身の騎士が親の権力を使って、この先の町に派は遣けん──まぁ、左さ遷せんされたんだ」

　左遷先の町は辺境であり、出世街かい道どうから外れるため、大たい抵ていの辺境の町は騎士人生の墓場と呼ばれているらしい。

「ああ、だから兄ちゃん、この馬車に乗せてくれって頼たのんだのか」

「ああ、乗合馬車もないからな。一応、荷物を持っての移動は大変だったから、助かった。ありがとう」

　改めて、この荷馬車のスペースに乗せてくれた御者の男性にお礼を言うと手をひらひらと振って答える。

「よせやい。積み荷の空いたスペースに騎士の兄ちゃんを護衛に乗せただけさ。護衛代が浮いてよかったよ！　まぁ、この辺は盗とう賊ぞくなんて出ねぇけどな！」

　ニヤリと不敵な笑えみを浮かべる御者の男性に、俺も自然と頰ほおが緩ゆるむ。

「それで左遷された兄ちゃんは、これからどうするんだ？」

「そうだな。とりあえず、出世欲はないし、目的もないからな。左遷先で騎士の業務をやりつつホトボリが冷めるまで居座らせてもらおうと思ってる」

「確かに、騎士として武功を立てたい奴らにとって、この辺境の田舎いなか町なんて墓場みたいなもんだな！　だけど、貴族を正面から相手にするよりずっと賢かしこいし、達観している」

　笑みを浮かべていた御者の男性は、語調を落ち着け声こわ色いろが低く真しん剣けんなものに変わっていく。

　俺は、不思議に思い背中を向けていた男の方に顔を向ける。

「あの町は、他ほかとちょっと変わった場所だけど、兄ちゃんならやっていけるかもな」

「変わった場所？」

　俺は、これから向かう辺境の町に対して、騎士の墓場という情報以外に持っていないために少しでも情報が欲ほしくて尋たずねる。

「対外的には辺境の町だけど、あの町にしか扱っていない商品とかもあるから悪い町じゃねぇよ！　最悪、そのまま住みついちまえばいいぞ！　兄ちゃんは、若いから労働力になる」

「特産品でもあるのか。なら、ちょっとは期待だな、ありがとうな」

　その時は、御ぎよ者しやの男性の言葉を深く受け止めず、悪い町ではないことに安心感を覚えた。

　そして、俺と御者の男性との会話が途と切ぎれ、酔いも少し落ち着き、しばらく荷馬車に揺られながら外の風景を眺ながめていた。

　そして、荷馬車が丘おかを一つ越こえたところで辺境の町を目にする。

「あそこが俺の左遷先か……広さは、王都並みじゃないか」

　辺境の町が眼前に広がっていた。

　小高い丘から見み渡わたす範はん囲いのほとんどが町であり、その範囲を示すように木製の囲いがなされている。

　そして町の向こう側に広がる平原を隔へだてて、魔物が住む【魔の森】が広がっているのを見た。

　魔物が出しゆつ没ぼつする【魔の森】に隣りん接せつする辺境の町がこれほどの規模で存在し、更さらに頑がん丈じような城じよう壁へきがないことが信じられない。

「ここは、ほんとに町なのか」

　呟つぶやくように漏れる自分の言葉は、辺境の町の各所に向けられていた。

　町中には、街路樹とは思えない緑の密集地が存在しており、その部分だけ【魔の森】が生まれているように見える。

　町の建物は、【魔の森】から採れるという良質な木材やレンガを使った複合建築が独特である。

　また、通常の町よりも各家の間かん隔かくが広めに取られ、町外れには何基もの風車塔とうが風を受けて回っている。

「なんか、変な町だな。辺境と聞いて、もっと小さく纏まとまっている町かと思っていた」

　辺境の町なのだから、もう少し人口を密集させて魔物から防衛し易やすくするべきだろう、と考える俺に対して、御者の男性が笑って答える。

「そりゃそうさ。なんたって、この町は、魔物由来の製品を多く扱う──魔物牧場の町なんだからな」

「魔物牧場の町……」

　俺は呟き、遠くに見える柵さくの内側にいる生き物を見ると普通の家か畜ちくとは違ちがうように見える。

「王都のスラムの人間より畜産魔物の方がいい暮らしをしている町なのさ。ほら、空いているスペースは大体が、畜産魔物たちの場所だったりするんだ」

「でも、なんでここに魔物牧場を？」

「理由かぁ……理由は、調教した畜産魔物は、有事の時に単純な戦力になるとか、【魔の森】から魔物を簡単に引っ張ってきて飼育することができる。他にも、魔物に忌き避ひ感を抱いだく人から遠ざけるために辺境にできたとか所説色々だ」

「そうなのか」

　ここに来て、ようやく俺は、辺境の町のことについて教わることができた。

　牧場町としての拡張性を重視したのか、外壁はなく、木材で作られた簡易の柵が周囲を囲っている。

　荷馬車は、町の出入りを見張る門の方に向かっていく。辺境の牧場町の自警団が門番を務める門を抜ぬけて、町中に入り込み、宿屋の前で止まる。

「ほら、兄ちゃん着いたぞ」

「ありがとう。助かったよ」

「俺は、これから宿屋に酒やらなんかを引き渡わたして、別の商品を積み込んでこの町を離はなれちまうけど、頑張れよ」

　御者を務めていた商人の男性が、笑いながら宿屋に入っていくのを見送り、俺も自分の荷物を担かつぎ上げて、メモを片手にこの町にある騎き士し団の駐ちゆう在ざい所しよを探す。

「すみません、騎士団の駐在所を探しているん……です、けど」

　俺は、近くにいた人に道を尋ねるために近づき、その手元の作業を見て、徐々に言葉に勢いがなくなっていく。

　そこにいたのは──蟲むしだ。

　鮮あざやかな二匹ひきの巨きよ大だいな芋いも虫むしが糸を吐はき出し、その糸を女性が糸車を使ってよりながら紡つむいでいる。

　その芋虫は、明らかに魔物であるが、特に害があるようには見えず、鼻歌交じりで糸を紡いでいる女性が鼻歌を止めて顔を上げてこちらを見て、声を引き攣つらせる。

「ひっ!?　あ、あの、どうかしましたか？」

　すすすっ、と目が泳ぐ女性に対して、やってしまったと思い、俺はそっと視線を外して、礼れい儀ぎ正ただしく尋ねる。

「え、ええっと……騎士団の駐在所を探しているんですけど……」

　視線を外し、再び用件を口にすると、女性はほっと息を吐き出し、落ち着く。

　また、目付きの悪さで威い圧あつしてしまった、と内心自己嫌けん悪おで自然と下を向く俺の視線は、糸を吐き出し続ける芋虫の魔物に釘くぎ付づけになる。

　ある程度の糸が集まったところで芋虫は、糸を吐き出すのを止め、近くの箱から大量の青々とした葉っぱに向かって動き始め、むしゃむしゃと食べ始めた。

「騎士団？　ああ、外から来た人かい。なら、こうした光景は珍めずらしいんだろうね」

　そう言って、糸を吐き出した後、葉っぱを食べていた芋虫の魔物の一匹を躊躇ためらいなく鷲わし摑づかみにして俺の方に見せるように掲かかげる。

　柔やわらかそうな体をくねらせて手から逃にげようとする芋虫に対して、少し扱あつかいが雑じゃないか？　と思う反面、間近で見る緑色に黒い眼め玉だまのような模様の蟲を見せられて腕うでに鳥とり肌はだが立つ。

「こいつは、シルキーワームって言うんだい。特別な餌えさを与あたえて吐き出させる絹糸は、貴族にも売れるんだよ」

「シルキーワームって、あのエルフ絹で有名な？　じゃあ、さっきまで吐き出していた糸は、エルフ絹の？」

　ごく稀まれに上流階級の人間の間で取引される鮮やかな翡ひ翠すい色の絹は、エルフの里で作られるためにエルフ絹と言われる。

　そんな超ちよう高級品を生み出す魔物が目の前にいることに生理的な嫌悪感は薄うすれ、少しだけ興味が湧わく。

「はははっ、兄さん詳くわしいね。けど、シルキーワームって魔物は、割とどの【魔の森】にでも存在する弱い魔物さ」

「そうだったのか」

「エルフ絹ってのは、シルキーワームが特別な餌を食べたためにああいう鮮やかな緑の糸を吐き出すんだい。普ふ通つうのシルキーワームの吐き出す糸は、普通の絹糸と変わりはしないよ」

　そう言って、見せつけていたシルキーワームを大きな竹たけ籠かごの中に入れて、その中に葉っぱを入れながら答えてくれる。

「あんたが聞きたかったのは、騎士団の駐在所の場所だね。それならこの通りを進んだ所にあるよ」

「あ、ありがとうございます」

　最初は、目付きの悪さに脅おびえられたけれど、すぐに普通に会話して、目的の場所を教えてくれた。

　俺は、軽く頭を下げて、教えられた方向に進んでいけば、次々と今まで見たことがないような光景を目にする。

「ちょっと、これは予想外だ」

　騎士団の駐在所を目指す間にも、そこかしこに魔物がいる。

　どれもが冒ぼう険けん者ギルドで制定されている、一いつ般ぱん人でも討伐できるＥランク以下の魔物が多いためそれほど危険はないのだろうが、それでも町中にこんなに多くの魔物がいることに、少しだけ落ち着かない気分になる。

　だが、それが今いる区画だけでなく先でも同じように、いや、柵に囲われたより広い牧場スペースでは更にランクの高い魔物が飼育されているのだ。

「どうなっているんだ？　名前も知らないような辺境の町に何な故ぜ、こんなに魔物が飼育されている？　そもそもこんなに多種多様な魔物との共存は異常じゃないのか」

　この非現実的な事実に苦しみながら、教えられた道を進み、騎士団の駐在所に辿たどり着く。

　辿り着いた騎士団の駐在所は、頑丈な石造りの建物だった。

　だが、その建物の入り口は開けっ放しにされており、不用心に思いながらも中を覗のぞけば、小こ綺ぎ麗れいな駐在所の内部が見て取れる。

　所々に生活感の漂ただよう駐在所だが、騎士が常駐している様子はなく、今は魔物の出現する【魔の森】でも監かん視ししているのだろうか、と考える。

「けど、本当にここに騎士がいるのか？　まさか、いないってことは……」

　段々と不安になり始める俺は、背負った荷物を地面に下ろして、駐在所の奥を窺うかがおうと入り口から覗き込む。

「おい、坊ぼう主ず。お前、ここに何の用だ？」

　駐在所の中を見回していた俺は、背後からかけられた男性の声に驚おどろき、慌あわてて振ふり返る。

　首に手ぬぐいを巻いて麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被かぶったヒゲを生やした男性が立っていた。その肩かたには農作業の道具である鍬くわが担がれ、腕や体、顔は日焼けで浅黒くなっている。

　その男性は、こちらを警けい戒かいしながら手ぬぐいで汗あせを拭ぬぐいつつ更に語気を強める。

「ここは騎士の駐在所だ。見たところこの町の人間じゃないだろ。他よ所そから来た冒険者か？　それで何の用だ」

　目付きの悪い俺の顔をじっと見つめてくる男は、俺を不ふ審しん者だと決めつけた態度で接してくる。

　だが、俺にはなんら後ろ暗いことはないので普通に対応する。

「えっと……ここの駐在所にいる騎士を知らないか？」

「お前の探している騎士ってのは、目の前にいる俺だ」

　ぶっきらぼうに告げる農夫にしか見えない自じ称しよう騎士。だが、改めてその体を見れば、農作業では鍛きたえられない筋肉と薄着の腕から見える古い切り傷の跡あと。

　そして、よくよく感じ取らなければ分からない見事な魔ま力りよくの隠いん蔽ぺい能力。

　俺は、理解すると同時に背筋を伸のばして敬礼する。

「はっ！　私は、アラド王国重装騎士団所属のコータス・リバティンであります！　本日をもってこの地に着任となりました！」

　俺は、このアラド王国で採用されている、右手を額に当て掌てのひらを相手の方向に向けて開く敬礼をした。
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「つきましては、前任者の騎士殿どのから職務内容の伝達を受け、以後この地での任務に当たるようにとの命令を受けました！」

　騎士としての敬礼と伝達と共に荷物の中から重装騎士団の紋もん章しようの封ふう蠟ろうが押された指令書を目の前の騎士に手て渡わたす。

「お前のような細身の人間が重装騎士団？」

　訝いぶかしげな目を向ける騎士は、駐在所に入り、レターナイフで指令書の封を切って中身に目を通す。

　そして、すぐに表情を引き締しめて、同じように敬礼を返してくる。

「アラド王国辺境警備所属のバルドル・アハルドだ。騎士コータス・リバティンを辺境警備の一員として受け入れを受理する。貴き殿でんを歓かん迎げいしよう」

　これにて所属が変へん更こうになり、バルドルと名乗る先任騎士の部下となった。

　一連の形式的なやり取りが行われ、数秒の沈ちん黙もくが辺りに広がる中、農夫染じみた格好のバルドルの目元に喜びが見える。

「やっとだ！　やっと新しい人員が来た！」

　俺が口を開く前に、バルドルが歓かん喜きの声を上げ、俺の背中をバシバシと叩たたく。

　力強いスキンシップに顔を歪ゆがめながら、一方的に喋しやべるバルドルの言葉を聞く。

「この辺境の町に飛ばされて早五年！　辺境警備所属って言っても俺一人だし、やることは、田畑を耕し、牧場を手伝う日々！」

　色々な思いがあるのか吐き出すように喋り出す先任騎士の言動が鬱うつ陶とうしく、黙だまって耐たえる。

「俺は、元々近この衛え騎士団に所属していたんだ！　だけど、派は閥ばつ争あらそいで所属していた派閥が敗北して派閥を維い持じするために切り捨てられたんだ！」

「その、苦労したんだな」

「辺境で更さらに魔物牧場だから並の騎士じゃ務まらない！　これで農作業が分担でき、俺の負担が減る！　さぁコータス、酒でも飲んで祝おう！　お前の就任祝いだ！」

　俺の脇わきを抜けるバルドルは、騎士団の駐在所の中にある酒さか瓶びんを持ち出してくる。

　その姿に俺は、早さつ速そく一人酒盛りするバルドルに呆あきれてしまう。

「まだ昼間だろ。職務中に酒を飲むもんじゃないだろ」

「五年前まで騎士すらいない辺境の町なんだし、トラブルくらい住民や自警団の連中が自分で片付けるさ！」

　地べたに座り込み、陽気に酒瓶を呷あおるバルドル。

　これが新しい上司か、と頭痛を堪こらえながら、どうするかと悩なやむ。

「コータス、お前も酒飲むか？　この町で受け入れたって言ってもまだ職務に就ついてねぇ非番扱いだ。　酒を飲んでも問題ないだろ？」

「……断らせてもらう」

　流石さすがに、非番でも二人しかいない騎士の両方が昼間から酒を口にするのは外聞が悪い。俺は酔よわないにしても地域住民への心証が悪いために断る。

　そんな中、足裏に地じ響ひびきを感じる。

「なんだ？　この震しん動どうは……」

「すみません！　誰だれか止めてください！」

　徐じよ々じよに大きくなる地響きと女の子の悲鳴に何事か、と腰こしを落として動きを止める俺だが、目の前で酒を飲んでいたバルドルが、目を見開き素す早ばやく立ち上がる。

「この声、まさか！　コータス、備えろ！」

　騎士団の駐ちゆう在ざい所しよ奥の壁かべを突つき破って何かが現れる。

　突とつ然ぜんの出来事に動けなかった俺だが、先任騎士のバルドルが機き敏びんな動きで俺の腕を取り、遠くの柔らかな地面の方に投げ飛ばす。

　綺麗に投げ飛ばす技量は、流石元近衛騎士だと感心しながらも、柔らかく耕された地面で受け身を取り、素早く立ち上がる。

　投げ飛ばされた俺に続き、駐在所から頭を守るようにして転がるように飛び出してくるバルドル。

「一体、なにが……」

　その直後、ズンッという鈍にぶい音と共に騎士団の駐在所の壁を崩くずして一頭の魔物が姿を現す。

「なっ!?　魔物が暴れているのか!?」

　町中で見かけた魔物は、どれもランクが低く、比ひ較かく的てき穏おだやかな魔物が多く、人間が管理することが可能で、万が一暴れても簡単に倒たおすことができるほど弱い。

　だが、目の前の牛の魔物は、それらとは雰ふん囲い気きがまるで違ちがい、怒ど気きを含ふくんだ目でこちらに敵意を向けてくる。

「ちっ、その耳のタグとさっきの声は、レスカ嬢じようちゃんのところのリスティーブルがまた暴れやがったな！」

「リ、リスティーブル!?」

「ああ、一般人には、Ｄランクの魔物って言った方が分かりやすいか」

　世界に広く存在する冒険者ギルドが制定した強さを表した指標──それがランクだ。

　その中でＤランクとは、同じＤランクの冒険者が単独で対処するか、一般人十数人が集まって対処できる強さ、と定義されている。

「やれやれ、昼間から酒でも飲んでサボりたかったのになぁ」

「元近衛騎士だからって武器も持たずに前に出るのは危ないぞ！」

　ゆったりとした足取りでリスティーブルの正面に立つバルドルは、こちらを振り向かずに片手を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、武器はある」

　バルドルは、騎士団の駐在所の前の畑に突き刺さしてあったスコップを引き抜ぬき構える。

「農具は、武器じゃないだろ」

「馬ば鹿か野や郎ろう、普ふ通つうの剣けんを使ったら傷つけすぎて下手すりゃ殺しちまう！　あの暴れ牛も一応は、畜ちく産さん魔物！　この町の貴重な財産なんだぞ！　殺すわけにはいかないだろ！」

　殺さずに捕ほ獲かくするとなると、単純なランク評価より難しいＤ＋にまで難易度が上がる。

　元・近衛騎士は、人間の限界と言われるＢランクの強さを持つとも言われている。

　そして、そんな危険に立ち向かう一流の騎士は──

「──《ブレイブエンハンス》！　ほらほら、落ち着け、落ち着け」

　バルドルの体から青いオーラが噴ふき出し、拡散しないように体の周囲に留とどまる。

　立派な牛角を振り回し、激しい頭突きで襲おそい掛かかるリスティーブルを、青いオーラを纏まとうバルドルが人にん間げん離ばなれした動きで攻こう撃げきをいなし、ひらりと避よけていく。

「これが、近衛騎士の実力か」

　俺のような新米騎士の強さはランクで当てはめるならＤ[image: マイナス]からＤランク。上位の騎士の強さを肌はだで感じる。

　バルドルの体から噴き出す魔力の多さ、そして、巧たくみな足捌さばきと体術でリスティーブルの攻撃を何度もスコップで受け流し続ける。

　そして──

「暴れてそろそろ満足したか？　これで終わりだ」

『ヴモォォッ──』

　白地に黒の水玉模様の暴れ牛は、低い鳴き声で返事をする。

　その声こわ色いろは、怒気のある激しい鳴き声ではなく、内部に溜たまった鬱うつ憤ぷんを吐はき出すような鳴き声に聞こえた。

　その後、暴れ牛は何度も巨きよ体たいを上下させて呼吸を整えると、二歩、三歩と後ろに下がって大人しくなる。

　暴れていた時が噓うそのように穏おだやかな瞳ひとみをしており、普通の牛のように見える。

「魔物が、大人しくなった？」

「このリスティーブルって魔物は、一定のストレスが溜まると暴れ出すんだ。だから、暴れさせてストレスを発散させれば、大人しくなるんだよ」

　だが、だからといってそのまま放置すれば、町全体に被ひ害がいが大きくなるからこうやって相手にできる冒ぼう険けん者やバルドルたちが頑がん張ばるらしい。まぁ、大たい抵ていの冒険者が命いのち懸がけで逃にげていくが、リスティーブルも調教されており、最低限の手加減はできるらしい、とバルドルが自じ慢まんげに語る。

「そうなのか、初めて知った」

「俺もこの牧場町に来て初めて知ったさ。さっきのは受け売りだ」

　そう言って、大人しくなったリスティーブルの背中をペチペチと叩くバルドル。

　それを無視して、近くの地面に生えている草を食べ始めるリスティーブルは、本当に安全なのだろうか、と俺は訝しげに見つめる。

「うちのリスティーブルが迷めい惑わく掛かけました。大丈夫ですか？」

　そして、リスティーブルを見る俺たちの背後から掛けられた声に振ふり返る。

　薄うす桃もも色いろの髪かみを革かわ紐ひもで頭の左右に結び、腰あたりまで後ろ髪をそのまま背中に流した少女が申し訳なさそうに声を掛けてくる。

　地味目な色合いのロングワンピースに無骨なベルト、頑がん丈じように編み込まれたブーツを履はいた少女は、洒落しやれっ気けのない牧場仕事を重視した簡素な服装をしている。

「レスカ嬢ちゃん、今大人しくなったところだ」

　バルドルの言葉を聞いて、ほっと胸をなでおろす少女。

「ありがとうございます。暴れる前なら私でも抑おさえられるんですけど、一度暴れると手が付けられなくて……」

　困ったような表情を作る少女だが、一いつ般ぱん人は単独でＤランクの魔物を抑え込もうとは思わないだろ、と表情を変えず、内心ツッコミを入れる。

　それともこの魔物牧場の町では普通のことなのだろうか、と想像して正常な判断が付かない。

　そんな俺は、険しい表情で少女を見つめていたために、少女が気がつく。

　これまでの経験上、目付きの悪い俺が見つめれば、怯おびえさせてしまう。そう思って失敗したように思ったが──

「あれ……まさか、うちの子が冒険者の方に怪け我がをさせたんじゃ!?」

「いや、俺がリスティーブルの相手をするために邪じや魔まだから投げたんだ。まぁ、耕したばかりの土だから柔やわらかくて怪我はないだろ」

「怪我はない。ただ服が汚よごれただけだ。それもバルドルのせいで」

　振り返るバルドルの言葉に俺は、服に付いた土を手で払はらいながら答える。

　俺の言葉に安あん堵どの吐と息いきを漏もらす少女に俺は自己紹しよう介かいをする。

「俺は、本日より辺境警備に所属することになった新米騎士のコータスだ」

　俺の自己紹介にしっかりと目を合わせる少女は、俺の顔を怖こわがらずに真っ直すぐに見つめ返してくる。
















　そして、二度ほど深呼吸を繰くり返し、少女が自己紹介をする。

「私はレスカと言います。この牧場町で魔物牧場の一つを経営している調教師です」

　丁てい寧ねいな口調だが、意志の強さを感じる少女の自己紹介を受けて、少し意外に思った。

　俺と年がそう変わらないため、どこかの牧場の娘むすめかと思ったら、意外にもレスカは魔物牧場の牧場主だった。

　レスカは、微笑ほほえみを浮うかべて、俺の名前を呼ぶ。

「それじゃあ、この町をよろしくお願いします。左さ遷せん騎士のコータスさん」

　一応新米騎士と言ったが、この町に来る騎士はみんな左遷という認にん識しきなんだな、と理解して内心、微び苦く笑しようを浮かべる。

　これが左遷騎士の俺と魔物牧場の娘のレスカとの最初の出会いだ。



















　　　一章　左さ遷せん騎き士しと牧場娘







『『ウゥゥッ──ワンッ！』』

　見つめ合う俺とレスカとの間に入り込んでくる黒いものに驚おどろき、思わず後ずさりする。

「ダメですよ、ペロ。慣れない人にじゃれついちゃ」

　レスカに注意を受けるが、その存在は、俺の周りをグルグルと回り、尻尾しつぽをパタパタと振って、愛あい嬌きようのある顔を見せてくる。

　大きさは中型犬と大型犬のギリギリ中間のサイズだが、普通の犬ではなく、その正体に声が震ふるえる。

「オルトロス……」

　双そう頭とうを持つ魔ま犬けんとして有名なオルトロスだ。

　魔犬として有名なケルベロスには一歩劣おとるが、それでも有名な魔犬種の魔物だ。

　目の前の双頭のオルトロスは、中型犬サイズだが、間ま違ちがっても少女と一いつ緒しよにいるような魔物ではない。

　オルトロスの魔物としてのランクには個体差があるが、成長するとＢ[image: マイナス]ランク、中型犬の今でもＣ[image: マイナス]ランクの力はある。

　何より知ち恵えを持ち、人語を理解する魔物など従えるのは困難だ。

「リスティーブルといい、オルトロスといい、大丈夫なのか？　管理できるのか？」

　ＥやＦランクの魔物ならまだ納なつ得とくできるが、流石さすがにＣやＤランクの魔物となると問題に感じる。

　そんな俺の呟つぶやきに、むすっとした表情で俺を真っ直ぐに見返してくるレスカ。

　余計なことを言ってしまったか、と少し後こう悔かいするが、レスカは胸を張って答える。

「このオルトロスは、私が生まれたばかりの頃ころから育てています。だから、躾しつけは問題ありませんし、この子がいるから他の魔物たちは大抵言うことを聞いてくれます！」

　我が子を自慢するように宣言するレスカ。

　そして、オルトロスのペロが近づけば、レスカはしゃがみ込んでその双頭をわしゃわしゃと撫なでる。

　オルトロスのペロも満足したのか、レスカの隣となりに並ぶようにお座りして躾の良さをアピールしてくる。

「レスカのオルトロスの安全性は、俺が確認しているから安心しろ」

　バルドルもレスカに助け船を出す一方で、今度は別件で厳しい表情を向ける。

「レスカ嬢じようちゃん。最近捕獲したリスティーブルがなんで暴れたのか教えてもらえるか？　一応、仕事だからな」

　そう言って、俺たちが落ち着いたところで声を掛けてくるバルドル。

　バルドルは、崩くずれかけた騎き士し団の駐ちゆう在ざい所しよから無事な紙とインクを取り出し、レスカに尋たずねて調書を作成するようだ。

　レスカは、先さき程ほどまで暴れて騎士団の駐在所を破は壊かいしたリスティーブルを見て、語り始める。

「この子が暴れた原因なんですけど……足にあるんです」

「足？」

　俺がすっと目を細めてレスカの言葉をオウム返しに尋ねれば、俺の目付きの悪さに怖がることなく自然体で、そうです、と頷うなずき返される。

　レスカは、騎士団の駐在所の表で待たせてあるリスティーブルの足元を指差す。

　前足の蹄ひづめは、綺き麗れいに整えられているが、後ろ足の蹄が斜ななめに傾かたむいているのを俺とバルドルは確認する。

「これは……」

「リスティーブルという魔物は、本来この近辺には生息していないんです。多分、遠くの山さん岳がく地帯から何らかの理由でここまで逃げて来た個体だと思います」

「つまり、元々斜しや面めんに面したところで生活していた、って事か」

　俺の言葉に、そうだと思います、と相あい槌づちを打つレスカ。

　斜面という不安定な足場に適応するために蹄がそれに適した形に削けずれ、斜めになっていた。つまり、それが暴れた原因ではないはずだ。

「魔物牧場では、基本平地で育てます。だから、平地に適さない蹄の形をしている場合には、体型が崩れ、転てん倒とうの危険性もあるんです。それが原因での怪我を防ぐために蹄の形を整える必要があるんです」

　そう言って、腰こしのベルトから一本の大おお振ぶりの刃は物ものを取り出したレスカは、その刃物で蹄を削ったことを示した。

　年頃の少女であるレスカがこんな刃物を持っていること自体に違い和わ感かんを覚えながら、話の続きを聞く。

「最初は、順調に前足の蹄を整えられたんですけど、まだ調教中でしたから、蹄を整える作業にストレスを感じたらしく……」

「なるほど、それで暴走して、レスカ嬢ちゃんが止める間もなく、だな」

　そう言って、手慣れた手付きで調書を纏まとめたバルドル。

　対するレスカは、ややビクビクしながら、強い目でバルドルを見返して言葉の続きを待っている。

　騎士団の駐在所を破壊してしまったために、どのような罰ばつ則そくがあるのか、構えているようだ。

　通常、魔物の飼育・調教・育成に携たずさわる者は、その魔物が引き起こす被ひ害がいに情状酌しやく量りようの余地がなければ、責任を負う形になるのが基本だ。

「一応、被害の範はん囲いは、騎士団の駐在所だけみたいだな。正確には、居住区だな。幸い、酔よっ払ぱらいや犯罪者をぶち込む牢ろう屋やは壊こわされていないし」

「いや、酔っ払いと犯罪者を同列に扱あつかうなよ」

「だって、こんな田舎いなかの町だぜ？　みんなが身内みたいな場所で犯罪者なんて出てこねぇし、あっても酒場で盛り上がり過ぎた酔っ払いの頭を冷やす場所だぞ」

　そう言って、ヒゲを撫でるバルドルは、どうするか、と呟き、その声にレスカの方がビクッと跳はねる。

「正直に言っちまうと、騎士の俺たちには、持て余す案件なんだよ」

　そう言って、頭を乱暴に搔かくバルドルは、俺とレスカに説明する。

「人的被害はないし、もしもあっても魔物牧場では日常茶さ飯はん事じだから、全員が適切に対処する。壊れた物も騎士団の駐在所だし、俺が住み込んでたがコータスもここに左遷されて、拡張の必要性があったから今回はそれが少しだけ早まったことにする」

　そう言って、都合のいいように状じよう況きようを解かい釈しやくしてレスカの責任を無くしていく。

「バルドル。本当にそれで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「普ふ通つうだったら大目玉だろうな。だけど、町の貴重な財産である畜ちく産さん魔ま物ものを討とう伐ばつするわけにもいかないし、レスカ嬢ちゃんを罰すると駐在している俺たちの肩かた身みが狭せまくなっちまう。その辺は、田舎ならではの結束力だよな」

「公平、公正な騎士はどこに行った」

「そんなもんは、左遷された瞬しゆん間かんから死んだっての。俺は、駐在所の修復を頼たのめる場所を回ってくるから、コータスはリスティーブルと一緒にレスカ嬢ちゃんを送ってやってくれ」

　バルドルは、リスティーブルの騒そう動どうに関する調書を仕し舞まうと、今度は町の中央の方へと歩いて行ってしまう。

　そして、俺とレスカの二人が残された直後、レスカが俺に向き直り──

「それと改めて謝らないと……ごめんなさい」

　深く頭を下げると共にその豊かな胸がたゆんと揺ゆれるのを見て、俺は目を閉じて平静を装よそおう。

「……大丈夫だ。気にしていない」

「ありがとうございます。それじゃあ、また暴れないように応急処置しますね。──《調教》《仮かり契けい約やく》っと、これで完かん了りようです」

　レスカは、俺の目の前でリスティーブルの額に手を触ふれ、掌てのひらに魔ま方ほう陣じんが浮き上がる。

　それは、魔物を調教するために調教師が使う調教魔法の《仮契約》という魔法だ。

《仮契約》の魔法は、緩ゆるいながら制限を掛かけつつ、少しずつ両者の相あい性しようを高めて、《本契約》に移行させて使し役えきしたりする。

　調教魔法の契約は、基本《仮契約》《本契約》《従属契約》《眷けん属ぞく契約》の四種類が代表的である。

「これであとは少しずつ慣らしていって《本契約》を受け入れてくれたら飼育の準備が整います」

「ＤランクのリスティーブルにＣランクのオルトロスの幼体を調教しているのは、特別な【加護】があるためか？」

　俺は、調教師のレスカと中型犬サイズのオルトロス、それにリスティーブルを見比べる。

「私の【加護】は、特別じゃないですよ。ただ、【調教】に似て非なる【育成】の加護なんです」

　俺に目を向けず、一度暴れたリスティーブルの方が気になるのか、体の隅すみ々ずみまで確かめながら、自身の加護について教えてくれるレスカ。

「それにペロに関しては、目の開かない子どもの頃から私が育てたんです。だから、より強い《眷属契約》の繫つながりを結ぶことができました。ほら、魔物は生まれた時から育てた方が、躾しつけやすいって言いますよね」

　確かに竜りゆう騎き士しなどは、ワイバーンの卵から孵ふ化かさせ、雛ひなの段階から育てて乗りこなす者もおり、真竜を守しゆ護ご獣じゆうとして崇あがめるこのアラド王国には──『優ゆう秀しゆうな竜騎士は、優秀な調教師でもある』という格言が存在するくらいだ。

「それに、ペロ。可愛かわいいですよね」

　そう言ってリスティーブルの確認を終えたレスカは、しゃがみ込んでオルトロスのペロの二つの頭を両手を使って撫で自じ慢まんげに俺を仰あおぎ見る。

「ああ、確かに可愛いな」

　俺は、生来の性格から余り動かない表情で、ちょうどいい位置のレスカの頭を思わず撫でる。

　初対面の少女にするには失礼だが、目付きの悪い俺に対してちゃんと顔を見てくれたレスカは、すごい良い子だと思い思わず撫でる。

　撫でたら、レスカが驚おどろきその場から飛び退のく。

「な、なな！　か、可愛いのは私じゃなくて！　ペロだぁ！」

「だぁ？」

　レスカの言葉に首を傾かしげて聞き返すと、レスカ本人が驚き自分の口を押さえる。

「な、なんでもないです！」

　そう言って、俺の手から逃のがれるように立ち上がり、俺はレスカの頭を撫でた手をそのままオルトロスのペロの頭に乗せて撫でる。

　ちゃんと洗われているためか、ふさふさで気持ちが良い。

　目付きが悪いから時々、気の弱い小動物には、怖こわがられることもある。だから、言葉には出さないが、凄すごく幸せな気分になる。

「コータスさん、ペロの毛並みが気に入ったみたいですね。嬉うれしそうです」

　しばらく撫でて満足した俺は、立ち上がり、改めてレスカに向き直る。

「貴重な体験をさせてもらった」

「大おお袈げ裟さですよ。これから牧場で色んな魔物を目にする機会があるんです。別に特別なことじゃないですよ」
















「その、早さつ速そくだが、リスティーブルを牧場に送り届けるか」

「私一人でも誘ゆう導どうできるんですけど、折角だからお願いします」

　レスカから渡わたされたロープを見れば、リスティーブルの鼻に通された鼻輪と繫がっており、それを優やさしく引っ張ると自然と俺の方へとついて来てくれる。

「……なぁ、リスティーブルってストレスを感じると暴れるんだよな。鼻を引っ張るのってストレスにならないのか？」

「それは、古い学説ですね」

　俺の質問に慌あわてて振ふり向くレスカ。古い学説、ということは新しい学説があるのだろうか。

「最近の魔物研究だとリスティーブルは、ストレスを感じて暴れるんじゃなくて、ストレスを解消した時の快感を得ようとする魔物らしいんです」

「ストレス解消で快感を得る？　どういうことだ？」

「ストレス解消には色々ありますよね？　食べる、寝ねる、動くのなんてストレス解消の定番ですよね。ただ自然の魔物だと、安定した食料や安全な寝ね床どこがなく、ストレス解消方法は、動くに限定されるんです。極論的にリスティーブルの狂きよう暴ぼう性は、動くことによる快感を得ようとする行こう為いの一いつ環かんなんです。そして、暴れることで外敵も排はい除じよできるっていう野生の合理性でもあるんです」

　中々に興味深い話にじっとレスカを見つめていると、レスカは、続きを話したそうにうずうずしている。

「うーん。そこまでは何となく分かった。続きを頼めるか」

　俺は続きを促うながすように目配せすると、レスカはぱっと表情が明るくなり、表情をにやけさせる。

「と、特別ですからね。そうした特性のあるリスティーブルを魔物牧場で飼育する場合、理論上、私たちがそのストレスをコントロールすることで畜産魔物とすることができるんです。言ってしまえば、暴れる以外のストレス解消法の提供なんです」

　レスカの説明に、なるほど、と思いながらも魔物研究ってのは普通の動物を扱うのと違ちがうんだな、と思う。

　魔物研究は、普通の動物研究と違って命の危険性の度合いが大きい。

「なぜ魔物の研究家は、そんな研究を始めようとしたんだろうな？」

　そんな俺の素そ朴ぼくな疑問に対して、レスカは微び苦く笑しようを浮うかべながら答える。

「なんでもリスティーブルの牛乳の生産量向上のための研究らしいです。どのくらいのストレスを与あたえてどんなストレス解消法をすれば、お乳の出が良くなるのか、って研究の産物らしいです」

「……ちなみに聞くが、一番生産量が増した場合ってなんだ？」

「それは、適度に食べて、適度に寝て、適度に運動した場合です」

　そう言われて、俺はロープを引いているリスティーブルの円つぶらな瞳ひとみを見つめる。

　育て方は人間と同じなんだな、と思いながら、町外れにあるレスカの牧場にリスティーブルを引き入れる。

　そして、途と中ちゆうでレスカにロープを手渡すと、慣れた手付きでリスティーブルを牛舎の中に入れる。

「それじゃあ、私はもう少しリスティーブルの世話をします。ですから少し待っててくれますか？」

「わかった」

　俺はそう言って、閉まる牛舎の扉とびらを見送り、町外れの魔物牧場を眺ながめる。

　王都育ちの俺だが遠くに見える【魔の森】と牧草地を撫なでる風を感じながら、ぽつりと呟つぶやく。

「王都から離はなれたんだよなぁ」

　記き憶おくのない孤こ児じの俺が養父に拾われ、騎き士しになったのに左さ遷せんされた。

　王都の暮らしに比べれば、生活には不便があるかもしれないが、不便なことなど野営訓練でいくらでもあった。

　むしろ、目付きの悪さから生じる対人関係の煩わずらわしさに比べれば、別にこの地での暮らしに悲観する理由はない。

　それでも一人になれば、多少は感かん慨がいに耽ふけることもある。

「まぁ、煩うるさい貴族騎士がいないだけマシか」

　俺がそう呟くと、牛舎の中でバタバタと激しい音が聞こえ、オルトロスのペロらしき鳴き声が響いてくる。

『『バウバウバウ』』

『ヴモォォォッ──！』

「落ち着いて！　大丈夫、大丈夫だから！」

　先さき程ほどまで大人しくロープに引かれていたリスティーブルの鳴き声とレスカの懸けん命めいな呼び掛け。ただ事ではないと思い、牛舎の扉に手を掛けようとすると──

「駄だ目め！　また逃にげます！」

「なっ!?」

　扉を開けようとした直後、リスティーブルが扉を破は壊かいしてレスカから逃げるように飛び出す。

　その扉の前にいた俺は、壊こわされた扉に弾はじき飛ばされるが、咄とつ嗟さに大きく後ろに跳とんで距きよ離りを取る。

　そして、逃げ出したリスティーブルの逃げ道を塞ふさぐように腰こしを落として待ち構える。

「──《オーラ》！」

《オーラ》は、無属性の【身体強化】の魔法だ。

　元近この衛え騎士のバルドルが使った《ブレイブエンハンス》の下位に位置する強化魔法で、生来持っている魔力を全身に巡めぐらせて体の強度を引き上げる。

「うぉぉぉぉっ──！」

　俺は、リスティーブルの頭部に生えた二本の角を素す手でで受け止め、全身に万まん遍べんなく魔力を纏まとわせ、衝しよう撃げきに備える。

　リスティーブル越ごしに見るレスカは、暴れ牛を止めようとする俺を見て目を見開く。

「──噓うそっ。リスティーブルの突とつ撃げきを素手で受け止めた」

　一いつ瞬しゆんだけ、突撃の勢いが弱まり、これは抑おさえることができた。

　そう思ったのだが、駄目だった。

「──あっ、無理だ」

　リスティーブルの突撃を受け止められたはいいものの、勢いを抑え込む前に衝撃に腕うでが耐たえきれず、骨が折れ、両りよう肩かたが壊れる。

《オーラ》を施ほどこして強度を上げた体でも限界は存在し、折れた腕や壊れた肩では支える力はない。

　そのまま、角に両手を添そえるようにして摑つかむが、急に力が抜ぬけたためにリスティーブルの突撃の勢いが戻もどる。

　リスティーブルの頭ず突つきが腹部にめり込むと同時に十数メートル押し込まれ、そして、強く突き飛ばされる。

　いくら魔力で全身を強化して底上げしたからと言って、推定五百キロの体重を持ち、駿しゆん馬め並みの速さの魔物を素手で受け止められるわけがなかった。

　全身の骨がバラバラになるような感覚と激痛に数秒間、意識を失うことができなかった。

　そして、地面に落ちるまでの数瞬の間、時間の流れを遅おそく感じ、先程まで暴れていたリスティーブルの顔つきが、徐じよ々じよに穏おだやかなものに変わるのを見た。

　綺き麗れいに決まった俺への頭突きでストレス発散できたようだ。

　穏やかな表情を浮かべて、機き嫌げん良さそうに尻尾しつぽを振っているのを見ながら、地面に叩たたき付けられた。

「えっ？　……きゃぁぁぁっ！　だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　し、しっかりしてください！」

「──っ!?」




　俺の意識を確かく認にんするために駆かけ寄ってくるレスカ。

　その時、動どう揺ようしたのか俺の全身を揺ゆするレスカだが、全身打だ撲ぼくにあちこちの骨が折れている人間を揺すったため体中に気が狂くるうほどの激痛が走る。

　そして、遠くからレスカの悲鳴を聞き付けて走って来るヒゲの騎士を見ながら、俺は、意識を手て離ばなした。




　　　●




　全身打撲と両肩の粉ふん砕さい骨折、その他複数の骨折。

　これらを治すためには、通常の人間は、数ヶ月の時間が必要になる。

　または、魔法薬を使えば、その時間を大おお幅はばに短縮して治ち療りようできるが、完全な治ち癒ゆには相応の時間が必要になる。

　だが、俺にはそうした心配は一いつ切さいない。

　なぜなら、俺には──

「……知らない天てん井じようだ」

　少し薬っぽい匂においと温かさを感じて、ゆっくりと目を開く。

　見上げる天井は、俺の知らない木目模様をしており、また全身の衣服が大きめのシャツとズボンに着き替がえさせられている。

　衣服の下には、全身に巻かれた包帯とその下に塗ぬられた薄うす緑みどり色の軟なん膏こうが確認できた。

「はぁ、本気で死ぬかと思った。まぁ、死なないけどな」

　そう言って、深い溜ため息いきを吐はき出す俺は、目を瞑つぶり自分の体に意識を向ける。

　魔法が使える人間、使えない人間問わず、生命体の誰だれしもが多かれ少なかれ魔力を持つ。

　その魔力の流れを意識しつつ、全身の骨や内臓、組織に異常がないか確認していく。

「はぁ、こんな姿を親父おやじやシャルベルさんたちに見られたら、訓練させられるんだろうなぁ」

　そう深い溜息を吐き出すと、水入りの桶おけを抱かかえたレスカが入室してくる。

「あっ!?　コータスさん、起きたら駄目です！　大おお怪け我がしたんですよ！」

　起きていると思わなかったのか、驚おどろきながら、桶の水を零こぼさないように近づいてくるレスカ。

　慌あわてて俺を寝ねかしつけようとするが、逆に俺はその手を取って止める。

「大丈夫だ。平気だ」

「大丈夫じゃないです！　全身打撲と両肩の粉砕骨折って重傷なんですよ！　……って、腕が動く？　だって、肩の骨が……」

　そっとレスカに距離を取ってもらう。

　俺はレスカの前でシャツを脱ぬぎ、包帯を外して、絞しぼった手ぬぐいで全身の薬を拭ぬぐい取る。

　その下から現れたのは、新米騎士として鍛きたえられた肉体と傷のない体だ。

「変だと思ったが、やっぱり怪我が治っていたか」

　レスカの後ろから一人の男性が部屋に入って来る。

　健康的に焼けた肌はだを持ち、身なりを綺麗に整えた人物だ。ちょうど二十代中ちゆう盤ばんの青年らしく、村人らしい格好をしている。

　レスカと一いつ緒しよにいるということからその親類の可能性もあるが、髪かみや瞳、顔の造作がまるで違ちがう。

　だから、俺はその言葉を口にする。

「えっと……どちら様？」

「俺だ。先任の騎士のバルドルだ」

「えっ!?　バルドル！　だって、肌が浅黒く焼けてたし、ヒゲが生えてたぞ！」

「ありゃ、ちょっと土で汚よごれてただけだし、ヒゲだって剃そるのが面めん倒どうだったからそのまま生やしてただけだ。ってか、気付けよ」

　胡う乱ろんげな目でこちらを見るバルドルだが、その変へん貌ぼうっぷりに驚く。

　どう見ても以前の姿は三十代の農夫といった姿だが、今は二十代中盤の爽さわやかな青年だ。

「それで、なぜお前は、大怪我を治せた。騎士生命すら危あやうい大怪我を負って、なぜ丸一日で治る」

　俺を真っ直すぐに見つめるバルドルの眼光。

「ひれ伏ふせ！　──《重圧の魔眼》！」

　その眼光を受けた俺は、治ったばかりの体が激しく軋きしむ圧あつ迫ぱく感かんを受ける。

　視線や気配で相手を圧倒させるなんて人外が世の中にはいるが、まさかバルドルは物理的に視線で人を倒たおすことができるのだろうか。

　きっとバルドル本人の【加護】であり、近衛騎士でも変わり種なのかも、と思いながらも、養父や養父の同どう僚りようの騎士たちから浴びせられた威い圧あつに慣れているため、俺自身の精神は動じない。

　ただ、威圧に慣れていると言っても体に掛かかる圧迫感には抵てい抗こうできず、骨に罅ひびが入るのを感じる。

「……そろそろ、その圧力止めてくれないか？　喋しやべれなくなる」

「これを表情一つ変えずに耐えるなんてお前は何者なんだ」

　いや、それは元々表情が乏とぼしいからだから、と内心呟つぶやくが、更さらに圧力が増して骨が軋む。

「人は、理解できないものを恐おそれる。また潜せん在ざい的な危険性を無視することはできん」

　だから、眼光は止めない、と暗に答えるバルドル。その間にあばら骨が二本ほど折れるのを感じる。

「バルドルさん、止めてください！　相手は怪我人なんですよ！」

「……わかった。話す」

　最初は話すつもりはなかったが、バルドルの眼光を直接向けられていないレスカですら顔色を悪くしている。

　そんな中、俺を庇かばう発言をしてくれた。

　このまま持久戦でバルドルの眼光に耐えるのは、レスカに酷こくだと感じ、俺は自分の持っている【加護】を明かす。

【加護】とは、欲ほしいと思って手に入れられるものじゃない。

　本人の夢や理想など関係なく授さずけられる【加護】は、言ってしまえばその人間の適性とも言える。

　そして俺の【加護】は──

「俺には、【頑がん健けん】って【加護】がある」

「……がん、けん？」

「聞いたことねぇな。それは一体どういう【加護】なんだ？」

　俺が話す気になったと分かり、バルドルの眼光が消える。

　それに合わせて、折れたあばら骨が体内で繫つなぎ合わさり、切れた筋きん繊せん維いがより強きよう靭じんな繫がりを作り始め、怪我が治り始める。

「別に大した【加護】じゃない。ちょっと怪我の治りが早く、体が頑がん丈じようになり、健すこやかな精神を保てるようになるだけだ」

「ちょっとばかしで成長した【再生】や【超回復】なんて呼ばれる種類の【加護】と同等の再生力って」

【加護】は、成長する。

　最初は、小さな切り傷が治るような【加護】も何度も傷を負い、使用を重ねれば少しずつ治るスピードが速まる。

　そして、成長を続けることで尋じん常じようじゃない自己治癒力に成長するのだ。

「それとはちょっと違うんだけどな。幾いくつかのデメリットは当然存在するし……」

　健やかな精神を保つということは、発はつ狂きようしそうなほどの激痛の怪我を負っても狂うことができない。

　それは、ある意味デメリットとも言える。

「だからコータスは、精神の均きん衡こうを保つために表情を失ったのか」

　バルドルが悲痛そうに呟くが、その点は否定する。

「いや、俺のこれは元々で、【加護】とはあまり関係ないぞ」

「コータスさんの表情がないですか？　私はわりと分かりやすいと思うんですけど？」

　俺とレスカの発言に、バルドルが微び妙みような表情を作る。

　とりあえず、話を元に戻すことにした。

「親父に追いつきたくて、親父の仲間に頼たのみ込んで騎き士しや冒ぼう険けん者の訓練を受けてきた。だけど、剣けんの才能も魔法の才能もない。ただ地道な努力と何度も怪我を繰くり返す度たびに【頑健】の【加護】に助けられた」

　この【加護】のお陰かげで親父たちの訓練を受けることができ、死ぬような怪我も何度も乗り越えることができた。

　その結果、得たものは、頑丈な体だけだ。

　親父たちのような英えい雄ゆうや冒険者に憧あこがれたが、結局俺には英雄の素質がなかったんだ。

「……思い出した。リバティンって言えば、【自由騎士団】のラグナス・リバティン団長のことか。それにしてもお前があの団長の息子むすこか」

「養子だけどな」

　自じ嘲ちよう気味に答える俺に、バルドルは今になって名前から冒険者上がりの騎士である親父と関連付けることができたようだ。

「だが納なつ得とくした。その細身の体で重装騎士団に所属していたのは、その【加護】のお陰なんだな」

「半分は嫌いやがらせだ。あそこは死亡率が高い場所だから」

　戦場で重厚な鎧よろいを身につけ、また騎き馬ば兵の突とつ撃げき槍やりや遠えん距きよ離りからの魔法を受け止める役割を担になう重装騎士団は危険性が一番高い騎士団だ。

　そのために死亡率は最も高く、そして一番目立たない。

「だけど、そんな重装騎士団でも、頑丈だけでは騎士は厳しかったんじゃないのか？」

「言われたな。頑丈なだけで何になるって」

　騎士団では、体を鍛えて頑丈であるのは最低限の条件だ。それに加えて何か一芸に秀ひいでている必要がある。

　一応、騎士団の入団試験は突とつ破ぱしたが、入団直後の俺に劣おとる騎士たちは皆みな才能を開花させて、次し第だいに俺よりも立場が上になっていった。

「えっと……その……」

　一いつ般ぱん人の、それも女の子に教えるには少し生々しい話だっただろうか、と少し後こう悔かいする。

　こんな殴なぐっても死なないようなゾンビモドキのような人間、気味が悪いだろう、と思いながらレスカの方を向くと、俺の予想とは違う反応を返してくる。

「それは、とっても牧場向きな【加護】じゃないですか？」

「……んっ？　何だって？」

「だから、牧場。それも魔ま物もの牧場向きの【加護】なんです。魔物を扱あつかう性質上、事故による怪我が多いんですけど、その点コータスさんは体が頑丈ですから、すごく向いていると思うんです」

　その言葉を聞いて、俺もバルドルも口をぽかんと開けて、その意味を反はん芻すうする。

　バルドルは俺の【加護】を未知の危険な存在だと思ったが、レスカにとっては、牧場向きの便利な【加護】になることに、ふっと笑ってしまう。

「コータスさん、笑いました」

「はぁ、なるほどな。確かにそうだな。そう言えば、新しい人員要よう請せいに『体が丈夫』で『根こん性じようのある奴やつ』を頼んだんだったよな。つまり、合がつ致ちしている訳だ」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ笑った俺を見て、目を見開くレスカとばつが悪そうに頭の後ろを搔かくバルドル。

「すまんかった。近この衛え騎士団時代の癖くせが出ちまった。俺はもう近衛騎士じゃないのにな」

　バルドルは、そう言って軽く謝って来る。

　俺が、バルドルの謝罪を止めようとしたところで、ぐぐぐっ、と大きな音が鳴る。

　その発生源は、俺の腹であり、丸一日食べずに寝ていたために体が栄養を欲ほつしていた。

　その場面を見られた俺は、無表情ながら恥はずかしさに視線を逸そらす。

「……すまない」

「ほぼ一日寝ていましたからね。ご飯はできていますから食べましょうか！」

　レスカが何でもないように満面の笑えみを浮うかべる。

「俺の腹が減っているのは、丸一日飲まず食わずで寝ていたのも原因だが、【加護】で傷付いた体を治すために、一度に沢たく山さんの栄養が必要になるからで……その、だな」

「魔物牧場だから食べ物は沢山あるんです。私がお腹なかいっぱいになるまで食べさせてあげますよ」

　聖母のような慈じ愛あいの微笑ほほえみを浮かべるレスカだが、その視線の先にいる俺は居い心地ごこちが悪く感じる。

　そんな俺とレスカのやり取りを見てバルドルがニヤニヤとした笑みを浮かべているのにムカつき、無表情で睨にらむ。

「怖こわっ！　お前、その目をこっちに向けるな！」

「なにも、俺はただ普ふ通つうにしているだけだが」

「噓うそつけ！」

　俺とバルドルのやり取りにレスカがくすくすと笑いながら退室し、俺は少し落ち着いたところで用意された衣服に着き替がえて、食事をすることにした。

　そして、渡わたされた着替えに袖そでを通し、バルドルと共に一階の食堂に顔を出し、料理が出てくるのを待つ。

　その間、バルドルが話しかけてくる。

「さっきは悪かったな。無理矢理に【加護】を聞き出すような真ま似ねをして」

「ホントだって、それにそのお陰であばら骨は折れるし、骨に罅が入ったぞ」

「ありゃ、久々に使ったから力加減を間ま違ちがえたな。お詫わびに俺の【加護】を教えてやるよ」

「いや、結構だ」

　俺の【加護】を聞き出した代わりに話してフェアな関係になろうとするバルドル。

　俺が拒きよ否ひするも、勝手に自分の【加護】について話し始める。

「俺には、三つの【加護】がある。【剣けん術じゆつ】と【闘とう気き】。そして、お前に使った【重圧の魔眼】だ」

「トリプルって自じ慢まんか」

　世界的に展開している教会での【加護】の統計研究では、ダブルは、百人に一人。そして、トリプルというのは、更に希少で一万人に一人の割合だ。

　それなりに大きな都市を探せば、トリプルは十数人いる計算になる。

　だが、こうも戦闘向きの【加護】が集まるのは珍めずらしい。

　バルドルに比べて、俺の持つ【加護】はたった一つだけ。

　その事にやさぐれる思いをしながら、心と空腹の胃を落ち着けるために木のコップに水差しから水を注ぎ、温ぬるい水を飲む。

「お待たせしました！　今日のご飯は、キノコのクリームシチューです！」

　そう言ってレスカは、テーブルにアツアツの大おお鍋なべを載のせ、蓋ふたを開く。

　鍋の中から湯気を上げる具のたっぷりと入った乳白色のシチュー。

　付け合わせのパン入りのバスケットも差し出され、俺たちのスープ皿に注がれる。

「どうぞ、好きなだけ食べていいですよ」

「いい匂においだ。いただきます」

　そう言って、両手を合わせてスプーンを手に取る。

　バルドルは食前の挨あい拶さつなしで硬かたい長パンをナイフで切り、クリームシチューに浸ひたして食べ始める。

　俺は、一日ぶりの食事で胃を驚おどろかせないために、まずはスプーンで一口──

「……旨うまい」

　なんて濃のう厚こうで甘いクリームシチューなんだ。俺は、最初の一口で虜とりこになった。

　間を置かずに、二口、三口とクリームシチューを口の中に入れていけば、ホクホクのイモやニンジン、トロトロに溶とけた玉ねぎの甘さを舌で感じる。とりわけ、牛乳の風味とキノコの味と食感は格別だった。

　表情をあまり変えずに黙もく々もくと食べる俺に対して、レスカもニコニコとしながら、自分のクリームシチューのお皿に手を着ける。

「濃厚でいて、臭くさみのないミルクが野菜の旨味や甘味を閉じ込め、まろやかにしている。それにキノコは、肉厚でジューシーな食感でまるで鶏とり肉にくのような満足感を与あたえてくれる」

「褒ほめてくれて嬉うれしいです。その二つは、うちの牧場で今日採れたものを使っていますから」

　そう言って、微笑むレスカ。俺は、余りの美お味いしさにいつの間にか一いつ杯ぱい目のクリームシチューを食べ終え、二杯はい目を頂く。

　そして、二杯目を食べながら、レスカからこのクリームシチューの食材の話を聞く。

「このクリームシチューに使われたのは、今朝の搾しぼり立てのリスティーブルのミルクなんです」

　その言葉を聞いて、俺は一度スプーンを動かす手を止める。

「あの魔物の牛乳か……」

　なんだろう、肩かたを壊こわされたり、骨折や打だ撲ぼくを負わされた相手から採れたものを口にする、ということに微妙な感情が胸の内に湧わいてくる。

　その一方、四杯目のお替かわりをするバルドルが、スプーンを咥くわえながら思い出したかのようにレスカに尋たずねる。

「ってことは、あのリスティーブル、子どもを産んだばかりか？」

「バルドルさん、違いますよ。普通の牛と牛種の魔物を一いつ緒しよに考えないでほしいです」

　自分の専門分野に関して間違えられ、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせるレスカだが、可愛かわいらしいので全く迫はく力りよくがない。

「いいですか。魔物は、魔力の強い場所に適応した生き物で普通の生き物に比べて力は強いです。その分、魔物同士の激しい生存競争を行うんです。

　だから、群れを作る魔物は、他の親が倒たおれても子どもを育てられるように一定の年ねん齢れいに達したメスからミルクを出すように進化したとされているんです」

　リスティーブルは、まさに群れで生活する種類の魔物であり、そのために牛乳を得ることができる畜ちく産さん魔物の中では、特に優良な種類であると自信満々に答える。

「へぇ、そうなのか」

「ですから、群れで育てるためにいつでもミルクが出せるんです。ちなみに、出産直後から産後数ヶ月の間は、通常時とミルクの味や栄養も変化するって話もあるんですよ」

　きっと、このクリームシチューに入れたら更さらに美味しくなるだろうなぁ、というレスカの話を聞いて、想像し、自然と生なま唾つばを飲み込んでしまう。

「そっか。だけど、残念だな。あのリスティーブルは多分討とう伐ばつ対象扱あつかいになるだろうに……」

「……なに？　何でだ？」

　バルドルの言葉に、俺は訝いぶかしげに目を細めると、レスカの表情が暗くなり、バルドルは呆あきれ顔でこちらを見てくる。

「当たり前だろ？　流石さすがに、改築予定の駐ちゆう在ざい所しよの破は壊かいくらいなら多少はごまかせるが、調教された魔物が他者に重傷を負わせた場合には、討伐が行われる」

　そんな内容は、国境を越こえて全世界で適応されるルールだ。

　確かに、俺はリスティーブルに突とつ撃げきされ、吹ふき飛ばされ怪け我がを負わされた。

「俺は……」

　悲しそうに目を伏ふせているレスカ。

　俺に突撃してきた牛に対する不満のような感情もある。だが、未来のクリームシチューを作るためなら水に流すことは可能だ。

「俺は、ただ物もの珍めずらしさでリスティーブルと触ふれ合っていただけだ。その後は、疲つかれて丸一日寝ねていただけだ」

「……それでいいんだな」

　レスカが驚きで目を見開き、バルドルがニヤニヤとした笑いを浮かべるので、不機嫌さを隠かくさずに答える。

「それで問題ない。現に俺は怪我をしていない。重傷などという事実はない」

「それじゃあ、俺は報告書に『新任の駐在騎き士しが職務の伝達前に疲れて寝ね坊ぼうしました』とでも書いて帰るわ」

「もう少し綺き麗れいな表現はないのかよ。旅の疲れから寝込んだとか」

　バルドルの冗じよう談だんに不満げに答える俺。そのやり取りを見て、レスカがクスクスと笑い出す。

「それから一応、業務の連れん絡らくだが、騎士の駐在所が壊された影えい響きようでコータスの住む場所がないんだ。だから、コータス、お前はしばらくレスカの牧場で暮らせ」

「はいっ!?」

　驚きの声を上げるレスカ。俺は無言だが目を見開き、驚く。

「無理無理無理です！　男の人と一緒に暮らすとか無理ですから！」

「だが、コータスの寝ね床どことなる駐在所を壊して、一応怪我を負わせたんだ。それくらい面めん倒どう見てくれねぇか？　俺も暇ひまじゃねぇんだ」

　そういうバルドルの正論に対して、うっと言葉を詰つまらせるレスカは、頭を抱かかえて唸うなり声を上げる。

　レスカが悩なやんでいる間、俺はバルドルに一つ質問をする。

「バルドルも駐在所に住んでいただろ？　あんたはどうするんだ？」

「俺は、別の牧場に寝ね泊とまりさせてもらうさ。ちょうど出産ラッシュを控ひかえた牧場があるんだ。しばらく夜の手伝いをすることになりそうだからな」

「俺もその牧場に一時的に寝泊まりさせてもらえないのか？」

「それは、駄だ目めです！」

　一応尋ねたが、バルドルの返事より先に唸り声を上げていたレスカが俺を止める。

「畜産魔物の出産はほとんどが夜で、しかも出産前後は狂きよう暴ぼう化します！　慣れた人じゃないと危ないし、足手まといになります！」

「そういうことだ」

　俺は、なぜバルドルと一緒では駄目なのか分かり、レスカの方を見て答える。

「俺は、馬小屋でも納な屋やでもあれば、眠ねむれる。最悪、野宿でも構わない」

「それは、もっと駄目です！　まだ春先の朝は冷えるから風か邪ぜ引きます！　それに食べ物はどうするんですか！」

「【頑がん健けん】の【加護】があるから風邪は引かない。それに、【魔の森】で適当に食べられそうなものを採って来る」

　年とし頃ごろの女の子が一時的とはいえ出会ったばかりの男と暮らすのは問題があるだろう、と俺が提案するが、それが余計にレスカの頭を悩ませる。

「あー、もう！　わかった、わかりました！　コータスさんは、私の牧場でしばらく面倒見ます！」

「無理はしなくていいぞ。どこでも寝られるから」

「私の精神衛生上良くないんです！　大人しくこの家で過ごしてください！」

　若じやつ干かん顔を赤らめて恥はずかしそうにしながらビシッと宣言するレスカ。

「……一応、信じますからね」

　視線を外して、ぽつりと呟つぶやく綺麗な少女の初う心ぶな恥じらいを見たら、色々な意味で大だい丈じよう夫ぶだろうか俺、と自問したくなる。

「そ、それとこの家で暮らすんですから、家賃代わりに牧場の手伝いをしてください！　いいですね！」

「わかった。不慣れだが、旨い飯を食べるためなら手伝おう」

　まんまとバルドルに乗せられて若干不機嫌そうにするもすぐに仕方がないと長い溜ため息いきを吐はき出すレスカ。

　俺は、これからどうなるのか少し不安になり、バルドルに騎士の仕事について尋ねれば──

「それじゃあ、この牧場町の騎士の仕事についてなんだが──ぶっちゃけないんだよ」

「……マジか」

「正確には騎士らしい仕事はない。殆ほとんどは、自警団の連中が担になっているんだ。だから、俺たちの仕事は、町の仕事の臨時の手伝いだな。そういう点では、レスカの嬢じようちゃんの牧場の手伝いは、ちょうどいい」

　レスカは、独立したばかりの新米牧場主であり、規模が小さいためにそんなに忙しくはない。

　そんなレスカは現在、他の牧場主の手伝いという形で仕事を請うけ負おっているので、俺がレスカに同行して牧場仕事を覚える、という考えもあるらしい。

「まぁ、この町の騎士なんて昼間は、何でも屋ポジション。夜は、酒場の酔よっ払ぱらいの仲ちゆう裁さいくらいしか仕事がないさ」

　そう言って、カラカラ笑うバルドルに対して、俺は随ずい分ぶんとのんびりした場所に来てしまったと思った。

　そして、そんな俺たちにニコニコと笑え顔がおを浮うかべているレスカを見ると、まぁ悪くないかも、と思ってしまう。

　結局、俺は丸一日の空腹と傷付いた体を癒いやすために使った栄養を補うために六回お替わりをして綺麗にクリームシチューの鍋の中身を平らげた。

　そのため、レスカの食べる分まで食べてしまったと思ったが、先にレスカは食事を済ませているのだ、と聞いて一応納なつ得とくした。

　だが、そんなレスカの視線がスッと窓の外に動いて、慌あわてたように立ち上がる。

「あっ、忘れてました！　早く集めないと！」

　まるで洗せん濯たく物ものを取り込み忘れたような慌て方で外に駆かけ出すレスカ。

　そんな俺たちは、残りのクリームシチューを搔かき込んでレスカの後を追う。

　そして、牧場の開けた牧草地で見たものは──

「全員集合！　集まれー！」

　レスカの呼び声に反応して牧草地からポコポコと姿を現すキノコたち。

　だが、そのキノコは、どれも二本足で立ち、自力でレスカの方へと集まって来る。

　それもワラワラと無数の歩くキノコがレスカの周りに来ると腕うでのようにも見える部分をレスカに伸のばして、ぴょんぴょん跳はねる。

　集まる無数のキノコたちに俺の表情が引き攣つる中で、レスカはナイフと木箱を用意して近くに来た歩くキノコを鷲わし摑づかみにする。

　そして──

「さて、今週の分を収しゆう穫かくしないと」

　鷲摑みにした二足歩行のキノコの石いし突づきの足と腕をナイフで切り落としていく。

　両手と両足を切り落とされたことによって、キノコは動きを完全に止める。

　仲間のキノコが殺されてもレスカの元に集まる二足歩行のキノコたちの存在の不気味さにやや引き気味になる。

「な、なんだ、これは……」

　この場に剣けんがあれば、全部薙なぎ払はらいたくなる衝しよう動どうを抑おさえて呟くとレスカが笑顔で振ふり返る。その手元は、次々とキノコたちの足を切り落としている。

「この子たちは、コマタンゴって魔ま物ものです」

「これも魔物か」

「自我のない種類の魔物で、《従属契けい約やく》を結んだ私という上位存在の命令を忠実に聞いてくれる便利な子たちです」

「いや、聞いてくれるって言っても、この状じよう況きようはなんだ？」

「ただのコマタンゴの収穫ですよ。群れとして命令を伝達する足を切り落とすことで群れとしての意識がなくなり、普ふ通つうのキノコと変わらなくなります。はい、今回の収穫は終わり、後は、半分は収穫物の納品の運うん搬ぱん、残り半分は、地面に戻もどっていいですよ」

　そう言うと、半数が牧草地の地面を掘ほり返すように潜もぐって行き、残り半数は、きちんと整列してレスカを待っている。

　そして、並んだキノコの笠かさの上に収穫した仲間の入った木箱を載のせると、両手で木箱を押さえてどこかに運び始める。

「なぁ、まさかこのキノコって……」

「さっきのクリームシチューに入っていたキノコは、コマタンゴですけど」

「…………」

　それがどうかしましたか？　と不思議そうに振り返るレスカ。

　俺は、あんな訳の分からない魔物だか生物だかを口にしたのか、と自然と遠い目をしてしまう。

　そして、その視線の先には、俺の肩かたを破壊したリスティーブルが放牧されており、地面へと潜ろうとしているコマタンゴを捕つかまえて、むしゃむしゃと食べ始める。

　あまりに不思議な通常の牧場ではあり得ない光景に、自分の常識がひび割れる音が聞こえる気がする。

「まぁ、気にするな。俺がここに左さ遷せんされた時も同じように感じたから。一ヶ月で慣れる」

　バルドルに肩を叩たたかれて励はげまされたと感じたが、それは励ましになっているのだろうか、と思いながら、本当に一ヶ月で慣れるのか、不安になる俺であった。



















　　　二章　左さ遷せん騎き士しと仕事の準備







　騎士団の駐ちゆう在ざい所しよが直るまで俺は、レスカの牧場にお世話になることになった。

　左遷先の牧場町で騎士としての仕事を始める前に、この町に持ち込んだ荷物の荷に解ほどきをしている時、一つの問題が起こった。

「なぁ、レスカ。俺の荷物が足りないんだが、何ど処こにあるんだ？」

「えっ？　それで全部じゃないんですか？」

　小首を傾かしげるレスカ。

　この左遷先の牧場町に持ってきた荷物の中で、一つだけ足りないのだ。騎士団の駐在所が破は壊かいされ、リスティーブルをレスカの牧場に送り届ける時、荷物を一時的に駐在所の一角に置いてきたのだが。

「ちなみに、何がなくなったんですか？」

「ああ、俺の剣と鎧よろいがないんだ。前に所属していた騎士団の統一装備なんだが、剣と全身鎧だから相当重いし、大きいから見落としはないはずなんだ」

「コータスさん、それ、大変じゃないですか！」

「ああ、早く探し出さないといけない」

　紛ふん失しつした荷物は、武器である。

　扱あつかい方を間ま違ちがえれば、人命にも関わるため、早く見つけないと、と小さく呟く俺に対して、レスカは焦あせった表情で俺の手を摑つかむ。

「違います！　早く私について来てください！」

「はぁ!?　なんなんだ？」

　レスカが俺の手を引いて、家を飛び出した。

　途と中ちゆう、俺の手を摑んでいたことに気がついたレスカは、恥ずかしそうにしながらも手を離はなして、先行して走って行く。

「レスカ、どこに行くんだ！　そんなに急いで！」

　一応、騎士として鍛きたえているが、一いつ般ぱん人のレスカの足の速さに驚おどろきながらも追い付き、併へい走そうする。

「この牧場町で武器が紛失する場合、必ずとある鍛か冶じ職人が関係しているんです！　その職人は、コータスさんの荷物が置いてあった駐在所にも来ていたんです！」

「それは、どういうことだ？」

　要領を得ないレスカの話を聞き返せば、苛いら立だったような声でレスカが詳くわしく教えてくれる。

「騎士団の駐在所を修理するように大工と鍛冶を得意とするドワーフに頼たのんだんです！　その時に、コータスさんの荷物を持っていっちゃった可能性があるんですよ！」

　仕事を受けたのに現場にあるものを持っていくなど、あまりに非常識過ぎて理解が追いつかない。

　レスカと併走している俺に対して、更さらに発破を掛かけてくる。

「だから、早くしないとコータスさんの騎士装備が全部農具に変わっちゃいます！　現に、バルドルさんが来た時、愛剣がスコップに変わったりもしました！」

　暴走したリスティーブルを落ち着けるために、バルドルが攻こう撃げきをスコップで受け流していたが、そのスコップが元近この衛え騎士の愛剣の成れの果てだと聞いて、さっと血の気けが引く。

「こうしちゃいられない！　俺の初の給料で買った装備一式が！」

「コータスさん、そっちは道が違います！　こっちです、こっち！」

　町の大きな通りを真っ直すぐに走り抜ぬけようとした俺をレスカが呼び止め、別の方向を指差す。

　俺は、走る速度を落としてレスカの案内で家々の間を抜けて、町の端はしにある石造りの頑がん丈じような工こう房ぼうを目指す。

　レスカの牧場からドワーフの工房まで走り続け、近づくにつれて煙えん突とつから吐はき出される煙けむりが見え、ハンマーで金属を叩く音が聞こえてくる。

「はぁはぁ、遅おそかったかも……」

「無事であってくれ！」

　目的地が見えたものの、レスカは足は速いが持久力がないのか、途中で走るのを諦あきらめてしまう。

　だが、目の前まで来れば、案内不要だ。

　逆に一秒でも早く持ち去られた装備を取り戻すために、俺は走る速度を上げる。

　そして、ドワーフの工房の扉とびらを力ちから一いつ杯ぱいに開き、転がり込むように中に入る。

「──俺の剣は無事かっ！」

　工房のカウンターに前のめりに倒たおれ込むと、工房の奥からドタドタと一人の男性が出てくる。

　ヒゲを生やし、煤すすに汚よごれたエプロンと革かわ製のグローブをつけた背の低い中年男性だ。

「なんじゃい！　朝から騒さわがしいわ！」

「俺の剣は、装備はどこだ！」

「怖こわっ!?　なんじゃい！　そんな形相しおって！」

　カウンター越ごしにドワーフの鍛冶師を睨にらみつける俺に対して、ドワーフの鍛冶師は、思わず臨戦態勢で手に持っている金かな槌づちを構える。

　そして、遅おくれてきたレスカが俺たちの間に入り、用件を捲まくし立てる。

「ロシューさん！　コータスさんの！　新しく来た左遷騎士さんの装備を持って行ったんじゃないですか!?」

「おおっ!?　そのことで知らん目付きの悪い兄ちゃんとレスカちゃんが来たのか」

　そう言って、部屋の隅すみにある俺の装備が入っていた荷に袋ぶくろへと駆かけ寄より、中が空っぽの袋を俺たちに見せる。

「ロシューさん！　騎士の駐在所の修理を頼まれた時に、騎士の装備を持って行ったら駄だ目めなんですよ！」

「ちょっと待て、待つのじゃ！　その荷袋には入っとらんが、今、工房の奥の方に運んだ。ちょっと待っておれ」

　ずんぐりとしたドワーフのロシューがのっしのっしと歩きカウンター奥の工房から俺の装備を何度かに分けて運んでくる。

　重装騎士団の統一装備に俺は思わず手を伸のばすが、その手をロシューに摑つかまれた。

「コイツがお前さんの装備なのはわかった。だが、コイツを引き渡わたすわけにはいかんな」

「なん、だと……」

　俺の初任給なんだぞ、と睨み返せば、鍛治屋のロシューも真っ直ぐに見返してくる。

　俺の顔が怖いことを最大限利用して引き渡させようとするが、一歩も引かないロシューに俺は、信念のようなものを感じた。

「……理由は、あるんだろうな」

「もちろんじゃ。少し話が長くなるが、そこに座れ」

　そう言って、俺とレスカに椅い子すに座るように指示する。

「ロシューさん、なんでこんなことをしたんですか？」

「そうじゃな。人命を守るためじゃよ」

　そう言って、カウンター裏に隠かくしてあった蒸留酒の瓶びんを取り出し、ちびちびと飲みながら説明を始めるロシュー。

「ワシも最初は、邪じや魔まな荷物を運ぼうと持ってみただけだったが重さがおかしかったんじゃよ。重装騎士団の統一装備の規格から外れとった。だから一度工房に持ち帰って精査したんじゃ」

「そしたら、なにか分かったんですか？」

　俺の代わりにレスカが尋たずねれば、ロシューは、怒いかりを滲にじませた表情で吐き捨てるように答える。

「お主、偽にせ物ものを摑まされたんじゃよ。国の騎士団の統一装備ってのは、鍛冶組合が一いつ括かつで引き受けて、そして加入している工房に仕事を振ふり分ける。その際に、管理するための管理番号や工房を示す刻印が絶対にあるんだが、それがない！」

　その管理番号や刻印は、王国の法律で定められたものであるらしい。

　どのような工房でいつ作られた装備なのか分かれば、犯罪に使われた武器の入手経路が分かる。最悪、犯罪者と悪徳工房が繫つながっている可能性も容易に調べられる。

「どこの店で買ったかしらねぇが、コイツは、剣けんの刀身がわざと折れやすいように作って、偽物だと分からないように重心を調整してやがる。何合と打ち合えばすぐに折れちまう」

「だから、この武器を使う俺を守るために……」

　そんなんじゃねぇよ、と照れ隠しか蒸留酒をまた一いつ杯ぱい飲むロシュー。

　この統一装備は、騎士団からの紹しよう介かいの店であり、多くの新米騎士と共に購こう入にゆうしに行った。

　だが、事前に貴族出身の騎士に手回しされて、偽物を用意されていた、って事だったんだろうな。そんなところにまで俺に悪意を向けているとは思わなかった。

「それから剣だけじゃない。鎧の方は、もっと訳が分からん。表面は板金鎧に見えるが実は二層になっておって、中の金属は、【グラド重鉱石】を混ぜた金属が使われている」

「ああ、重い金属で犯罪者を捕ほ縛ばくするための」

「【重鉱石】は、それ自体が重力を発する金属じゃが、純度50％を超こえると重力の影えい響きようで魔力を攪かく乱らんさせる性質を持ち、特別な手て枷かせに使われる」

　主に、魔法を使う犯罪者の逃とう亡ぼう防止の道具である。

「ワシの見立てでは、この鎧には、【グラド重鉱石】が５％含ふくまれとる。それだけでも人によっては、重さを感じ、普ふ段だん通りの動きはできんぞ」

「そうか。気がつかなかった」

「お主、どれだけ相手に恨うらまれとるんじゃ」

「別に俺が何かしたわけじゃなくて、親父おやじが成り上がりなだけなんだけど……」

　そう言って、困ったように自分の頭の後ろを搔かく。

「じゃから、この装備はお主には引き渡せん。こんな装備を今まで使っててよく死ななかったわい」

「剣は、実じつ戦せんじゃ一度も使ってないし、鎧は、訓練中に身につけていたけど、体力と持久力、それに回復力には自信があるから」

「そうなんですか。でも、コータスさん、体調には気をつけてくださいね」

　それまで静かに話を聞いていたレスカにも注意されて頷うなずくが、ロシューからは呆あきれたような視線を受ける。

「普ふ通つう、体力、持久力、回復力でどうにかできる鉱石じゃないはずじゃが」

　そう小さく呟つぶやくロシューは、とりあえず、この使えない偽装備をどうするか尋ねてくる。

「使えん装備じゃし、こんな辺境の牧場町にこんな物々しい装備なんぞ要いらんわい」

「じゃあ、どうするんだ？」

「金属の量だけは多いからの。精せい錬れんして金属に分けた後は、農具にでも作り替かえるわい」

　そう言って、ドワーフの大工兼けん鍛冶屋のロシューは、工房の奥から幾いくつもの農具を持ってきた。

　三本爪づめの鍬くわ、スコップ、マチェットの三つの農具だ。

「ほれ、目付きの悪い兄ちゃん、金は持ってなさそうだから、この農具三つと交こう換かんしてあとは、労働力をツケにしてくれればええわい」

「俺の装備が……初任給で買った騎き士し団の統一装備が……」

　口元のヒゲを撫なでるロシューと、沈ちん痛つうな表情で俺を見つめてくるレスカ。

　俺は、無表情でカウンターに置かれた農具を手に取り確かめる。

「こいつは、鋼はがねの農具……贅ぜい沢たくだな」

　この三本爪の鍬など、簡単に板金鎧を貫つらぬけるほどの鋭するどさはありそうだし、スコップなど重量や全体のバランスなどが完かん璧ぺきに近い。

　そして、藪やぶなどを掃はらうマチェットなど、余りに切れ味が良過ぎて前の鉄剣が完全にナマクラである。

「ほぅ、偽物摑つかまされた割には、刃は物ものに関しての見る目はあるのじゃな」

「農具の出来は凄すごいけど、やっぱり納なつ得とくいかない」

「お主には、このバール作りの途と中ちゆうの鉄の棒で十分じゃろ。それに、どうせこの牧場町では、剣よりも打だ撃げき武器の方が使うぞい」

　そう言って、三点の農具に追加して、俺の目の前に一本の鉄の棒を置く。

　これも安い鉄の装備から作ったとは思えない純度の高い鋼の棒だ。

　太さや握にぎりが本来の剣とはかなり違ちがって細い。だが、高純度の鋼の重さと硬かたさの棒を見て、一つのことを思う。

「……たしかに、これを芯しんにした木刀なら、打撃武器としては十分かも」

「納得したなら早く帰れ。これでもワシは忙いそがしいんじゃ」

　そう言って、俺たちを追い払はらうように手を振るロシュー。

　俺は、最後に一つ聞きたいことがあった。

「なぁ、そう言えば、バルドルの愛剣をスコップに作り変えた、と聞いたが本当か？」

　俺の場合は、粗そ悪あく品を使い続けることによる人命の危険性があったが、バルドルの場合は、近この衛え騎士が使うような上等なもののはずだ。

　そんなものを奪うばい、今許されている理由が知りたくなった。

「バルドルはこの町に来た当初は、酷ひどく無気力なやつじゃった。いつまでも過去の栄光に縋すがる阿あ呆ほうをマトモに働かせるための荒あら療りよう治じでミスリルの剣をスコップに変えたんじゃ！」

　荒療治など、よくなるか、余計に悪化するかのどちらかだ。その中で荒療治を実行するなんて、俺には怖くてできない。

　そういう意味では、ロシューはその辺りを見み極きわめて実行したんだろう。

「あと本音を言えば、魔法金属で農具を作りたかったという気持ちがあった」

「「……ロシュー（さん）」」

　ポロリと漏もれる本音に俺とレスカが胡う乱ろんげな目を向ける。

「なんじゃ、いいじゃろ！　あやつも真ま面じ目めに働くようになったんじゃし！　ええい、もう帰れ！」

　そう言って、俺とレスカを農具ごと工房から放ほうり出して扉を閉めるロシュー。

　俺とレスカは、放り出された工房前でしばらく沈ちん黙もくする。

「その、なんだ……装備が見つかって良かったですね」

「ああ、農具に交換されちまったけど……」

「「…………」」

　互たがいに、気まずい雰ふん囲い気きが流れる。

　俺は、それを払ふつ拭しよくするためにあえて大きな声を出す。

「よし、明日からの騎士の仕事を頑がん張ばるか！」

「そ、その意気です、コータスさん！」

　レスカも雰囲気を変えるために乗ってくれた。

　俺たちはレスカの牧場に戻もどり、荷に解ほどきを再開するのだった。
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　劣れつ悪あくな環かん境きようでも、早はや寝ね早起きできるように訓練していた俺だが、レスカの牧場のベッドは、劣悪とはほど遠い質のいい睡すい眠みんを提供してくれた。

　いつもは【頑がん健けん】の【加護】で疲つかれ知らずなのだが、その寝しん具ぐの気持ち良さに肉体が欲ほつする睡眠ではなくただ惰だ性せいで睡眠を貪むさぼりたくなる。

　だが、そんな欲求を意志の力で抜ぬけ出し、部屋の窓を開けて朝日を浴びる。

「今日からこの牧場町で騎士の仕事をするのか」

　ぽつりと呟き、窓から入り込む空気を肺いっぱいに吸い込む。

　開けた窓から見える光景は、レスカの牧場の牧草地であり、その牧草地の至るところで二足歩行のキノコ型魔ま物ものが歩いている姿が見える。

　中型犬サイズのオルトロスの幼生体であるペロに追い立てられ、餌えさとなる干し草を丸っこい両手で持ってリスティーブルのいる牛舎に運んでいく。

　そして、干し草を置いて牛舎から戻ってきたコマタンゴの中には、笠かさの部分が齧かじられて欠けているものもいた。

　きっと、リスティーブルに食べられかけたのだろう。

「やっぱり、普通の牧場の朝とは違うんだな」

　改めて認にん識しきする魔物牧場の光景に、少しだけやっていけるのか、不安になる。

　そんな自分の顔を両手で叩たたいて気合いを入れ直してから部屋を出る。

「あっ、コータスさん。おはようございます、今起きたんですか？」

「ああ、おはよう。って、レスカは随ずい分ぶんと早く起きているな」

「それが私の仕事ですから」

　部屋から出るとすぐにレスカと顔を合わせる。

　朝の搾しぼり立てのミルクが入ったバケツを両手で運び微笑ほほえむレスカ。

「そのミルク入りバケツは重いだろう。俺が運ぼう」

「いいんですか？　確かにコータスさんには、牧場の手伝いを頼たのみますとは言いましたけど、騎士の仕事の範はん疇ちゆうで、まだ仕事の時間じゃないですよ？」

「騎士だからって何もしないのは、性しように合わないんだ」

「その、ありがとうございます」

　何やらモゴモゴと言っているレスカの手からミルク入りのバケツを受け取り、台所まで運ぶ。

「コータスさん、助かりました」

「それで仕事はこれだけか？　何か他ほかに仕事はないか？」

　朝食まで時間があるそうで手持ち無ぶ沙さ汰たからレスカに尋たずねれば、遠えん慮りよがちに仕事をくれる。

「それじゃあ、裏手の井い戸ど水みずを貯水樽たるに汲くんでくれますか？」

「分かった。任せろ」

　俺はレスカに案内され、裏手の井戸に回る。

「私や牧場の畜ちく産さん魔物たちの飲料水や生活用水などに使うんです。その大きな樽に水を溜ため置きして使っています」

「分かった。早さつ速そく、水汲みをする」

「後は任せますね！　朝食ができたら呼びに行きますから！」

　俺は、牧場裏手に置かれた巨きよ大だいな樽への水汲みをレスカから任される。

　レスカは、先さき程ほどのミルクを使った朝食を作るために台所に戻る。

　俺は改めて巨大樽を見上げれば、特注品と思おぼしき樽で通常のワイン樽の五倍以上の液体が入りそうな大きさだ。

　上の注ぎ口までには足場が組まれており、水を上に運ぶだけでも重労働に思える。

「これが牧場町の女の子の仕事か。大変だな」

　重労働な水汲みの往復を日常的にするレスカの体力に感心しながら、俺は滑かつ車しやのついた井戸に桶おけを投げ入れる。

　井戸の中に落とした桶が水を満たしたのを確認して、引き上げる。

「むぅ、これは結構重いな」

　ロープ付きの桶を滑車で引き上げる時に、腕うでに掛かかる負担が意外にも大きい。

　重力に従い、再び井戸の底に落ちようとする水入りの桶を引き上げる度たびに、ロープを握る掌てのひらが強く擦すれる。

　引き上げた桶の水を運びやすいバケツに移し替え、再びロープ付きの桶を井戸に投げ落とし引き上げる。

　そして、二つのバケツに水を入れて、左右の手にそれぞれのバケツを持って、特注樽の注ぎ口まで水を零こぼさないように運ぶ。

　組まれた足場の階段による上下運動、両腕に掛かる水入りバケツの負ふ荷かと零さないためのバランス感覚。

「これは、体幹が鍛きたえられるな！」

　上下の激しい揺ゆれの中で水を零さないようにするバランス感覚の育成と体幹のブレを無くし、筋肉が鍛えられる。

　俺は日常生活の中に隠かくれた小さな鍛たん錬れんの機会に密ひそかに感動する。

　その後は、水を運ぶ時だけではなく、ロープ付きの桶を引き上げる時も足あし腰こしの屈くつ伸しん運動を織り交ぜる工く夫ふうをして、ほどよい全身運動をすることができた。

「ふぅ、これで最後だな。朝からいい鍛錬になった」

　俺は満足げにバケツの水を特注樽に注ぎ、中を覗のぞき込む。

　最初は、特注樽の底が暗くて見えなかったが、今は樽の八割くらいまで水に満たされている。

「明日の朝もこの仕事を割り振ふってくれるようにレスカに頼み込むか。それにしても汗あせを搔かいたな」

　水汲みという鍛錬に満足した俺は、着ていた衣服が汗をかなり吸っていることに気がついた。

　騎き士しの訓練などでは汗を搔くのは当たり前だが、それを放置すると汗や汚よごれで臭においが酷くなる。

　それに割と綺き麗れい好ずきな俺は、汗の臭いや不快感に我が慢まんできなくなる。

「軽く汗を流してから部屋に戻って着き替がえるか」

　生あい憎にく、タオルのような汗を拭ぬぐうものが手元にないために、自身のシャツを脱ぬいで、近くのタライで揉もみ洗いする。

　そして、濡ぬれたシャツを固く絞しぼって濡れタオル代わりにして汗を拭う。

「後でちゃんと着替えないとな」

　俺がそう呟つぶやくと、家の角の方から砂じや利りを踏ふむ音が聞こえる。

「コータスさん、朝食ができたから食べま……せんか？」

　上半身裸はだかで濡らしたシャツで汗を拭っている俺の姿を見たレスカは、言葉が尻しりすぼみになり、顔を徐じよ々じよに真っ赤にさせている。

「あ、あわわわわっ!?」

「す、すまん。今、シャツを着る！」

　俺は、タオル代わりにしていた濡れたシャツを着直す。

　そして、互いに背中を向ける形になり、気まずい雰囲気が流れる。

　その中で、牧草地に放たれたはずのリスティーブルがこちらを見ているのに気が付く。

「あ、あの……わ、わざとじゃないからな！　わざと見ようとしたわけじゃ！」

　動どう揺ようすると口調がおかしくなるレスカだが、俺の方をじっと見つめ続けるリスティーブルの存在にそれどころではなく、水汲みの運動とは違ちがう冷や汗を搔く。

「な、なぁ、レスカ……」

「ななな、なんだ!?」

　上うわ擦ずった声で返事をするレスカ。

　レスカは、背を向けているためにリスティーブルの存在に気づいておらず、対して俺は自然と腰を落としていつでも動けるような体勢を取る。

「リスティーブルの機き嫌げんって、今日はどんな感じなんだ？」

「リスティーブル？　今日は、ちょっとストレスが溜まっているみたいですから放牧して青空の下で伸のび伸びとしてもらう予定で──きゃっ！　コータスさん!?」

　レスカの言葉が終わる前に駆かけ出すリスティーブル。

　それを前回同様に正面からガッチリと受け止める。

「──《オーラ》！」

　俺は身体強化の魔法を発動する。まだストレスを溜めすぎていないため突とつ撃げきの勢いは弱いが、それでも人一人を軽く吹ふき飛ばすだけの力はある。

「──ぐあっ！」

　突つき飛ばされ、地面で受け身を取る俺は、そのまま青空を見上げることになる。

　今回は、突き飛ばされる程度で済み、満足したのか、機嫌良さそうに尻尾しつぽを振りながら、牧草地に戻っていくリスティーブル。

　倒たおれている俺の様子を恐おそる恐る覗き込んでくるレスカ。

「コータスさん、大だい丈じよう夫ぶですか？　怪け我がしてませんか？」

「大丈夫。怪我はないから」

　前回と違って、と内心で付け加えながら、俺は濡れたシャツのまま地面に倒れたので泥どろだらけになっている。

　泥で汚れたシャツを着る不快感を我慢しているとレスカが尋ねてくる。

「その、……朝食の準備で沸わかしたお湯が余っていますから使いますか？」

「……お願いしよう」

　なんとなく、気まずい雰ふん囲い気きになる中で、一度部屋に戻もどり着替えを用意したら、レスカがタライにお湯とタオルを用意してくれる。

「その、朝食の準備ができていますから冷めないうちに早く来てください」

「わ、分かった」

　俺は、レスカからお湯を受け取り、泥と汗に塗まみれた体を拭い綺き麗れいにしていく。

　温かいお湯にちゃんとしたタオルを使うことで、水で拭った時よりも綺麗になるような気がする。

　そんな中で、自然とある言葉が口を突いて出る。

「……レスカってやっぱり初う心ぶなんだな。気をつけないと」

　男の上半身を見て、あの慌あわてようはちょっと悪いことをしたような気がしたが、だがあの反応に少し違い和わ感かんを覚える。

「それ以前に、俺が怪我して倒れた時に処置したのは、レスカだよな。そうなると……」

　リスティーブルの突撃で大怪我した時の包帯や薬などの手当て、服の着替えなどは、全部レスカがしたことになる……と自然と自分の下半身に目を向ける。

「見られたか……いや、だとしたら非常に悪いことしたか？」

　もしそうなら、俺がシャツで汗を拭ふいている時、着替えさせた時に見たものを思い出した可能性がある。そして、それに対する俺の反応は──

「よし、見なかったことに、知らなかったことにしよう」

　俺の予想が当たっていたとしても、口に出すのは憚はばかられる。

　だから、知らないことにして自然と忘れることにする。

　俺は、着替えを終えて、平静を保ちつつレスカのところに行く。

「レスカ、着替えが終わったぞ」

「そ、そうですか！　なら、朝食を食べながら今日の仕事を説明しますね！」

　俺の半はん裸らを見たことをまだ引き摺ずっているのか、上擦った声を上げるレスカに俺は、気付かないふりをする。

　チラチラとこちらを窺うかがうような視線を感じるが、俺はその視線から逃にげるように朝のテーブルに並ぶ食事に意識を向ける。

「美お味いしそうだな。この食事って……」

「そ、そうです！　全部、この牧場町で採れたものを使っているんです」

　焼き立てのパンと器うつわに載のせられたバターの塊かたまり、卵と牛乳を使ったスクランブルエッグ、陶とう器きの器に盛られた乳白色のトロッとした物はヨーグルト。

　飲み物は、果くだ物ものを絞ったジュースとリスティーブルのミルク。

　その他ほかにも生野菜のサラダやベーコンなどのおかずが俺の目を楽しませてくれる。

　俺が一言、凄すごいな、と口にするとレスカは先程までの動揺が収まり、逆に自分の町が褒ほめられて、ほんのりと顔を赤くして嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「それじゃあ、いただきます」

　体が資本である騎士としては、これだけ色々な種類と量のある食事が揃そろっているのは幸せなことだ。

　そして早速、一口ずつバランスよく食べれば、その味に感動を覚える。

「旨うまいな。レスカの料理は、どれも美味しい。こんな豪ごう勢せいな朝食は初めてだ」

「コータスさんは、大おお袈げ裟さですよ。でも、私の料理を食べてそう言ってくれるのは嬉しいです」

　大袈裟ではない、と伝えようとしたが、ふとテーブルの上の朝食が俺とレスカで同じだけの量が置かれていることに気が付く。

　それに手を着けるレスカを見て、少し不安に思い尋たずねる。

「……なぁ、レスカ。少し無理していないか？」

「ほぇっ？　無理ってなんですか？」

　大きな口を開けて幸せそうにバターを塗ぬったパンに齧かじりつこうとしたレスカがそのままの体勢で手を止める。

「その……俺と同じ量の食事を食べて大丈夫なのか？　食べ過ぎは、健康に悪いぞ」

　俺は、騎士として体を動かすことが多いためにその分多く食べる。

　また、【頑がん健けん】の【加護】には、怪我を早く治すために相応の栄養が必要になる。

　そうした活動や治ち癒ゆのために必要な栄養を【加護】の力の一部として体内に蓄たくわえることができる。

【加護】に含ふくまれる能力の一部を【内包加護】と言い、余よ剰じよう栄養の貯蔵できる俺の能力を便べん宜ぎ上じよう《養分貯蔵》と名付けている。

　そのため俺は、見た目は細身なのに体格の優すぐれた騎士以上に食べる。

　そんな俺と同じだけの量を普ふ通つうの女性が食べれば、健康を害してしまう。

　そのことを指し摘てきすれば、レスカは今度は別の意味で顔を赤くする。

「ち、違うぞ！　そ、その、この町の多くの人は、牧場の仕事に従事しているから、体が資本でみんなよく食べるんだ！　そ、それに私は、食べるのが好きで、いつもこのくらいの量を食べて……で、でも太っているとかじゃないんだからな！」

　また、レスカの口調が動揺して変なことになっている。

　パタパタと空いている方の手を振って余計なことを口にしているような気がするが、俺は聞かなかったことにして、落ち着くように果物のジュースをレスカのコップに注ぎ、飲むように勧すすめる。

　そのコップを受け取り、ゴキュゴキュといい飲みっぷりのレスカは、少し落ち着いたようだ。

「……その、ごめんなさい」

「いや、いい」

　何とも気まずい雰囲気の中、ちょっとした悪戯いたずら心が動き出す。

「……体重とか気にしているのか？」

　ボソッと呟くような言葉に、今度は泣きそうな顔になるので、慌てて否定する。

「冗じよう談だんだ。レスカは別に太ってない！　むしろ、素す晴ばらしい体型だ！　ほら、ベーコンと野菜を挟はさむと旨いぞ」

「ううっ……おいひい」

　俺が涙なみだ目めのレスカの片手に持っていたパンの上に重ねるように自分のベーコンと野菜をパンで挟むように載せる。

　それをレスカに食べるように勧めると大きく口を開けて涙目ながら、美味しそうにもぐもぐしている。

　何と言うか、小動物のリスが頰ほお張ばるのを見ているような癒いやされた気分になる中で、俺もレスカの用意してくれた朝食に手を着ける。

　パンを口に含めば、日持ちするように考えられた硬かたくてボソボソする長パンや独特な酸味のする黒パンとは違い、ミルクの香かおりが強い甘くて柔らかい食感が楽しめる。

　また、焼き立てであるために、バターを塗れば、パンの温かさで自然とバターが溶とけ、そこにベーコンを挟んで食べるとやや甘めのパンもベーコンの塩気と合わさり、程ほどよい感じになる。

　そして、レスカも大分落ち着いてきたところで普通に会話を始める。

「レスカ。このバターやヨーグルトって……」

「気付きましたか。バターは搾しぼり立てのリスティーブルのミルクを金属瓶びんに入れて分ぶん離りさせて作ったんです！　ヨーグルトは、三日前に仕込んでおいたもので上手にできていますよね？」

　自信満々に答えるレスカに俺は、相あい槌づちを打ちながらそれらをもう一度味わう。

　騎き士し一筋の人生だったために料理に関しては、野営料理や生物の解体方法とその可食部位、食べられる野草程度の知識しかない俺だが、自家製の乳製品とは凄いのではないか、と思う。

「それは、凄く大変じゃないのか？」

「おいしい物を食べるためです！　これくらい平気です」

　キラキラと輝かがやくような視線を俺に向けてくるレスカは、先程のやり取りから相当食事に拘こだわっているようだ。それも質と量、味の三さん拍びよう子し揃そろって。

　だが、今度は指摘せずに黙だまって朝食を味わい続ける。

　ヨーグルトの酸味を味わい、溶き卵に少しのミルクを加えたスクランブルエッグも美味しく頂く。

　俺とレスカの他に、朝食の場には、オルトロスのペロがいる。食しよく卓たくのテーブルの下に用意されたオルトロスのペロ用の食事は、平皿にホットミルクと魔ま獣じゆう用の生肉だった。それを左右の頭が器用に食べている。

　中々に楽しい朝食だった。
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　そんなちょっと量の多い朝食を食べ終えた俺は、レスカから今日の仕事の説明を受ける。

「コータスさんは、今日が牧場仕事初日ですから、一番簡単な畑を耕すことから始めてもらおうと思います。その間に、私は別の仕事をしていますから」

「畑を耕すことはしたことがないが分かった。すぐに仕事に向かうのか？」

「その前に、やることがあるんです。ちょっと待ってください」

　俺の反応に微び苦く笑しようを浮うかべたレスカは、小こ柄がらな少女に見合わず、それなりに多めの食事をしっかり食べる。

「さっき、コータスさんが汲くんだ水を確かめないといけませんから」

　そう言って、食後のホットミルクで一息吐ついてからレスカと共に、裏手にある水を汲んだ特注樽たるの前に金属製のタンクをいくつか運ぶ。

　俺は、水を汲んだ特注樽を見上げつつ、レスカに尋ねる。

「なぁ、なぜこの特注樽に井い戸ど水みずを溜ためているんだ？　一日に使う水の量を蓄える入れ物としては不適切じゃないのか？」

　井戸水を汲んでいる時は、丁度良い鍛たん錬れんになると思ったが、客観的に考えれば、毎日の労働として存在する水汲みは、できれば楽をしたい部類の仕事だ。

　それなのに、大量の水を高い位置に運ぶのは真逆の行こう為いに思える。

「そうですね。それに関しては、説明してませんでした」

　そう言って、レスカは、特注樽の下部に付けられた金属製の蛇じや口ぐちの下にタンクを置いて、蛇口を捻ひねる。

　俺は、自分が注いだ水が蛇口から流れると思っていたが、その予想は裏切られることになる。

「はぁ？　なんだ、それは」

　蛇口からにゅっと押し出されるように溢あふれる透とう明めいなゼリー状の物体。

　蛇口と繫つながるそれは、革かわ袋ぶくろのように膨ふくらみ、自重に耐たえ切れなくなると、タンクの中に落ちる。

　落ちたゼリー状の物体は、そのまま粘ねん性せいを失い、ばしゃっとタンクの中に溜まっていく。

　少しずつ出てくるゼリー状になった水を見つめる俺に対して、レスカは笑え顔がおで振ふり返り、タンクに水が溜まるのを待ちながら説明してくれる。

「この巨きよ大だいな樽は、二重底になっていて下の底にはピュアスライムって魔ま物ものが入っているんです」

「……ピュアスライム？」

「汚よごれや不純物を消化して、真水だけを体に溜め込む性質のあるスライムなんです」

「じゃあ、このゼリー状の物体は……」

「ゼリー状の物体が、ピュアスライムの一部。こうして重さで千切れた部分は、安全な真水になるんです」

「こんな便利なスライムがいたんだな」

　俺の反応にレスカがぐいっと顔を近づけて力強く語り出す。

「そうなんです！　確かにピュアスライムは弱い魔物ですけど、餌えさは汚れや不純物が含まれる水だし、たまに蓋ふたを開けて日光浴させるだけなので、管理が簡単！　さらにお水は衛生的！」

　力説するレスカの言葉に俺は、ふむふむ、と相槌を打つ。

　スライムを使った魔物の浄じよう水すい装置という発想は、俺としても珍めずらしい物に思えた。

「欠点としては、あまり汚れ過ぎた水を与あたえると、ピュアスライムがその汚れを食べて別種のスライムに進化する可能性があることと、井戸水を高い場所に運ぶ労力が大変なことです」

　井戸水を運ぶ労力については体感しているが、弱い魔物ほど、進化しやすいという欠点があるのか。

「そうか。だけど、高い場所に水を運ぶ労力と水を沸ふつ騰とうさせる薪まき代を比べると、ピュアスライムの浄水装置の方に軍配が上がるのか？」
















「うちは、薪代わりにコマタンゴの切り落とした手足を乾かん燥そうさせたものを使いますから薪代は掛かかりませんよ」

　食べられて、増ぞう殖しよくされて、手足を切り落とされて出しゆつ荷かさせられる小さいキノコの魔物の姿を思い浮かべ、更さらに彼らの不ふ遇ぐうに燃やされるが追加された。

　俺は、少しだけコマタンゴたちに優やさしくできるような気がした。

「まぁ、安全な水って貴重だよな」

「はい。そうですね。それに、ピュアスライムが生きている限り水の鮮せん度どは保たれます。料理に使ってもいいですし、お酒造りにも使えます、薬屋さんでお薬を作る時にも使われるんです」

　思ったよりもピュアスライムの浄水装置は、広く活かつ躍やくしているようだ。

　需じゆ要ようがあるから、これほど巨大な特注樽を用意する必要があったのか、と納なつ得とくする。

「それじゃあ、この金属タンクは、水の運うん搬ぱんのためか」

「はい。私の仕事には、この浄化水の配達もあるんです。この牧場町の薬屋さんにタンクを運ぶ契けい約やくを結んでいるんですよ」

「そうなのか」

「だから、自分やリスティーブルたちが使う分も含ふくめて三日に一度くらいは満タンにしないといけないんです」

　困ったような笑みを浮かべながら、ぽんぽんと特注樽を叩たたくレスカは、樽の反はん響きようする水音に違い和わ感かんを覚える。

　そして、怪け訝げんそうな顔をして特注樽の注ぎ口まで駆かけ上がり、中を覗のぞいて目を見開く。

「コココ、コータスさん！　まさか、あの量を一人で!?」

「ああ、いい鍛錬になった。ただ毎日する必要がないのはちょっと残念だ」

　俺が答えると、バタバタと特注樽の周りに組まれた足場を駆け下りて、俺の両手を握にぎり締しめるレスカ。

「コータスさん、凄すごいです！」

「そ、そうか？」

「これだけの水があれば、いつもは水の量を気にして作れなかったパスタとか作れます！」

　握られる手の柔やわらかさを感じながら、自分の体の鍛錬になり、更にレスカに喜んでもらえたなら良かったと思う。

　だが、君はまたご飯の事か……表面上は無表情だが、内心苦笑する。

　そして、その勢いのままレスカが驚おどろきの言葉を俺に投げかけてくる。

「そのですね。コータスさんは、私のところに来る気はありませんか！」

「はい？」

「そ、その深い意味はありませんよ！　勘かん違ちがいしないでください！　私の牧場に就職しませんかってお誘さそいです！」

　自分の言葉が勘違いされる要素があることに気付いたのか、顔を真っ赤にして慌あわてて言葉にするが、その慌てた姿に、またもや可愛かわいいな、と思いレスカの頭を自然と撫なでる。

「……な、何で撫でる!?」

「すまない。つい……」

「ついってなんだ！　ついって！」

　俺の突とつ拍ぴよう子しもない行動に怒おこったレスカだが、その怒いかりも長く続かず、何度も深呼吸を繰くり返して落ち着いたところで改めて俺への就職の話を切り出す。

「騎き士しとしての身体能力や戦せん闘とう能力も高い！　怪け我がしてもすぐに治る牧場向きの【加護】！　それに、こうした仕事を楽しんでやれる精神！　私の説明に嫌いやな顔をしないで聞いてくれる魔物牧場に対する理解！」

　最後のそれは、理由になっているのか？　と内心首を傾かしげる俺に対して、レスカは一呼吸置いてから──

「コータスさんがよければ、私と一いつ緒しよに魔物牧場を発展させませんか！」

「いや、しないから──」

　俺は、反射的に断ってしまい、全く迷いがない俺の言葉にレスカが肩かたを落とす。

　その余りの落らく胆たんぶりに、慌ててきちんとした理由を説明する。

「国に所属する騎士が新しい仕事に誘われたからってホイホイと職務を放ほうり出すことはできないんだよ」

「あ、あははっ、そうですね。ごめんなさい、なんか一人で興奮しちゃいました」

　乾かわいた笑いを浮かべるレスカ。

「だけど、この牧場町に左さ遷せんされた騎士として牧場の手伝いをすることはできる。それにレスカがする魔物の話は面おも白しろいから俺は好きだ」

「……っ!?　い、今いま更さら褒ほめても、遅おそいんですからね！」

　慰なぐさめようという思いもあるが、偽いつわりのない俺の本心を伝えたはずなのに、レスカに怒られた。

「……でも、ありがとうございます」

　レスカの小さな呟つぶやきに俺は、とりあえず、無言を貫つらぬく。

　正直、左遷された騎士の将来に展望がないため惜おしいことをしたかもという気持ちが湧わいてくる。

　だが、国に所属する騎士が辞やめる場合には、きちんとした理由を説明する必要がある。

　町の衛兵程度なら、その辺はルーズなのだが、流石さすがに新米といえども騎士だと厳しい。

　万が一、戦争が起きた敵国から仕事の勧かん誘ゆうと言う名の引き抜ぬきを受けたので辞めますでは、国の騎士団が機能しなくなる。

「……でも、ちょっと惜しいことをしたかも」

　意外と左遷された俺は邪じや魔ま者で騎士団から辞めてもらいたいだろうから、申しん請せいすれば辞められそうだ、と思ってしまう。

　ピュアスライムの浄化水が金属タンクに溜まり、別の空の金属タンクと交こう換かんし、俺は浄化水入りの金属タンクをレスカが引いてきたリアカーに載のせていく。

「まずは、コータスさんに耕してもらう畑を案内したら、私は、薬屋さんにこの水を配達してきますね」

「ああ、頼たのんだ」

「それじゃあ、行きましょう」

『『──ワァン！』』

　双そう頭とうの魔ま犬けんが牽けん引いんベルトをつけてリアカーを引く。

　俺は、これから畑を耕すためにベルトにマチェットを差し、三本爪づめの鍬くわを担かついでレスカと一緒に牧場を出た。



















　　　三章　左さ遷せん騎き士しと冒ぼう険けん者志望の少女







　俺は、リアカーを引くオルトロスのペロとレスカの案内で町の一角にある畑までやってきた。

「ここが畑なのか……」

「そうですよ。見て分かりますよね？」

　納税や自分たちの食料としての小麦や野菜を作る畑が一面に広がっていた。

　この町にも個人で土地を所有する畑もあるが、この区画の畑は、町の役場が貸し出している場所である。

　同じように貸し出されている畑には、早くから農家の人たちが雑草を抜いたり、野菜を収しゆう穫かくし、水みず遣やりをしているのが見える。

　レスカはオルトロスのペロを待機させ、そんな光景を横目に一番【魔の森】に近い畑の一角に辿たどり着く。

「さぁ、美お味いしい料理を食べるために野菜を育てるのを頑がん張ばりましょう！」

「おー」

　レスカが、ぐっと可愛らしく拳こぶしを握り締めるので、それに合わせて俺も掛け声を上げると、レスカは恥はずかしそうに咳せき払ばらいする。

「ごほん。それじゃあ、早さつ速そく、耕してもらいましょうか」

　目の前の畑がレスカの借りている畑らしい。

　何の変へん哲てつもない普ふ通つうの畑のようにも見える。

　ただ借りられた場所が町の中心地やレスカの牧場からやや離はなれており、少し不便なように感じる。

　だが、レスカの言葉に疑問が浮うかぶ。

「レスカ。ここを耕すのか？」

　レスカの畑には、既すでに作付けがされており野菜が等とう間かん隔かくで植えられているのだ。そのために、耕すべき場所がなく、周囲には害がい獣じゆう対策の柵さくがあるだけだ。

「なぁ、レスカ。俺はどこを耕すんだ？　耕すというのは名目で開かい拓たく作業か？」

　魔ま物ものが出現する肥ひ沃よくな土地である【魔の森】の開拓事業。

　それならありえると一人納得する俺に対して、レスカが俺の言葉を否定する。

「ちゃんとここで合ってますよ。それじゃあ、全員起きてください！」

　パンパンと手を叩く音を合図に、畑に存在する野菜たちが一いつ斉せいに地面から飛び出す。

　スポン、と綺き麗れいに地面から飛び出した野菜たちは、自分たちの根や蔓つるを足にして、畑の端はじっこの方へと歩いていく。

　自律行動した大根は、撤てつ去きよが大変な石の上に日向ひなたぼっこするように寝ねっ転ころがり、動き出したニンジンは、他の野菜を追い回すように駆かけている。

　また茎くきを足に見立てて歩くカブと芽を出しそれを足にするジャガイモは、互たがいに体当たりしては、転んでいる。

「あれ？　野菜って、こんなのだったかぁ？」

「これは、【魔の森】で魔物化した野菜を栽さい培ばいする実験農場なんです。魔物化した野菜は、他の植物より生命力が強く、雑草にも負けず、病害虫にも強いんです」

　そう説明している間にも、害獣対策の柵の間から入り込んだネズミを鞭むちのように体を振ふったゴボウが叩きのめし、蔓のように伸のびた豆の木がネズミを締め上げて窒ちつ息そくさせ、自分たちが飛び出してぽっかりと空いた穴に詰つめ込むようにしてネズミの死体を畑に捨てる。

「…………」

「ああやって、害虫や小さい害獣程度なら自衛できますから」

　普通の畑と思ったら違ちがった。まさか魔物化した動く野菜の畑だとは思わなかった。

　そして、レスカの話では夢のような野菜のように聞こえるが、当然デメリットも存在するはずだ。

「それで、あの魔物化した野菜の欠点はなんだ？」

「そうですね。元々は人間が美味しく食べる植物だから、味はいいんです。それが魔物化して更さらに良くなっているんですけど、その美味しさに魔物が寄って来ます」

　魔物誘ゆう引いん、と小さく呟く。

　世の中には、生き物が好む匂においなどを放ち、先さき程ほどのように寄ってきたネズミを倒たおして養分にする種類の魔物も存在し、それに近い系けい譜ふの魔物化が進んでいるのかもしれない。

「なるほど。だから、町の内側じゃなくて【魔の森】に近い外側にあるんだな」

「そうなんですよ。万が一魔物が襲しゆう撃げきしてもここの動く野菜たちを食べている間足止めできますし、内側だとその場所まで一直線に進んでその途と中ちゆうの畑もダメにする可能性がありますから」

　そう言って説明してくれるレスカだが、その言葉に、そういう理由で俺たちここにいるの!?　とでも言いたげな感じで振り返る動く野菜たち。

　レスカはそれにも気づかずに他のデメリットの説明を続ける。

「それに普通の野菜に比べて土地の空気を一気に吸い上げる性質もあって、根が定着するまでの間、何度か動いてもらって地面を耕す必要があるんです」

　そう言って、動く野菜の生えていた畑へと入り込むと、土がガチガチに硬かたくなっている。

「ですから、コータスさんには、この野菜たちが成長して自重を支えるために根を張る時期になるまで定期的に畑を耕して欲しいんです」

「不思議な畑がこの世の中には存在するんだな。わかった、任された」

「ありがとうございます。やることは、畑の土を解ほぐして空気を含ふくませるだけです。もし石が出て来たら、拾ってください」

　レスカから簡単な指示を受けるが、俺が思っていたのとは違う農作業に早々に直面して困こん惑わくする。

　だが、考えることは止やめず、自分の中に湧き上がる疑問を口にする。

「ふと思ったんだが、野生の動く野菜たちはどうなんだ？　土地の空気を吸って地面を硬くするってことは、その場所に根を下ろす植物が少ないんじゃないのか？」

　動く野菜たちが生える場所は、不毛な土地になりそうだと思って、レスカに疑問を投げかけるといい質問が来たと目を輝かがやかせる。

「野生の動く野菜は、基本的に魔物に食べられて個体数は増えません。また少数が方々に散って根を下ろすので土地が硬くなるのも極ごく々ごく狭せまい範はん囲いなので大きな影えい響きようはないんです」

　すぐに返ってくる答えに納なつ得とくしつつ、この畑の土が硬くなる問題は人工的に栽培した結果発生するものなんだな、と理解し、いつまでもこうして話している訳にはいかないので動き始める。

「さて、やるとするか」

　左さ遷せんされて初めての仕事が畑を耕すことか、などと思いながら、俺は肩かたに担いだ鍬を両手に握にぎり締しめ、畑の端はしから地面に振り下ろす。

　ガッ、と鈍にぶい音と共に、地面に三本爪の鍬が突つき刺ささるが、硬い手て応ごたえが返って来るだけだ。

「……凄すごく硬いな。全然、畑に鍬が入り込まないし、土が持ち上がらない」

　もう一度、振り下ろすと先程よりも深く入り込むが、持ち上がる土は塊かたまりのままだ。

「あとは頼みます。私は、ピュアスライムの浄じよう化か水の配達をしてきます。あとで、昼食も持って来ますから楽しみにしていてください」

　そう言って、レスカはオルトロスのペロにリアカーを牽引させ、浄化水の配達に向かう。

　俺は、レスカの後ろ姿を見送った後、一人黙もく々もくと畑を耕すが──

「ちょ、お前ら、なんで俺に攻こう撃げきするんだよ！」

　作業してしばらくして、野菜たちの一部が俺に攻撃をし始める。

　ゴツゴツしたイモは、石のように体を硬こう化かさせて体当たりを行い、ゴボウのような野菜は、鞭のように体をしならせ、空気を切り裂さく快音と共に足を打つ。

　他ほかにも、尖せん端たんが二ふた股またに割れた根菜類の野菜から蹴けりを喰くらったり、引き留めるように足に蔓が巻き付く。

「邪じや魔まくさい……」

　そんな動く野菜たちの妨ぼう害がいに悪あく戦せん苦く闘とうしつつ耕す俺だが、背後から子どもの甲かん高だかい笑い声が聞こえて振り返る。

「あはははっ、兄ちゃん、そんなんじゃダメだよ！」

「そうだよ。もっとしっかりと耕さないと！」

「まだまだ土が硬いよ」

　そう言って、畑の外から動く野菜たちに攻撃されている俺を笑う子どもたち。

　男の子が二人に女の子が一人の組み合わせに、この奇き妙みような畑に慣れているということは牧場町の子どもだろうか。

　とりあえず、耕す手を止めて、

「そうなのか？」

　俺が足元に纏まとわりつく野菜たちに尋ねると、理解したなら良し、とでも言わんばかりに俺から離れて再び自由に遊び始める。

　そして、俺は、牧場町の子どもたちに近づく。

「兄ちゃん、一昨日おととい町に来てレスカ姉ちゃんの牛に撥はねられたヘッポコ騎き士しか」

「左遷されたダメ騎士？」

「期待されてない目付きの悪い騎士？」

「うぐっ、確かに事実だから否定できない」

　口々に言う子どもたちの悪意なき言葉の刃やいばが胸に突き刺さる。

　暴走した魔物の突とつ撃げきを受け止めて、一応生せい還かんしているんだ。そこは評価して欲しい、と思う俺だが、子どもの言葉にムキになるつもりはない。

　それよりも十歳前後の年ねん齢れいの子どもを見ると親父おやじの血の繫つながった子どもである義弟を思い出して親しみを覚える。

「それで、子どもが何の用だ？　俺は一応仕事中なんだけどな」

「仕事？　畑仕事？　下手すぎるから声かけた！」

「そのままだったら美味しい野菜は育たないし、みんなが迷めい惑わくするから」

「私たち、出来る子？　兄ちゃん、出来ない子？」

「一応、今まで剣けん一筋で生きて来たからな。鍬くわなんて持ったことないから大目に見てくれ」

　子どもにダメな子扱あつかいされて、渋しぶい表情を作る。

「兄ちゃん、そうやってただ闇やみ雲くもにやっても土は柔やわらかくなんねぇぞ！」

　そういってズカズカと俺の耕したばかりの畑に入り込む子どもの一人は、畑から土の塊を拾い上げて見せる。

「こんな硬い土の塊が残ってるし、表面しか混ぜられてないだろ！」

　足で深く掘ほった地面には、深さ、五センチほど下の湿しめった土の層が見える。

「奥の湿った部分まで混ぜられてねぇんだよ。貸してみてくれ」

　鍬を渡わたすように要求されたので、子どもたちの中心になっている子に渡せば、柄えを短く持って地面に振り下ろす。

　俺よりも体格も筋力も劣おとっている子どもなのに、俺よりも深く土を掘り返している。

「兄ちゃんみたいな振り方だと怪け我がするよ！」

「小さく小刻みに鍬で耕していくんだよ。間かん隔かく広すぎて土の塊が残って硬いままだし、深く掘れてないんだよ」

「それに塊を鍬で崩くずしてやったり、足を揃そろえるんじゃなくて開いて腰こしを落として、どっしりと構えるんだよ！」

　子どもたちが口々に教えてくれる畑の耕し方に、その理解を深める。

　再び返された鍬を持ち、子どもたちの手本を元に、しっかりとした姿勢で土を耕す。

　確かに、先程耕した場所と大分土の細かさや柔らかさが違う。

　湿り気と空気を含み、靴くつ裏で踏ふむと柔らかく沈しずむ。

　どうやら、俺は、無む駄だな力を使っていたようだ。

　畑を耕すということは、背中の筋肉と腕うでの上げ下ろしの運動、体がブレないように低くした重心と様々な違いを感じることができる。

　そのまま何度か畑に鍬を振り下ろして、子どもたちの方を見る。

「これでいいのか？」

「兄ちゃんは、まだまだだぞ！　うちの祖じ父いちゃんが言ってた！　畑を耕す仕事ってのは、重労働だって！　だから、無駄な力を使わずに耕せて一人前だって！」

「明日あした筋肉痛になって動けなかったら、それは無駄な力を使っている証しよう拠こらしい」

「毎日、辛つらい仕事を楽にするような、農家の知ち恵え、ってやつ！」

　中心にいる子どもが自分のことのように胸を反らせて誇ほこらしげに口にする言葉には、俺を納得させる重みがある。

「そうか。つまり、畑を耕すことは最小限の力で最大限の威い力りよくを生み出す鍛たん錬れんなんだな」

　独自の解かい釈しやくをして嬉き々きとして畑を耕し始める俺を見て、子どもたちがぽかん、と口を開けてその動きを見ている。

　この畑を耕す行こう為いは、体への負荷を掛かけると共に、無駄な動きをなくして洗練された動きを実現する訓練の一種。

　騎士が素す振ぶりを繰くり返して美しい剣の振り方を目指すのは、同じように最小限の力で最大限の斬ざん撃げきを生み出すためだ。

　それと同じ効果。いや、畑を耕すというのは、農作物の生産に寄き与よする行為であり、またこの世界最強の存在である大地へのぶつかり稽げい古こにもなる。

「くくくっ、そうか。そんな素晴らしい鍛錬だったとは……畑仕事恐るべし」

　筋肉トレーニングの訓練や稽古、動きの洗練、生産活動という一石二鳥ならぬ三鳥もの効果がある。

「うわっ、なんか兄ちゃん気持ち悪い」

「不気味だね、笑い方が邪悪」

「変人なの～？」

　酷ひどい言われようだな、と思いながらも特に俺の邪魔をする様子は見られないのでそのまま放置する。

　ザクザクと空気を含ませるように柔らかくしたことで、動く野菜たちも安心したのか、俺の妨害をすることなく思い思いに動き回っている。

　集中して畑を耕していれば、子どもたちは俺を見ているのに飽あきたのか思い思いに遊んでいる。

「ふぅ、かなり作業が進んだかな」

　汗あせを拭ぬぐい、上体を反らすようにして腰を伸のばし、真上を見上げる。

　太陽の位置がほぼ真上に差し掛かり、その眩まぶしさに目を細める。

「もうそろそろ昼時か……」

　そう言えば、俺のお昼どうなるんだっけ、と考えながらも、とりあえず畑一面を耕し終え、次々に動く野菜たちが定位置に並び、地面に潜もぐり込んでいく。

　そして、地表に出ている茎くきや蔓つるなどを伸ばし、俺の足に絡からませて何かを要求する動く野菜たち。

「なんだ？　今度はなにを要求してるんだ？」

「兄ちゃん、土寄せだよ。少しだけ土を被かぶせてやるんだよ」

　そう言って、遊んでいた子どもの一人が再び、俺の鍬を貸すように要求するので、渡して手本を見せてもらう。

　一直線に並んだ動く野菜たちの間の地面に鍬を突き刺し土を持ち上げて、動く野菜の茎を支えるように被せていく。

　そうしていけば、畑の畝うねができ上がり、一見、普ふ通つうの畑っぽくなる。

「あとは兄ちゃん頑がん張ばれ！　それじゃあ、俺たちそろそろ家に帰るな！」

「またね！」

「今度はうちの畑遊びに来てね！」

　そう言って、去って行く子どもたちを見送るために顔を上げると、ふと、視界の端に小さな人ひと影かげを見つけた。

　ツバ付き帽ぼう子しと白いワンピース姿の女の子だ。

　やや勝気そうな猫ねこ目めでじっと遠くからこちらを見つめている。

　俺は作業の手を止め、何かしただろうか？　と首を傾かしげていると、ペシペシと土寄せの催さい促そくをする動く野菜たち。

　そうして気を取られて視線を外すと、遠くから見ていた女の子は、俺に背を向けて走り出す。

「なんだったんだ？」

　まぁ、町の子どもならレスカが知っているだろうと思い、頭の隅すみに記き憶おくしつつ、畑仕事に意識を切り替かえることにした。




　　　●




「コータスさん、お昼ご飯作って来ましたよ」

「あと少ししたら、切り上げる」

　俺は、最後の仕上げとして土寄せをし終えて、声を掛けてきたレスカの元に向かう。

　ピュアスライムの浄じよう化か水の配達を終えたレスカは、一度牧場に戻もどり昼食を用意してからこの場所に戻って来たようだ。

　草地の上に敷しかれた敷しき物ものの上にランチボックスを広げて待つレスカとお昼を今か今かと二つの口から涎よだれを垂らして待つオルトロスのペロ。

「ふぅ、疲つかれた。これでこの畑は全部終わったぞ」

「お疲れ様です。凄すごいじゃないですか、初めてで半日でこの畑全部を終えちゃうなんて。みんな休きゆう憩けいを挟はさみながら夕方まで掛かるんですよ」

　そう言って俺を褒ほめるレスカは、水で濡ぬらした小さなタオルを渡してくる。

　水で固く絞しぼられていたタオルで土つち埃ぼこりや汗、手や顔の汚よごれを拭ふき、人ひと心地ごこちつくことができた。
















「今日のお昼は、天気がいいし外で食べられるようにサンドイッチにしました」

　レスカは、俺が落ち着いたタイミングでランチボックスを開き、お昼の中身を見せてくれる。

　中のサンドイッチは、白くて柔らかなパンに挟まれた色取り取りの具が隙すき間まから食はみ出さんばかりに詰つまっていた。

　野菜の緑にトマトの赤、肉の茶色や薄うす焼やき卵の黄色など色いろ鮮あざやかなサンドイッチに手を伸ばして齧かぶりつく。

「うん、うまい。こういうボリュームのあるサンドイッチはよく食べるけど、サンドイッチのパサパサ感がないな！　それにソースがうまい」

　シャキシャキと瑞みず々みずしい野菜の食感と焼いた肉の脂あぶら、そしてピリ辛からソースが柔らかいパンに染しみ込んで食欲が進む。

　また、瑞々しい野菜とトマトの水気たっぷりのサンドイッチは、口の端はしから汁しるが零こぼれ落ちそうになり、慌あわてて啜すする。

　薄焼き卵は甘い味付けで、パンにバターを薄く塗ぬっているため、子ども受けしそうなサンドイッチだと思いつつ、三種類のサンドイッチを同じ順番に三巡じゆんして完食する。

　ここ数日、レスカの牧場でお世話になっているので、彼女の料理の味に疑いはなく、食材の中身さえ知らなければ絶品と言える。中身さえ知らなければ……

　そんな空腹で一気食いしてしまった俺の目の前では、俺と同じだけの量のサンドイッチをゆっくりと味わい、幸せそうにしているレスカ。

　その食べる姿と表情を綻ほころばせるレスカの頭に、思わず手を伸ばし撫なでる。

「もぐもぐ……っ!?　はっ!?　な、なに、なんなんだ!?」

「旨うまかったな」

「あ、う、うん……ってならなんで撫でる!?」

　俺に声を掛けられて驚おどろいたレスカは、慌てて飲み込み少し恥はずかしそうに答えてツッコミを入れる。

　そんな俺たちの横では、オルトロスのペロも同じように幸せそうに尻尾しつぽをブンブン振って、肉に喰くらいついている。

　俺はレスカの用意した水すい筒とうから勝手にお茶を注いで、レスカに渡した後、自分の分も注ぐ。

　それを喉のどを鳴らして飲み、一息吐ついたレスカに質問する。

「そういえば、サンドイッチの具はなんだ？」

「コータスさんは、ちゃんと確かく認にんしなかったんですか？　それは採れたて野菜とトマト、家か畜ちく化したボア種の肉を使ったハンバーグ、ランドバードの卵を具に使ったんですよ」

「そうなのか」

　そう言って、再び食べ始めたレスカの肉と野菜のサンドイッチをジッと見ていると、少し慌てたようにして、あ、あげませんよ！　とサンドイッチを死守するようにするので思わず、小さく笑ってしまう。

　そして、急いでそれを食べて次に、子ども受けしそうな薄焼き卵のサンドイッチに手を伸ばした時、子ども関連でふと思い出す。

「そう言えば、レスカがいない時、畑に子どもたちが来たんだよ」

「子どもたち？」

「ああ、男の子二人に女の子一人の三人組。色々と畑の耕し方を教えて貰もらったんだよ」

「ああ、それなら、リックくんとそのお友達ですかね？」

　ちなみに、リック十二歳、女の子のメリー十一歳、付いて回ってる男の子がリックの弟のロイで九歳らしい。

「そうなのか。今度お礼をしないとな。あと、ツバ付き帽子を被った気の強そうな女の子が俺の方を見つめてたりもしたな」

　なんで一人なんだろうな、同年代の子どもがいるのに、と言えば、レスカは誰だれか思い当たったようだ。

「その子は、ジニーちゃんかもしれません」

「それが、あの子の名前なのか？」

「ああ、ジニーちゃんは、ちょっと事情があるんです」

「事情？」

「あの子の両親は、各地を回る高名な冒ぼう険けん者なんです。だけど、子連れでの行動って大変らしいので、最近、この町のお祖ば母あさんに預けられたんです」

　一度、お茶を飲み、喉を潤うるおしてから話の続きをするレスカ。

「お祖母さんが薬屋を営んでいてピュアスライムの浄化水の配達で顔を合わせるんですけど、何な故ぜかジニーちゃんが私に懐なついちゃったんです。その理由が思い当たらないんですよ」

　そういって、自分のこめかみに指を押し付けて、むむむっと悩なやむレスカ。

「まぁ、冒険者に関してだとよくある話だよな」

　俺はそんなレスカの様子を見ながら、ジニーの身の上を聞いてそう呟つぶやく。

　子持ちの冒険者には様々なリスクがあり、それを回かい避ひするため信用できる親族に子どもを預け、冒険者を引退すると同時に、その町で余生を過ごすというパターンである。

「まぁ、ジニーちゃんが預けられたで話が終われば良いんですけど、実はあの子自身に強い【加護】が宿っているんです。だから、それが原因なのか冒険者になりたがって……」

「親が恋こいしいのか、子ども特有の無む謀ぼうなのか……」

「人ひと恋こいしさを紛まぎらわせるなら同年代の子どもと交流すればいいんですけど、ジニーちゃん自身、他の子との距きよ離り感かんが中々摑つかめないみたいなんです」

　俺は、レスカの話を聞きながらお茶を飲み干す。

　ジニーの事情を知ったとしても俺に何ができるわけでもないし、と考えを切り替える。

「さて騎き士しの最初の仕事を終えたからバルドルに報告に行かないとな」

「それなら確か、バルドルさんはランドバードの牧場の手伝いだと思いますよ。昼間は軽く他の牧場の手伝いをして、夜に出産を控えた畜ちく産さん魔ま物もののいる牧場に泊とまり込みをしているらしいです」

　俺は、レスカから説明を聞きながらランドバード牧場に向かい、その光景に驚く。

「……これがランドバード。でかいな」

　目の前に広がる木製の柵さくが立てられた牧場の敷しき地ちに放し飼いにされている鳥の畜産魔物を見上げる。

　体長は二メートル、しなやかな足で体を支え、大地を踏ふみしめて走る速さに圧あつ倒とうされる。

「おう、左さ遷せん生活一日目は、どんな感じだ？」

　そんなランドバードを呆ぼう然ぜんと眺ながめている俺の背後からバルドルに声を掛かけられ振ふり返る。

　農業用のフォークを肩かたに乗せて歩いてくるバルドルは、片手を上げるが、俺はまだランドバードが気になりそちらを見ている。

「あ、ああ……まぁ、何とか。それよりその仕事手伝うか？」

「畑一面耕すだけで一日掛がかりの大仕事なのにまだ仕事をしたいだぁ!?　この牧場町では休むのも仕事だから、今日は自由に過ごしていいぞ」

　そう言われて、この田舎いなか町で何をするべきかと考えて、騎士としての鍛たん錬れんでもするか、と考える。

　報告を聞き終えたバルドルは再び農業用フォークを持って、仕事に戻っていく。

　俺もとりあえず言われた通り、今日はもう休むか、と思って振り返り、ランドバードの卵直売所で待っていたレスカに声を掛ける。

「レスカ」

「あっ、コータスさん。もうバルドルさんとの話はいいんですか？」

「今、終わった」

　そして、レスカのいた直売所では、ランドバードの卵の実物を目にすることになる。

「まぁ、ランドバードがあれだけ大きいなら、その卵も大きいのが普ふ通つうか。でも、驚いた」

「巨きよ大だいな鳥の畜産魔物ですから、卵もその分大きいんです」

　直売所で見た卵は抱かかえるほどの大きさで、家庭料理じゃ使い辛づらいサイズだ。

　だから直売所では、ランドバードの卵を割って取り出した卵を溶といた卵液を量り売りにして販はん売ばいしており、それを主婦たちが買って行く。

　その他ほかにも、卵を使ったお菓か子しなどの商品が並んでおり、卵専門店らしさを感じる。

　そんな店内を物もの珍めずらしくて見回している俺の服を引っ張り、上うわ目め遣づかいで見上げてくるレスカ。

「ところで、コータスさんは、なにか甘い物とか食べたいと思いませんか？」

　チラチラと先さき程ほどまで見ていた遠くの方と俺の顔を交こう互ごに上目遣いで見てくる。

　若じやつ干かん、赤らんだ表情と潤うるんだように見える瞳ひとみに、こんな真昼間から理性を揺ゆさぶられるとは思わなかったが、硬かたい表情のポーカーフェイスでやり過ごす。

「ん？　甘い物とか特に好き嫌きらいはない」

「その、コータスさん、初日のお仕事を頑がん張ばりましたよね？　それになにか印象に残った食材とかないですか？」

　そう言って露ろ骨こつに見るレスカの視線の先を確認して、俺は納なつ得とくする。

　確かに、あれを一人で食べるのは大変だろう。

「じゃあ、あれを食べたい」

　俺が、その商品を指差した瞬しゆん間かん、レスカの表情がぱっと明るくなり周囲に花が舞うのを幻げん視しするが、すぐに顔を赤くして、そっと視線を外す。

「し、仕方がないですね！　あれは、一日限定十個しか作られないランドバードの卵プリンですけど、コータスさんが働いたご褒ほう美びです！」

　そう言って、店員の人に早さつ速そく注文するレスカの後ろ姿が非常に上じよう機き嫌げんに見えるので、その頭を撫でる。

「なっ!?　だ、だから、私の頭を撫でるなぁ！　準備が整うまで外に出てろ！」

　思わず撫でてしまったのがいけなかったのか、変な口調になったレスカによって直売所から追い出された俺は、店の前でレスカを待つことにする。

　そして、レスカが戻もどってくるまでランドバードの卵の直売所の近くで待つのだが、ここは人通りが多いようだ。

　何人か俺の前を通り過ぎてはひそひそと話したり、俺と目を合わせずに避さけるような態度をとる。

「まぁ、仕方がないか」

　そっと溜ため息いきを吐き出し、呟く。

　まだこの牧場町に来たばかりの新参者だ。それに目付きも悪いし、町での身分は、騎士というだけで信用はない。

　先程関わった子どもは、怖こわいもの知らずのために普通に接してきたが、ある程度の年とし嵩かさの町人たちは、積極的に関わることもなく余よ所そ余よ所そしい。

　レスカの側そばが居い心地ごこちがよすぎるから、逆にそうした視線や雰ふん囲い気きに晒さらされると余計に自分の居場所ではないような気分にさせられる。

　そんな俺の視界の端はしに、直売所の脇わきでツバ付き帽子を被かぶった女の子がキョロキョロと辺りを見回している姿が入った。

「確か……ジニーだったか。なにをやってるんだ？」

　ジニーの視線が奥のランドバードの鳥舎の方に向いている。

「とりあえず、声を掛けてみるか」

　俺はゆっくりとした歩みで近づき、ツバ付き帽子の少女に声を掛ける。

「何やってるんだ？」

　俺の呼び声に驚おどろいたのか、弾はじかれるように振り返るジニーは目を見開いて俺を見上げてくる。

「あ、あんたは、確かこの前来た」

「俺を知ってるのか？」

「うん。祖ば母あちゃんが言ってた。左遷された人が来るって」

　ここでも左遷かぁ、と苦笑いを浮うかべるが、少女はびくっと肩を震ふるわせて涙なみだ目めになる。

　レスカは自然な対応をしているが、俺は目付きが悪い。

　ただ普通に苦笑いをしただけなのに、悪わる巧だくみしていそうと言われたこともある。

　そして目の前の少女は、俺の苦く笑しようを勘かん違ちがいして、警けい戒かい心ありありで俺を睨にらみつけている。

「それで、あたしに何の用？」

「いや、ただ畑仕事してた時に俺のこと見てただろ？　なにか用でもあったのか、と思ってな」

　俺がそう尋たずねると、勝気な猫ねこ目めの少女は、無言で警戒している。

　だが、その警戒もいつまでも続かず、ポツリと語ってくれた。

「……あの鳥小屋に行きたい」

「鳥小屋？　ああ、ここランドバードの牧場だからなぁ。けど、今は放牧しているのになぜ、鳥小屋なんだ？」

　俺がそう答えると、言いたくないことなのか、ムスッとした表情を作るジニー。

　その時、レスカが直売所のランドバードの卵プリンを抱えて戻って来た。

「コータスさん、ごめんなさい。お待たせしました」

「ああ、レスカ。買って来た……のか」

　戻って来たレスカは、文字通りランドバードの卵の殻からを容器にして作られた巨大プリンを大事そうに抱えており、嬉うれしそうにしている。

「それ、本当に食べ切れるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思います。女の子は、甘い物は別腹ですから！」

　そう言うレスカのたゆん、と揺れる胸から俺は慌てて視線を逸そらす。

　なるほど、魔ま物ものに対する深い知識を持つ頭脳と豊満な胸を維い持じするための栄養を行き渡わたらせるためにそれだけ食べるのか、などとくだらないことを考える。

　そうしたら、レスカに睨まれた。何な故ぜ、俺の考えが分かる。

　そんな感じのやり取りで俺に胡う乱ろんげな視線を向けていたレスカは、俺の背後に立つジニーを見つける。

「あっ、ジニーちゃんも一いつ緒しよだったんですね」

「……レスカ姉ちゃん」

「なら、私たちと一緒に卵プリン食べませんか？」

　レスカはお昼に話題にしたジニーをさり気なく誘さそう。

「い、いい……やることがある」

　親元を離はなれた子どもに対する気き遣づかいだが、素っ気なく断られて若干寂さびしそうにするレスカ。

　そのレスカの反応に気付いたジニーは、わたわたと慌あわて始める。

「ちが、その、あの……あたしは、炎えん熱ねつ石せきを取りに行きたいんだ！」

「「炎熱石？」」

　慌てて口走ったジニーの言葉を尋ね返す俺とレスカの反応に、しまった、という表情をする。

　炎熱石というものがどういうものか知らない俺は首を傾かしげるが、そんな俺の反応を見て、レスカが教えてくれる。

「炎熱石は、サラマンダーの口内で採れる熱量を溜ため込む性質を持つ石なんです。だから、鍛か冶じ場や厨ちゆう房ぼうの余熱を溜め込んで色んなことに利用しているんですよ」

　牧場町では、公衆浴場の熱源や卵生魔物の人工孵ふ化かに必要な熱量の確保などに使われるらしい。

「だから、確かに炎熱石は、ランドバードの人工孵化に使われるため鳥小屋にあるんですけど、なんでジニーちゃんが欲ほしがるのかな？」

「熱を溜め込む石……炎熱石……ってちょっと待て。サラマンダーの石っていうと【サラマンダー・ルビー】じゃないか！」

　二人の言う炎熱石とは、一いつ般ぱんに【サラマンダー・ルビー】と呼ばれる魔法触しよく媒ばいだ。

　魔法使いの杖つえの先せん端たんに付けられるサラマンダー・ルビーは、火魔法の発動を補助し、魔法で発する余計な熱量を吸収して、再び魔法に熱量を供給する一種の循じゆん環かん機構の役割を果たしている。

　そのために魔力だけで生み出す火魔法よりも魔力の消費を減らし、効率のいい運用ができる代しろ物ものだ。

　そして、レスカは思い出したように呟つぶやく。

「そうか、ジニーちゃんは、火に関する加護持ちでしたね」

「なるほど。火に関する加護持ちだから【サラマンダー・ルビー】のような魔法触媒を欲しがったのか」

　そう言って俺は、ジニーに一歩近づく。

「流石さすがに冒ぼう険けん者志望だからって、勝手に魔法の練習に使えるものを持ち出すのは、見過ごせないぞ」

「う、うるさい！　外から来た人間に言われたくない！　あたしの勝手だ！」

「──熱っ!?」

「コータス！」

　俺がジニーの手を取り、この場から連れ出そうとした時、ジニーの体から激しい炎ほのおが噴ふき上がり、掌てのひらを炎が炙あぶる。

　思わず、手を引っ込めて押さえるとレスカが驚き、声を上げる。

　ジニーは自分の起こした炎に驚き、目を見開くと共に被っていたツバ付き帽ぼう子しが熱風で持ち上がると、そのまま上空に舞い上がり、地面に落ちてくる。

　日の下に赤しやく銅どう色いろの赤茶けた髪かみを晒さらすジニー。

「ご、ごめ……っ！」

　自分自身が引き起こした状じよう況きように驚き、謝罪を途と中ちゆうまで口にするが、弾かれるようにランドバード牧場の人工孵ふ化か施し設せつに駆かけ出す。

「おい、入るな！　危ないから戻って来い！」

　俺の呼び掛かけにジニーは、一いつ瞬しゆんだけ振ふり返るが、そのまま人工孵化施設を目指す。

「レスカ！　俺は、ジニーを連れ戻す。悪いがバルドルか誰だれか大人を呼んできてくれ」

　俺はレスカに頼たのみ、ジニーの後を追い掛ける。




　　　●




　炎で炙られた掌の火傷やけどは、【頑がん健けん】の【加護】で徐じよ々じよに薄うす皮かわが張り、少し引っ張られるような感覚を覚えるが、問題はなかった。

「くそぅ、油断した。すぐに引き戻さないと」

　ジニーは、人工孵化施設の扉とびらを少し開き、するりと隙すき間まから中に入っていく。

　俺もその隙間の扉を更さらに開いて、ジニーの後を追ってランドバードの人工孵化施設に入り込む。

　そこは、熱気と湿しつ気けが管理されている造りになっているのか、中が若じやつ干かん蒸むし暑い。

　想像よりも明るい人工孵化施設の中では、ランドバードの巨きよ大だいな卵が置かれた棚たなが並んでおり、その間には赤く輝かがやく宝石が熱量を発している。

「あった。これさえあれば……」

　ランドバードの卵を温める炎熱石に手を伸のばすジニーだが、そんなジニーの真上から影かげが差す。

『グエェェェェッ！』

「今すぐ逃にげろ！」

「えっ……」

　炎熱石を手にすることなく見上げたジニーは、人工孵化施設にいたランドバードと目が合う。

　この牧場主や普ふ段だん通ってくる人間ではなく、部外者が人工孵化施設に侵しん入にゆうしてきたのだ。慣らされた魔物だが、侵入者に対して威い嚇かく行こう為いくらいはする。

　そして、魔物の威嚇行為としては、侵入者を多少痛めつけることもある。

『グェェェェッ！』

　大きく翼つばさを広げ羽ばたき、ジニーに向かって一歩踏ふみ出す。

「ひっ!?」

　ランドバードの威嚇行為に後あと退ずさるが、足を取られてその場で尻しり餅もちをつくジニー。

「ちっ、仕方がない！」

　俺はランドバードとジニーの間に体を滑すべり込ませて、両手を広げてランドバードを止めに入る。

「どうどうどう……」

　興奮した馬と同じように落ち着けようと声を上げて、こちらに嘴くちばしで威嚇してくるランドバードの頭を撫なでる。

　徐々にだが威嚇として開いていた翼を閉じ始めたランドバードだが、再び激しい威嚇を始める。

　そして、感じる背後からの熱量に振り返れば、ジニーが再びその体から炎を噴き上げ掛けていた。

「こんなところで火なんて出したら、卵が全ぜん滅めつするだろ！　クソッ！」

　今は、人工孵化施設の炎熱石がジニーの炎の熱量を吸っているが、ここにある炎熱石はどれも小こ振ぶりなサイズで吸収できる熱量にも限界がある。

　俺は意を決して、ランドバードに背を向けて、近くの棚の炎熱石を一つ摑つかみ、ジニーに押し付けるように手に握にぎらせる。

「うぐっ！」

　ジニーに炎熱石を持たせるために触ふれた手の皮ひ膚ふが焼け、異い臭しゆうを放つ。

　だが、炎熱石を直じかに持たせた甲か斐いがあり、ジニーの炎を吸収し、火の勢いが弱まる。

　俺はそれを見計らい、座り込んでいるジニーの膝ひざ裏うらに手を差し込み、抱かかえて人工孵化施設から飛び出す。

「うひゃっ!?　な、なにを！」

「っ！　……少し黙だまっていろ、舌した嚙かむぞ」

　ジニーの暴発した炎は、炎熱石によって弱まっているが、まだその残り火が俺の服を焦こがし、肌はだをジリジリと焼く。

　治りかけの掌も再びジニーに触れたことで皮膚が焼かれ再び痛みを発する。

　だがこれで人工孵化施設の卵は守られ、ランドバードからも逃げ出せ、ジニーも確保できた。

　一通りの目標達成──だと思っていたが、人工孵化施設の開けた扉からランドバードが俺たちを追い掛けてくる。

『グエェェェェッ！』

　ジニーの炎が鎮ちん火かし、追い掛けてくるランドバードから逃げるように牧場の柵さくを目指して走る。

「コータスさん、こっちです！」

　牧場の柵の外には、レスカが呼んでくれたのか、近くにいたバルドルや牧場主らしい男性が待機していた。

「左さ遷せんの兄ちゃん……」

　俺はレスカの誘ゆう導どう先を目指して走り、抱えていたジニーを柵から押し上げるように外に逃がすが……

「危ない！」

　レスカに柵さく越ごしでジニーを渡わたした直後、悲鳴が上がり、後ろを振り返るとランドバードが俺に迫せまっていた。

　今度は、威嚇の対象がジニーから俺に移ったようだ。

　地面に打ち付けられた柵に沿うように迫って来るランドバードに対して、俺は再び走り出す。

「ちょっと、落ち着け！　って、どうやってこの魔ま物もの落ち着けるんだ！」

　さっきは馬と同じように対応したが、興奮して走り出したランドバードを同じように正面に立って落ち着けようとしても蹴けり飛ばされるのがオチだ。

「ランドバードは十分な距きよ離りを走らせると満足する魔物ですから、それまで頑がん張ばってください！」

「満足って、いつまでだよぉぉぉっ！」

　レスカのアドバイスを聞いて全力で走る俺は、ランドバードの様子を確かめるために首を回して後ろを振り向く。

　ランドバードは、翼を広げてドスドスと今までにない激しい踏み込みと共に跳ちよう躍やくした。その影が俺の真上を通り過ぎて、前方に着地すると走る勢いを殺して俺の正面に回り込んでくる。

『グエェェェッ！』

　正面から対たい峙じするランドバードのギラギラとした瞳ひとみに俺は若干気け圧おされるも、このまま延々と追い回されるのは御ご免めんである。

　ランドバードが俺に向かって駆け出し、その進路を避さけるようにして横に跳び、着地と共にすれ違ちがうランドバードの首に飛びつく。

「大人しく、しろ！」

　いきなり首に飛びつかれて驚おどろいたランドバードは、その場で体を揺ゆすって身を捩よじり、俺を振り落とそうとする。それを何とか堪こらえてランドバードの背に乗ることに成功した。

「さぁ、これで首を押さえた。これで大人しく……って！」

『クエッ、クエッ、クエェェェェェェッ！』

　先さき程ほどまで威嚇で低い鳴き声を発していたランドバードの声が変わる。

　俺が背に乗り首にしがみ付くのが嬉うれしいのか、しきりに飛ぶ機能のない翼を羽ばたかせて、全力で走り出す。

「う、うわっ！　うわわっ──！」

　更に勢いよく走り出すランドバードは俺を乗せて牧場内を爆ばく走そうし始める。

「ランドバードは、自分の走りに適応できる騎き乗じよう者を認めるんです！　興奮したランドバードを一番早く落ち着けさせる方法をやるなんて、すごいです！」

「そんなの、知るかぁぁぁっ！」

　俺を乗せたランドバードは、ドドドッと激しい足音で牧場内を走り続ける。

　騎士の演習などで使う馬など目じゃない速さで駆け抜ぬける。

　牧場内で放し飼いにされている他のランドバードたちのところに突つっ込むかと思えば、その頭上を飛び越えるような高い跳躍に体が浮うき上がる。

「う、うわっ……」

　一瞬の浮ふ遊ゆう感かんと共に着地の衝しよう撃げきで振り落とされそうになるのを腕うでに力を込こめてなんとか耐たえる。

　その後も爆走し続けるランドバードに振り回され、いつまで続くんだ、と思っていると、不意にランドバードが地面を抉えぐるように足を止め、俺はその勢いで前のめりに地面に振り落とされる。

「ぐえっ……痛いってぇ……」

　なんとか受け身を取れたが、背中から草原の上に叩たたき付けられ、地面に転がされる。

　見える空が青い。無茶な騎乗をしたせいか足あし腰こしがガクガク言って、すぐには立てそうにない。

「これは、どうなってるんだ？」

『クエッ、クエッ、クエッ……』

　威嚇する時とは違う甘えるような声とこちらの髪かみの毛を嘴で甘あま嚙がみするランドバード。

　どうやらレスカの言う「騎乗主に認められた」ということなのだろう、と思いながら、思い通りに動かない体を地面に投げ出してレスカたちが近寄って来るのを待つ。

「コータスさん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「一応、体が頑がん丈じようなのが取とり柄えだから大丈夫だ。まぁ、ちょっと疲つかれたけど」

　今回は、火傷に打だ撲ぼく、筋肉痛といったところか。早めに騎士の仕事が終わって自己鍛たん錬れんでもしようと考えていたのだが、それもできそうにないな、と内心溜ため息いきを吐つく。

　そして、俺に甘嚙みを続けていたランドバードは、ジニーが近づいてきたことに気付き、甘嚙みを止やめて軽く威嚇の声を上げる。

「ジニーちゃん、大丈夫ですから。ランドバードは、温厚で賢かしこい魔物だから、ちゃんと謝れば分かってくれます」

　バルドルがランドバードとの間にいつでも割って入れるように準備をし、レスカがジニーの両りよう肩かたに手を置いてランドバードと対面させる。

「その、あたしは、卵に何かしようとした訳じゃない。だけど、勝手に入ってごめんなさい！」

　頭を深く下げたジニーをランドバードがしばし見つめると、威嚇で広げた翼を閉じて、自分が出て来た人工孵ふ化か施し設せつに戻もどっていく。

「ランドバードは、鳥系の魔物だから、生まれたばかりだと刷り込みがあるんです。だから、親鳥は大事な雛ひな鳥どりを奪うばわれないように、見知った人間か、同じコミュニティーのランドバード以外をああやって威嚇するんです」

　子どもを守る魔物の本能ということで、牧場の柵の内側では何十羽ものランドバードがいるが、必ず一羽か二羽はああして卵のある場所に残るという生態を持っているらしい。

　俺は、しばらくして復活した体を起こしながらレスカからランドバードの生態を聞く一方で、今回の騒そう動どうを引き起こしたジニーはバルドルから説教を受け、とりあえず一度𠮟しかられた後、俺の元に近づいてくる。

「左遷の兄ちゃん。あたしのせいで、ごめんなさい」

「左遷の兄ちゃんは止めてくれ。一応、コータスって名前があるんだ。それと怪け我がはないか」
















「う、うん」

「なら良かった」

　俺は、座り込んだ体勢のままジニーの頭をくしゃっと撫でれば、勝気な猫ねこ目めを気持ち良さそうに細める。

　その横でレスカが胡う乱ろんげな視線を送って来る。

「コータスさんは、誰だれにでも撫でるんですね」

「むぅ……そんなことはない」

「実際、ジニーちゃんを撫でていましたよね」

　なぜか、つーんと可愛かわいらしく怒おこったレスカをこれ以上怒らせないために、ジニーの頭から手を離はなせば、そのタイミングを見計らってバルドルが後ろからジニーの頭に手を置き、地じ獄ごくの底から響ひびくような低い声を掛かけてくる。

「コータス。お前は、子どもに甘いぞ。それからジニー、お前には説教の続きがあるからな」

「ひっ!?」

「あと、お前の祖ば母あさんにもキッチリ報告するからな！」

　そう言って、バルドルは、ジニーの体をひょいと捕つかまえて連れ去ってしまう。

　ジニーは涙なみだ目めでこちらに訴うつたえかけてくるが、残念ながら謝罪を受け入れるのとバルドルに怒られるのとは別であるために俺とレスカは、苦笑いをして見送ることにした。



















　　　四章　左さ遷せん騎き士しと自警団







　ランドバードの暴走事件も無事に収めることができ、その後もレスカから必要な牧場仕事を教わる日々。

　そうした日々の空いた時間に騎士として自己鍛錬に励はげむ。

　そんな中、俺は気になることが一つある。

「……なんか、見られているんだが」

　鍛か治じ屋やのロシューから渡された鉄の棒を芯しんにした木刀を振ふるいながら、ここ数日、俺の背中に熱い視線が注がれている。

「……なぁ」

「ひっ!?」

　俺が素す振ぶりを止めて振り返れば、ジニーの赤しやく銅どう色いろの髪とツバ付き帽ぼう子しの端が建物の角からチラチラ見える。

　俺の声掛けに小さく悲鳴まで上げて、まだ隠かくれているつもりらしい。

「隠れてるのは、分かっているんだぞ、ジニー」

「き、ふしゃぁぁっ!?」

　俺は、木刀を下ろしてジニーのいる建物の角を覗のぞき込めば、大きな猫目を見開いて髪の毛を逆立てながら、威い嚇かくして逃にげていく。

　その途と中ちゆうで、足元の石に躓つまずいて転ぶが、よろよろと立ち上がってまた逃げていく。

　ここ数日、何度も同じようなやり取りをしており、どうするべきかと頭を搔かく。

「……やっぱり、何なんだろうな？」

「コータスさん、またジニーちゃんが来たんですか？」

　牧場の様子を見回っていたレスカが、自己鍛錬を中断して突っ立っている俺に声を掛けてくる。

「俺、ジニーに嫌きらわれてるのか？」

「それはないと思いますよ？」

　そう言ってレスカは、干し草置き場に集まったコマタンゴたちに干し草を運ぶように指示を出す。

　夜の内に降った雨により湿しめった畑や空気の所せ為いなのか、キノコの魔ま物ものであるコマタンゴはいつも以上に数を増やしている。

「お仕事、早い内に終わっちゃいましたね」

「そうだな。夜の内に雨が降ってやる仕事が少なかったからな」

「それもありますけど、コータスさんのお陰かげで仕事が捗はかどりますから。これで前々からやりたかったことができます」

「前々からやりたかったこととは何なのだ？」

　朝の内に終わった仕事の後に自己鍛錬していた俺はレスカに尋たずねると、レスカは嬉うれしそうに答えてくれる。

「実は、別の魔物牧場の見学兼けん手伝いをしようと思うんです」

「魔物牧場の見学と手伝い？」

「そうです。私の牧場の畜ちく産さん魔物は、リスティーブル一頭とコマタンゴ、ピュアスライムしかいません。だから、次に飼育する畜産魔物の参考にしたいんです」

　それに、前々から頼たのんでいたけれど、中々時間が取れなくて、と困ったように笑うレスカ。

　今は、レスカについて牧場仕事の手伝いを学んでいるが、必要になれば他の牧場の手伝いにも向かうかもしれない。

　そんな時のために俺も見学するべきだろう、と考えて頷うなずき、レスカと共に見学先の牧場を早い時間に訪問することになった。

「いらっしゃい、レスカちゃん！　うちの畜産魔物を見てってくれよ」

「はい。お邪じや魔まします」

　にこやかに俺たちを出で迎むかえる牧場主にレスカが丁てい寧ねいに頭を下げ、慣れた様子で牧場の柵さくの中に入っていく。

「おい、騎士の兄ちゃん」

　そんな俺を案内していた牧場主が低い声で呼び止める。

「あんた、レスカの嬢じようちゃんところに世話になってるんだってなぁ」

「あ、ああ、そうだが……」

　レスカに対してにこやかだった牧場主が、俺に対してドスの利きいた声で話しかけてくるので、思わず身構える。

　俺を品定めするような視線を向ける牧場主は、ふっと表情を緩ゆるめる。

「牧場仕事なんて、きつくて、汚きたない、くさいのが基本だ。だけど、真ま面じ目めに手伝ってるようじゃねぇか」

　今まで少し遠巻きに見ている感じだったが、俺のやっていることをちゃんと見ており、少しは認められた、ということだろうか。

「だが、この牧場町は魔物牧場が大半だ。上う手まいこと適応できるようになれよ！」

　助言なのか、警告なのか分からないが素直に頷くと、生意気な奴やつ、というような視線を牧場主から向けられるが、すぐに表情がにやつくので嫌きらわれている訳ではないらしい。

　俺は、牧場主の後に付いて、飼育スペースの中に入っていく。

　そして、先に入っていったレスカの後に追いついた俺が見たものは、人間ほどの大きさのあるトカゲがレスカを囲んで集まっている光景だった。

「っ!?　レスカ!?」

「コータスさん！　ここが今日の見学兼手伝い先のコルジアトカゲの牧場なんですよ！」

「囲まれてるけど、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　人間ほどの大きさの魔物など、普ふ通つうに人を嚙かみ殺すだけの力がある。

　そんな魔物に囲まれた場合、Ｄランク冒ぼう険けん者なら死を覚かく悟ごすることもあるのに、平気そうな顔をしてコルジアトカゲの頭を撫なでるレスカ。

　嚙み付かれないか、襲おそわれないか、ハラハラする。

「大丈夫ですよ。コルジアトカゲは、湿しつ地ち帯たいに生息する温厚な草食魔物ですから。それに可愛いですよ？」

　だが、大きな口を開けて欠伸あくびをする一匹のコルジアトカゲの鋭するどく短い歯を見て、思わず身構えてしまう。

　そんな俺を見て、隣となりに立つ牧場主がクククッ、と喉のどを鳴らして笑う。

「凄すごいだろ。レスカの嬢ちゃんの特技なんだ。友好的な魔物とはすぐに仲良くなれる」

「それって、レスカの【育成】の【加護】が関わってるのか？」

「かもな。多分、【魔物親和】とか【共感】みたいな【内包加護】を持っているから好かれやすいのかもな。羨うらやましいぜ」

【内包加護】とは、誰もが持っている【加護】の中で更さらに細分化された能力のことだ。

　例えば、戦う人間の多くが持っている【剣けん術じゆつ】の【加護】と言っても、その種類や形状には幅はばがある。

　そうした剣の中でも更に得意な種類や形状に関することを【適性】。また【剣術】の【加護】には、剣を扱あつかうためのそれを支える身体強化の【補正】などが存在する。

　そうした【適性】や【補正】などを含ふくめて【内包加護】と呼んでいる。

　レスカの【育成】は、生き物を育てることに関する以外にも心を通わせる力も持っているのは凄いと素直に感心する。

「コータスさん！　このコルジアトカゲたち、新しい子どもが生まれたみたいです！　可愛いですよ！」

　一人考えに耽ふけっていた俺は、レスカの声に呼ばれて意識を戻もどせば、今レスカの腕うでに摑つかまった人の腰こしほどの大きさのコルジアトカゲが舌を出して大人しくしていた。

　なんだか、段々とこのトカゲの魔物が無害なような気がしてきた。

「そう言えば、この畜産魔物は、何が取れるんだ？」

「お肉です。美お味いしかったですよね」

　そう言って、俺に視線を合わせずに、コルジアトカゲの鱗うろこや体に異常がないか確かめているレスカの言葉に耳を疑った。

「……に、肉？」

「分かりませんか？　クリームシチューに入っていたり、朝の燻くん製せい肉とかに使っていましたよね？」

　そう言って、何でもないように答えるレスカ。

　今、目の前で全力で愛めでているコルジアトカゲを殺して食べるのか……と何となく牧場生活のギャップを感じる。

　言うなれば、愛着の湧わいた魔物を自身で食べるという話を聞いて少なからずショックを受ける。

　無表情で黙だまり込んだ俺の方を見上げてくるレスカは、俺の様子がおかしいと気がついて慌あわてて言葉を掛かける。

「ち、違ちがいます！　確かに食べますけど、基本殺してはお肉を取りませんから！」

「殺さず、取る？」

　愛着のある魔物を殺さないと聞いて安あん堵どする一方で、普通、肉とは殺して取る物だと思う俺は疑問しかない。

「このコルジアトカゲは、自分たちを食べようとする魔物から逃げる時、尻尾しつぽを自分で切り離はなせるんです。その習性を利用して、継けい続ぞく的に尻尾の肉を貰もらっているんです」

「確かに、言われてみれば、尻尾が短い気がするな」

　野生のコルジアトカゲは見たことがないが、尻尾から先の鱗の色や大きさなどが体とは不ふ釣つり合あいな感じがする。

　それは定期的に切り落として再生を繰くり返している影えい響きようなのだと分かった。

「畜産魔物の中には、知能が高い種類もいるんです。そうした魔物を一方的に搾さく取しゆするようなやり方をすると反はん抗こうされるからとても危ないんです。だから、魔物牧場では、体の一部だけを貰う共生関係が多いんです」

　そういう関係もあるのか、と俺が真面目にうんうんと相あい槌づちを打つ。

「無論、普通に育ててある一定の大きさになったら潰つぶす魔物もいますけど、そうした魔物は、年間の飼育数を決めたり、群れ分けとして、一部を野生に放すことで魔物たちに納なつ得とくしてもらうんです」

　レスカは、色々な種類の畜産魔物からの肉の取り方を嬉しそうに話してくれる。

「や！　くるな！　あたし、食べても美味しくないぞ！」

「……この声は」

　突とつ如じよとして響ひびいてくる女の子のか細い声に、俺は眉み間けんの皺しわを解ほぐしながらそちらの方に向かう。

　レスカは気が付かなかったのか夢中でコルジアトカゲたちと戯たわむれている。

　俺が声の聞こえた場所に向かえば、柵を乗り越こえて中に入ったところですぐさま年若い小さな体たい軀くの少女がコルジアトカゲたちに囲まれて、怯おびえて動けずにいるのを目にする。

　ただ、ジニーは本気で怯えているが俺の目からすると、よく調教されたコルジアトカゲが人間への警けい戒かい心が薄うすいのか遊んでくれる相手として彼女を認識しているように映る。

「ジニー。お前何やってるんだ」

「あっ、騎士の兄ちゃん……」

　いつものように逃げ出そうと柵の外に向かおうとするジニーが振ふり返るが、コルジアトカゲに囲まれて動けない。

「た、助けて……」

「悪いな、ちょっと道開けてくれよ」

　俺が手を振ってコルジアトカゲたちを退どけてジニーのところに辿たどり着き、背中を差し向ければ、その背中によじ登ってくる。

　その際、俺も遊び相手と認識したのか、ギザギザした歯で足元を甘嚙みしてくるコルジアトカゲたちも一緒に引き摺ずるようにしてレスカの元に戻る。

「コータスさん、どういう状じよう況きようなんですか？」

　キョトンとした様子でこちらを見てくるレスカの視線の先には、コルジアトカゲに怯えるジニーを背負い、足元を甘嚙みするコルジアトカゲを引き摺る俺の姿があった。

　俺はなんと答えていいか分からずに、とりあえず無言のまま状況を収めることを手伝ってもらうことにした。




　　　●




　レスカに手伝ってもらいコルジアトカゲを引き剝はがし、牧場の外に出た俺たちは、今回は逃にげる気を無くしたジニーに対して、問いかける。

「ジニーちゃん。なんでまた人の牧場に勝手に入るような真ま似ねをしたんですか」

　優やさしいが、しっかりとした口調のレスカにジニーが視線を合わせずに俯うつむく。

　一度、ランドバードの牧場で騒そう動どうを起こしたのに、またすぐに似たようなことをするなんて、と俺は呆あきれてしまう。

　そんなジニーは、俺の方を見上げて意を決したのか、言葉を口にする。

「兄ちゃん、あたしに剣を教えてくれ」

「駄だ目めだ」

「なんで！」

　俺が反射的に拒きよ否ひする。

　一応、レスカからジニーの家庭環かん境きようは聞いている。俺も、冒険者になりたいという気持ちを持っていたので否定はできない。

　だが──

「お前、向こう見ずな性格だから駄目だ。みすみす命を落とす危険性を高めることをさせるわけないだろ」

　先任騎士のバルドルだって、この町で定期的に自警団の人間に対して剣術や集団戦せん闘とうの訓練などを施ほどこしているらしい。

　それに、見込みのある子どもに片手間だが、武器の扱い方の基本を教えている。

　もしも、ジニーに見込みがあるならバルドルが先に教えているはずだ。

「なぁ、もしかして、バルドルに断られたのか？」

「な、なんで分かったの！」

　無理して男言葉を使っているジニーの素すの発言に対して、レスカが微び苦く笑しようを浮うかべながら、そっと耳打ちしてくれる。

（ジニーちゃんは、【火魔ま法ほう】の【加護】があるのですけど、勝手に暴発して危険だからバルドルさんも教えられないんです）

　なるほど、周囲の安全上か、と内心溜ため息いきを吐つく。

「それで、ジニーは大人しく家に帰る気は──『ない！　絶対に剣術を教わる』──はぁ」

「まぁまぁ、ジニーちゃんも折角来たんです。私たちと一いつ緒しよに魔物牧場を見学しませんか」

「ん、分かった。レスカ姉ちゃん」

　素直に頷うなずきレスカと手を繫つなぐジニーを見て、少し意外に思った。

　周囲全すべてに対して、自分の意見を押し付けるのかと思ったが、ちゃんと素直な一面があるようだ。

　そして、俺たちはジニーも加えてコルジアトカゲの牧場の見学をする中、俺を訪たずねてバルドルがやってくる。

「よぉ、なんか俺より早くに牧場に慣れたな」

「……バルドル」

「さんを付けろ。一応、俺の部下だろ」

　ちょうど、コルジアトカゲの住すみ処かの清せい掃そうと体の汚よごれを落とし終えた俺は、立ち上がり、バルドルと向かい合う。

　ちょうどこの牧場での手伝いと見学を終えたレスカたちもやってきた。

「お前らが牧場にいないから少し探したぞ」

「あれ？　バルドルさん、今日はなにか用でもあったか？」

「いや、今日が牧場町の自警団の連中に定期的に訓練を施す日だからコータスを借りようと思ったんだ」

「その話、聞いてないんだが……」

「あー、そうか、伝え忘れていたか。だけど、訓練の日程は、お前が来る前から決まってたんだ。ついでだし、顔出ししろ、上官命令だ」

　俺は顔を顰しかめて睨にらむが、バルドルは有う無むを言わさず、連行しようとする。

「そうですね。コータスさん、騎き士しらしい仕事ですよ！」

　そして、思わぬところからバルドルの援えん護ご射しや撃げきをするレスカ。

　俺は、ふぅ、と長い溜息を吐き出す。レスカと共に他の畜ちく産さん魔物の牧場見学をする予定だったのに、仕方がない。

「それで、その自警団の訓練は具体的に何をやるんだ？」

　俺は、諦あきらめてバルドルに訓練内容を尋たずねる。

　町の自警団の訓練と言っても、騎士団や町の衛兵の訓練をそのまま適用できないだろう。

「一応、有事の際の対策が中心だな。例えば【魔の森】から危険な魔物が現れた場合や町中の魔物牧場から畜産魔物が脱だつ走そうした場合を想定した動きや、他ほかにも基本的な武器の扱あつかいだな」

　バルドルの言葉に、後ろ向きだった俺もむしろその訓練に参加したいとさえ思う前向きな気持ちになった。

　この牧場町に左遷され、この町に適応できるようになるために必要な事こと柄がらだったからだ。

「必要な物はあるか？」

「一応、訓練用の武器や簡単な革かわ鎧よろいとかの道具はこっちで用意するからそのままで来てくれ。場所は、町と【魔の森】の間にある平原だ」

「わかった。なら、レスカのこれが終わったら──『大だい丈じよう夫ぶです！　むしろ、そっちが本業なんですから、私の方は気にしないでください！』──今すぐ行く」

　レスカに声を被かぶせられ、俺はそう答える。

　ジニーは、レスカの後ろで立っているが、視線が気になる。

　多分、自警団の訓練に参加したいけど、以前追い返され、バルドルに説教でもされたのかもしれない。

　とりあえず、一度ジニーの頭を撫なでてから、そっとレスカの牧場見学の手伝いを頼たのむ、と小声で伝えると真しん剣けんな表情で頷く。

　その後、バルドルと共に町の郊こう外がいの平原へと出かける。

「コータスさん、あとでお弁当を持っていきますから、楽しみにしていてください！」

　レスカとジニーに見送られ、気き恥はずかしく感じながら、一度レスカの牧場に寄って訓練用の鉄てつ芯しん入りの木刀だけを持って、自警団の訓練に参加する。

　平原に辿り着いた俺とバルドルだが、まだ参加者が少ししか集まっていないので、一人訓練のための準備運動を始める。

　柔じゆう軟なん運動で足を百八十度に開いたり、足を高く上げる姿が牧場町の自警団の人たちに奇き怪かいに映ったのか、変な顔で見られる。

　怪け我がの予防や運動時の急な動きに対応できるような柔軟運動は、元近この衛え騎士のバルドルも分かっているのか同じようにやるが、俺は更さらに入念に行う。

「ほら、やる気がある奴やつは、俺たちの柔軟運動をマネしろよ！」

　そう言ってバルドルが声を張り上げると来た人から少しずつ柔軟運動を始める。

　まぁ、この行動の意味が分からないため身が入っていないようだが、まずは形からでいいだろう。

「俺は、前から一人でやってたんだけど、誰だれもやらねぇんだよ。なんか、一人変なことやってるなぁ、って感じで」

「そうだったのか？」

「けど、それが二人だと、渋しぶ々しぶながらでもやるもんだな」

　クククッと笑うバルドルに対して、それは周囲への同調圧力という奴なのではないだろうか、とも思う。

　今は少人数だが上う手まく柔軟運動に参加させて、少しずつ集まって来る人たちに柔軟運動をやらせて、最終的には参加者の半数近くが運動前の習慣になれば、とか考えているのかもしれない。

　俺たちの体が程ほどよく温まった頃ころ、かなりの自警団の人たちが集まった。

　その中には、俺を見てどこか敵意や不信感にも似たような目を向けてくる人がいるので、まだ牧場町に受け入れられていないんだなと感じる。

　それからすぐに自警団の訓練が始まった。

「今月も自警団の訓練だ。前回は、【魔の森】から魔物が現れた場合の訓練だったが、今回は、盗とう賊ぞくなどに町が襲おそわれた時の対人戦闘の訓練をするぞ！」

　そう言うバルドルの言葉に多くの参加者が嫌いやそうな顔をする。

　盗賊からの自衛の訓練は騎士団でもやるが、こんなに嫌そうな顔をする人たちは初めて見た。

「安心しろ。そのために新米の騎士を連れてきたんだ！　今回は、俺が相手じゃねぇよ」

「「「よっしゃぁぁぁっ！」」」

「って、今まではあんたが相手をしてたのか!?　あんた元近この衛え騎士だろ！」

　近衛騎士なんて、冒ぼう険けん者でＢランク相当の人間だ。

　半分人間辞やめたような人を相手に訓練するなんて、ただの自警団にとっては苦痛でしかないだろ。

「と、いうわけで、コータス頼むわ。対人戦の訓練はやったことあるだろ？」

「……だから、俺を呼んだんだな。まぁ、やったことあるけど……」

　嫌そうな顔をバルドルに向ける。

　俺は、この手の訓練の悪役によく抜ばつ擢てきされていた。

　体格が一いつ般ぱん人並みで更に【頑がん健けん】の【加護】で他の人より打たれ強い、それに輪を掛かけて目付きが悪いため悪役にはちょうどいいと頻ひん繁ぱんにやらされた苦い記き憶おくがある。

　内容としては、連戦での対人訓練だが、それに最近知った事実として、俺の鎧には【グラド重鉱石】が混ぜられていて、実力が封ふうじられた状態だったらしい。

　そのせいか、訓練や鍛たん錬れんとしては、あまり実りのあることをした記憶がない。

「そう嫌そうな顔するな。お前が騎士団で嫌きらわれてたのは知ってる。だけど、私刑リンチ紛まがいな訓練はしねぇよ。安心しろ」

　それに対亜あ人じん系の魔物の訓練でもある、と耳打ちしてくるバルドルの言葉に納なつ得とくして頷く。

「それじゃあ、参加人数が多いから、半分はコータス相手の対人訓練。残り半分は町の外周の走り込みだ！」

　そう言って、ノロノロとグループに分かれ始める。

　騎士団ほど、キビキビとした動きはないがちゃんとグループ分けがなされ、片方のグループが走り込みを始める。

　そして、残ったグループが事前に用意された訓練用の武器を手に取る中、俺も残った道具の中から適当に何種類かの武器を選ぶ。

　どういうわけか、全て木製なのに、どれも本物の武器並みの重さをしていることに不思議に思う。下手したらそのまま鈍どん器きとしても使えるものだ。

「おい、コータス。その武器でいいのか？」

「いや、盗賊相手ならこの辺り全部使うだろうからな。一応、それなりに扱える」

　選んだのは、大おお振ぶりのナイフやショートソード、ショートスピア、丸まる盾だて、ハンドアックスの形をした木製の訓練道具だ。

　今回は、食くい詰つめた農民が盗賊になったと仮定した装備だ。

　どの農民家庭にもありそうな道具や農具に近い種類の武器であるために使い方はそれほど変わらないはずだ。

「マジかよ。大たい抵てい、一つか二つを極きわめるだろ」

「俺に合った武器の種類を探すため一通り試ためしたけど、特別上う手まく扱える武器ってないんだよな。けど、苦手な武器もないけどな」

　今は、ロングソードを多く使っているが、俺の親父おやじたちに訓練を施ほどこされた時はスタンダードなものからキワモノの武器、日常生活で扱う道具すら武器に転用する使い方を面おも白しろ半分で仕込まれた。

　冒険者や騎士よりもその多た彩さいさから曲芸師か暗殺者に向いていると言われたのを思い出す。

　まぁ、その反面、どの武器を扱っても《戦技》と呼ばれる技わざを覚えられなかったので、俺の才能の無さがよく分かる。

　そして俺は、最初に木刀にバックラーを持って、自警団の一人と向き合う。

　日々いい食事を取り、農作業で鍛きたえられた太い腕うでが、長ちよう剣けんサイズの木刀を小枝のように素す振ぶりしてこちらを威い嚇かくしてくる。

　流石さすがに訓練時に無属性の身体強化魔ま法ほうである《オーラ》を使うのは、不公平であるため素すの身体能力で対たい峙じする。

「それじゃあ──はじめ！」

　バルドルが審しん判ぱんを務め、手を振り下ろした瞬しゆん間かん──

「死ねや、オラァッ！」

　いきなり物ぶつ騒そうなことを言いながら繰くり出される木刀。

　初しよっ端ぱなから殺意全開で攻こう撃げきしてくることに目を剝むくが、これも辺境の牧場町特有の気風なのかと考えながらバックラーで木刀を受け流す。

　元々、訓練程度でしか武器を扱わない人間であるため簡単に体が流され、つんのめる。

　その隙すきに自分の武器で軽く脇わき腹ばらに当てれば終わりだ。

「よし、次！」

　バルドルの判定を聞き、次の相手が来る。

　何度も自警団相手に訓練するが、俺が睨にらみつけると目が泳ぎ挙動不ふ審しんになる奴、始まる前から俺に敵意がある奴、のらりくらりとやり過ごそうとする奴など、騎き士し団にはない面白さがあった。

　それから怪我をさせないように休みなく相手をするのは、疲つかれてくる。

【頑健】の【加護】は、怪我や病気などに強い耐たい性せいと回復力を見せるが疲ひ労ろうの蓄ちく積せきやそれに類するものに対しては、即そつ効こう性のある【加護】ではない。

　また疲労が蓄積し続ければ、回復力も大おお幅はばに鈍にぶる。

　それでも精神で疲れを押し込め、何周も自警団の男たちを相手にする。この程度の連戦は、余計な重量の掛かる鎧よろいを着けていた騎士団時代に比べれば、なんてことはない。

「よし、次！」

「お前、目め障ざわりなんだよぉぉっ！」

「……ぐっ！」

　俺が次々と武器を変えることが手を抜ぬいているように見えるのか、一人の青年が開幕と共に突とつ撃げきしてくる。

　俺に対して、ギラギラした視線を向け、穂ほ先さきのないショートスピアでの突つきを放つ。

　俺は、二本の木製ナイフというリーチの差がある武器でショートスピアを相手にするのは難しく、一方的に突きを放たれ続ける。

　こちらは疲れで少しだけ動きが鈍にぶる中で、相手は偶ぐう然ぜんにも最高の一撃を放つ。

　俺は体から力を抜いて倒たおれるようにして横に避さけるが、それでも肩かたに丸められたショートスピアの先せん端たんが押し付けられて、平原の地面に突き倒される。

「そこまで！」

　通算何十回連続で戦っただろうか。

　町の外周を走っていた自警団の人とも途と中ちゆうで交代したために覚えていない。

「お前、見てて呆あきれるぞ。よくそんなに連戦できるな、それとホントにどの武器も扱あつかえるんだな」

「はぁはぁ……それなりだから、二流もいいところだ」

　俺は倒れたまま息を整え、疲労回復のために【加護】へ意識を割さく。

「それにしてもお前、見た目によらずタフさだけはあるな。タダの新米騎士の持久力じゃねぇぞ」

「前の騎士団での訓練だと重い鎧を着けての連戦ですぐにバテたからあまり分からん」

　そう言うと、顔を顰しかめるバルドルだが、それを無視して疲労回復に意識を集中させる。

「まぁ、とりあえず休め。お前は俺が思ってる以上に優ゆう秀しゆうだった」

　俺は、疲れを癒いやすために目を閉じて集中しているが、バルドルの声こわ色いろが笑っているように感じる。

　そして、俺を置いてバルドルが自警団の人たちに言い放つ。

「よーし、交代して、次は俺が相手してやる！　何人でも掛かって来い！」

「やめろよ！　あんた相手にするのは、人食いオーガを相手にするのと同じだぞ！」

「はははっ、安心しろ！　人も食わんし、殺しもしねぇよ！」

　自警団の誰かが抗こう議ぎの声を上げたが、バルドルはその意見を素っ気なく却きやつ下かする。

　そして、次に響ひびくのは自警団の男たちの悲鳴だ。

　そこで目を開けば、及および腰ごしになりつつ訓練用の武器を構える自警団の人たちと、木刀を振り回すバルドルが見えた。

　どの打撃も寸止めしているがその風圧が凄すごいらしく、なけなしの勇気を振り絞しぼってバルドルに攻撃を仕掛けても、上位の身体強化魔法である《ブレイブエンハンス》で底上げされた体はビクともしない。

「おー、いい打撃だ。これがホントのオーガなら刃は先さきは食い込んでた。だが！」

　そう言って、再びスイングする木刀。

　風圧で尻しり餅もちをつく自警団の一人に一いつ喝かつする。

「一撃入れただけで終わると思うな！　コータスに挑いどんだ時のような殺気を見せろ！」

　いや、これが原因で対人戦の訓練やりたくなかったんだろうなぁ、と俺は一人遠い目をする。

　俺からバルドルへと交代した自警団への訓練の後には、死し屍し累るい々るいたる有り様だった。

「体ばかり立派なのはいいけど、もうちょっと粘ねばれよ」

「いや、無理だろ元近衛騎士」

　連戦の疲れから回復した俺は、最後に訓練用の鉄てつ芯しん入りの木刀を持って立ち上がる。

　対するバルドルも先さき程ほどまで自警団相手に大暴れしていたのに疲れた様子すらない。

「ほら、最後に鍛錬してやるよ。本気で掛かって来い」

「ホント、半分人間辞めてるよな。──《オーラ》！」

　俺は、そう言いながら、身体強化の《オーラ》を体に巡めぐらせ、バルドルとの距きよ離りを一気に詰め、身を低くして下から撥はね上げるように木刀を振るう。

　体格で劣おとる俺が放つ斬り上げは、相手の視界の意識外からいきなり現れるように感じるはずだ。
















　だが、そんな小手先の一撃をバルドルは何でもないように受け止める。

「ほぅ、中々にえげつない攻撃するな」

「やっぱり、近この衛え騎士のような人間に小手先の技は効かないか」

「分かってるなら、堂々と打ち込んで来い！」

　そう言って、受け止めた木刀に力を込こめて俺の体ごと弾はじき飛ばすバルドル。

　力を込めると共に体から青いオーラが勢いよく噴ふき出し、身体強化に使う魔ま力りよくでこちらを威い圧あつしてくる。

　弾かれる勢いのままバックステップで距離を取るが、バルドルはその隙を逃のがさず追撃してくる。

　シンプルな横よこ薙なぎを木刀で受け止めるが、力で押される。

　その後、何合と木刀同士で打ち合う度たびに、木刀ではあり得ない音を周囲に響かせ続ける。

　次し第だいに木刀同士の打ち合いで手が痺しびれたため、俺はバルドルから再度距離を取り、動きを止める。

「お前……その木刀に何仕込んでる？」

「ただの鉄芯だよ。鍛か冶じ屋やのロシューから貰もらった鉄の棒を組み込んだ自作の木刀だ。それより、バルドルの木刀だって、鉄の剣けんより重いぞ」

「こいつか？」

　ニヤリと笑うバルドルは、丁てい寧ねいに油を馴な染じませて手入れのされた濃こい茶色の木刀を自じ慢まんするように掲かかげる。

「こいつは、トレントの極ごく太ぶとの木材を大剣サイズに加工したものを俺の【重圧の魔眼】で圧縮して密度を上げて作った圧縮木刀だ」

「マジで!?　そんな事ができるのか！」

「どうだ。すげぇだろ！」

　その話を聞いて、俺は珍めずらしく声を上げる。

　もしもそんな夢のような木刀があるなら、鉄の芯の周りにトレントの木材を圧縮した重量と強度を確保した鍛たん錬れん用の木刀ができるかもしれない。

　新しいおもちゃを見つけた子どものような反応で隙を見せてしまった俺は、一いつ瞬しゆんで距離を詰めてくるバルドルの本気の振り下ろしを受ける。

「ぐっ！」

「その圧縮木刀の一撃を味わって、沈しずめ！　──《重圧の魔眼》！」

　更さらに、振り下ろされた圧縮木刀に【重圧の魔眼】が掛かけられ重さが増す。

　先程の打ち合いで痺れた手がまだ回復していないため受け止めた木刀を思わず手て離ばなしてしまう。そこへバルドルの圧縮木刀が俺の肩の上で止まる。

「……参りました」

「ふぅ、中々に楽しめたな」

「こっちは手が痺れて上う手まく動かせないぞ」

　震ふるえる手で取り落とした木刀を拾おうとするが、すぐには摑つかめないものの、とりあえず腰のベルトに差すことはできた。

「よーし、今日の自警団の訓練は終わりだ。次は二週間後に脱だつ走そうした畜ちく産さん魔物の捕ほ獲かくの訓練をするから捕ほ縛ばく用の道具の使い方をおさらいしてこい！」

　一方的に次回の予定を告げたバルドルは、俺に近づいてくる。

「やっぱりお前強いだろ。ホントなんで左さ遷せんされたんだ？」

「俺は弱いさ」

「噓うそつけ。普ふ通つうの新米騎士だったら俺と三合も打ち合えないぞ。まぁ、その話は追い追い聞くか」

　それだけ言って俺や倒れている自警団の人たちを置いて、一人牧場町へと戻もどっていく。

　俺は、倒れている人たちを放置して帰る気にはなれずに、しばらく平原で横たわり、手の痺れの回復を待っていると牧場町の方から見知った女の子がバスケットを持ってやって来る。
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「コータスさん、訓練お疲れ様です。お昼ご飯と飲み物持ってきましたけど、食べられますか？」

「レスカ。すまん、今は食事をとれそうにない」

　平原に横になる俺の顔を覗のぞき込んでくるレスカが、驚おどろきに目を見開く。

　レスカの足元には、オルトロスのペロもいる。ゆっくりと俺は上体を起こす。

「本当に大だい丈じよう夫ぶですか!?　どこか怪け我がでも！　よく見れば顔に土が！」

「いや、怪我はないし、ちょっと泥どろが跳はねただけだろ。そうじゃなくて、手が痺れてな」

　レスカが慌あわてたように昼食を入れたバスケットから水で固く絞ったお絞りを広げて、少し強ごう引いんだが俺の顔を拭ぬぐうのが気き恥はずかしくなる。

　その間に、バルドルとの訓練の結果、手が痺れていることをきちんと伝えたら──

「だから、昼食はちょっと待ってくれないか」

「そうですか」

　ちょっと残念そうにするレスカのしゅんと小さくなった姿が可愛かわいいなぁ、と思ってしまう。

　ふと俺は、この場にレスカだけなのが気になり尋たずねる。

「そう言えば、レスカ？　ジニーはどうした？」

「牧場の見学先の手伝いをしてもらった後、おうちに帰りましたよ。一いつ緒しよにお土産みやげのコルジアトカゲの尻尾しつぽ肉やボア種の骨付き肉を貰もらいました！」

　今夜は、ごちそうです！　と力説するレスカに俺は微び苦く笑しようを浮うかべる。

　それと同時に、俺たちを見る自警団の男たちの視線が険しいものに変わっていくのに気が付く。

　その中で、俺と対たい峙じした自警団の中で一ひと際きわ体格の大きな青年たちがこちらに近づいてくる。

「なに、レスカに鼻の下伸のばしているんだ！　左さ遷せん野や郎ろう！」

「まぁ、左遷されたのは事実だが……すまない、名前をまだ知らないんだ」

「俺様は、オリバーだ！　この魔物牧場の町で一番の牧場主の息子むすこだ！」

　そう言って自らの筋肉や体格を誇こ張ちようするように胸を張る特とく徴ちよう的な尖とがった髪かみのオリバーに対して、俺も自己紹しよう介かいをする。
















「一番の魔物牧場か、凄いな。俺も自己紹介をしよう、新人騎き士しのコータスだ」

「お、おう、俺様の凄さが分かればいいんだ、分かれば……」

　表情を緩ゆるめて、嬉うれしそうにニヤニヤと笑っているが、オリバーの後ろに付き従っている他の青年に軽く肩かたを叩たたかれて再び表情を引き締しめる。

「って、そうじゃねぇ！　騎士団の駐ちゆう在ざい所しよが壊こわれただか何だか知らねぇが、いきなり現れてレスカの牧場に居候いそうろうして！」

「まぁ、それに関しては宿屋に泊とまろうとも考えたんだが、流石さすがに俺の給きゆう与よだと直るまで泊まる金がないんだ。生活費と食費も掛かるし」

「なんだ、地味に自慢か！　朝から晩までレスカと一緒に食事が食べられる、ってか！」

　なにやら怒おこり出すオリバーに対して、レスカは恥ずかしさから顔を赤らめ、俺もその反応を見て、つい意識してしまう。

「ぐぅっ、なんだその反応は！　まぁ、左遷野郎が、居候しているがレスカに手を出せないことは知っているぞ！」

　ほぼ初対面の人間から下品なことを言われて顔を顰しかめる俺に、オリバーの取り巻きがこそこそと話し合っているのが耳に届く。

（と、いうか、あのオルトロスの警けい戒かい心が強すぎてレスカちゃんにアプローチできないんだよなぁ）

（無理に迫せまろうとすると、盛せい大だいに吠ほえられるし）

　そう言っているオリバーの取り巻きたちに見せつけるようにオルトロスのペロは、俺の足に甘えるように纏まとわりついてくる。

　やっぱり、オルトロスは魔物としての高い知能があるんだなぁ、と思いながらペロの頭を撫なでると、その行動が予想外なのか、あんぐりと口を開けるオリバー。

「ば、馬ば鹿かな。あのオルトロスが甘えるなんて」

「コータスさん、あまり話しても意味がなさそうですから帰りましょうか」

　にっこりと微笑ほほえむレスカだが、その表情に少し寒気を覚える。

　俺もペロも背筋を伸ばして頷うなずき、レスカの後についていこうとするが──

「ま、待て！　レスカ！　レスカは、牧場を更に大きくするのが目的なんだろ！　なら俺様と結けつ婚こんしろ！　そうすれば、将来的に町一番の牧場主の妻になれるぞ！」

　その言葉にレスカの足が止まる。

　背中を向けているため、こちらからでは表情は窺うかがえないが、肩が微かすかに震えている。

「それに、女で牧場主をやるにも、あの野生だったリスティーブルやレスカの選ぼうとする畜産魔物は、元々どれも危険度の高い魔物だ！　そんな牧場やめて俺様のところに来い！」

　言い切るオリバーに対して、俯うつむき加か減げんのままレスカは振ふり返る。

　自分の言葉に足を止めたと思ったオリバーは、喜き悦えつの表情を浮かべている。

　次の瞬間までは──

「──断ります」

　静かに、だがはっきりと響ひびくレスカの声にオリバーやその取り巻きたちが動きを止める。

「私は、自分の牧場を大きくしたいんです。他人の牧場で一番を名乗りたいんじゃない。それに私の夢を叶かなえるために、オリバーの言う危ない魔物の力が必要なんです」

　レスカの言葉に、自警団の青年たちが息を吞のむ。

「だから、あなたとの結婚を断ります」

　そう告げるレスカは、俺の手を取り、少し早足で牧場町の方に戻る。

　その時、レスカの普ふ段だん見せない芯しんの通った姿に見み惚とれて、痺れた手を握にぎられた鈍にぶい痛みを忘れていた。

　しばらく俺の手を引いていたレスカは、思い出したように俺の手を離はなす。

「っ!?　コータスさん、ごめんなさい！　いきなり手を摑んで！」

「いや、それはいいんだ」

「…………」

「…………」

　俺はただ短くそう告げると、互たがいに無言になってしまう。

　俺もなんて言えばいいのか分からずに痺しびれの治まった手で首の後ろを撫で、レスカは両手の指先同士を合わせて、もじもじとしている。

　いつまでもこうしてちゃいけないと思い、俺はレスカに声を掛ける。

「なぁ……」

「ひ、ひゃい！　な、なんですか！」

　俺の声掛けに驚き、声が裏返るレスカ。

　啖たん呵かを切ったことを気にしているのか若じやつ干かん挙動不ふ審しんになっているが、とりあえず提案する。

「その、帰って昼飯食べようか。折角作ってくれたんだし」

「あっ……」

　レスカは自分の腕うでに掛けているバスケットに視線を落とし、本来の目的を思い出したようだ。

　恥ずかしくて赤くなったり、自己嫌けん悪おで暗い感じで俯いたり、表情がコロコロ変わる。

　それに先さき程ほど啖呵を切った時のような凜り々りしい表情も作れるのか、と感心もしてしまう。

　そして、レスカの牧場へと戻る間、再び無言になる俺たちだが今度はレスカから声を掛けてくる。

「さっきのこと、聞かないんですね」

「あー、まぁなんか関わり合いたくなさそうだからな。無理には聞かないさ」

　オリバーのレスカへの求婚に驚きはしたが、最近来たばかりの俺には何とも言えない。

　ただ──

「ただ、レスカが困ったことがあれば俺に相談してくれ。一応、地域住民の安心と安あん寧ねいを守るのが、騎士の務めだからな」

　そう言って、自分でも慣れない不器用な笑えみを浮かべれば、レスカは小さく噴ふき出す。

「コータスさん、ありがとうございます。なら、私の愚ぐ痴ちを聞いてくれますか？」

　イタズラっぽく笑うレスカに対して俺は頷き、それから一方的にレスカの身の上話を聞くことになる。

「私の両親は、町から町へと魔物で荷物を運ぶ調教師なんです。ですから、荷物を運ぶ旅に子どもの私を連れるのは危険なんで、この町にいた叔お父じに預けられたんです」

「ジニーと同じだな」

「そうですね。それと、両親は魔ま物もの同士を戦わせる【魔物闘とう技ぎ場じよう】にも参加していて各地の大会にも出場していたんです」

【魔物闘技場】とは、調教師同士が自身の使し役えきしている魔物を戦わせ、多くの人に娯ご楽らくを与える場である。

「小さい頃ころに両親の魔物が戦う姿を見たことがあるんです。格好よくて憧あこがれました。まぁ、両親は、そんな魔物を戦わせる調教師の姿を見せないために、この町にいた叔父に預けたんでしょうけど」

　そう言って、微苦笑を浮かべるレスカ。

　魔物同士を戦わせるというのは、その戦いの余波が調教師にも及およぶ可能性がある。それを危き惧ぐしたのかもしれない。

　そして、レスカはこの牧場町で育ち、最近牧場主として独り立ちしたのか。

「それで今に至るのか。でも、レスカの叔父は？」

「叔父は、魔物牧場をやりながら魔物研究もやっていたんです。最近、魔物研究の論文が評価されて魔物の研究機関に行くことになったんです」

「そうなのか……」

「その時、ほとんどの調教した魔物を連れて行き、残った牧場を私が譲ゆずり受けて独り立ちしたんです」

　レスカは、懐なつかしそうに自分のことを話してくれた。

　レスカの動どう揺ようした時に出る口調や、魔物に対する深い知識などは、魔物研究家の叔父との生活に影えい響きようされているのか、と納なつ得とくする。

「私は、小さい頃に見た父さんと母さんが従える魔物たちの戦う光景が忘れられないんです。それに両親の従えた魔物の温かさ……」

　一度、言葉を区切り、俺の顔を真っ直すぐに見る。

「私の夢は、叔父から譲り受けた牧場を一番の魔物牧場にすること。そして、もう一つの夢が──昔見た魔物たちが戦う光景を、調教師としての立場から見たいんです」

　魔物牧場と戦う調教師の両立。

　その条件を満たす魔物として、リスティーブルという畜ちく産さん魔物を選んだようだ。

「私は、自分の調教した魔物が死んじゃうのは見たくありません。でも戦ってみたい。だから、戦えて、体が頑がん丈じような魔物を自分の牧場に加えたいんです」

「それに畜産魔物であることが条件、と……」

　小さく俺が呟つぶやくと、レスカが恥ずかしそうに頷く。

　食べ物を生み出し、更さらに牧場で飼えるだけの性質を持ち、体が丈夫で死ににくく戦える畜産魔物という厳しい条件に俺が微び苦く笑しようを浮うかべる。

「確かにそういう条件で選ぶのは難しいのは分かっています。でも、私の周りの障害ってそれだけじゃないんです」

　今度は、レスカが微苦笑を浮かべる。

「さっき、コータスさんと一いつ緒しよにいた自警団の人たちの多くは、牧場の次男や三男なんですよ」

「そうなのか？」

「大体が継つぐ魔物牧場を持っていません。だから、家族で経営する牧場で働き続けるか、娘むすめしか跡あと取とりのいない牧場に婿むこに入るとか、色々な道を探していかないといけないんです」

「そうなのか。やっぱり、どの家も下の子どもには家や土地は分配されないのか」

　農村でも、家や土地は長子相続という考えがあるのは知っている。

　それに牧場の場合には、土地や財産を等分しても無む駄だに牧場の規模を縮小させるだけになる。だから、長子相続が根付いているのだろう。

「そうした家を継げない男性の中には、自分で【魔の森】近くの土地を新しく開かい拓たくして牧場を興おこすか、年ねん齢れいや跡取り、資産の関係で手て離ばなした牧場を引き継ぎ上う手まく自分の牧場を持てる場合もありますが……」

　だが、それも牧場町の子どもの全すべてを満たせるものではない、とレスカが言う。

「それじゃあ、その他の子どもたちは、どうしているんだ？」

「他の大きな規模の牧場やお店に雇やとわれたり、この町での仕事を見つけたり、町を出て別の仕事を探したりするんです。人によっては冒ぼう険けん者になりますけど、やっぱり、自分の牧場を持ちたいんです。そうした人たちは、私と結婚、もしくは私がどこかの牧場に嫁よめ入いりした方が都合がいいんです」

「なぜそこでレスカが結婚？」

「私がどこかに嫁入りすると私の牧場を管理する人がいなくなるから、その土地と建物で誰だれかが新しい牧場を興せます。または、私に婿入りすれば、畜産魔物の少ない牧場だから今からでも自分好みの魔物を飼育することができるって考えている人もいるんだと思いますよ」

　だから、私なんかそれくらいの価値しかないんです。他ほかにも素す敵てきな女性が……と一人不ふ貞て腐くされるレスカ。

「いや、価値はあると思うぞ。確かにたまに、変な口調は出るが、むしろレスカの個性の一つで魅み力りよく的だと思う」

「こ、個性!?　魅力っ!?　お、おま！　そんなこと言うな！」

　何な故ぜかレスカに怒おこられた。それも男の子口調が出たので気を動転させてしまったのだろう。

　普ふ通つうに励はげますつもりが怒られた俺は、しょんぼりと俯くと、レスカは仕方がないですね、と溜ため息いきを吐はき出す。

　また、俺を慰なぐさめるように寄って来たオルトロスのペロの頭を撫なでる。

「一応、昔口調について同年代の男の子にからかわれて気にしていたんです。その……ありがとうございます」

　ぽつりと呟く言葉に、レスカの頭を撫でたくなるが、レスカはそれより先に話を切り替かえるために手を打つ。

「さて、この話はお終しまいです！　でも、私は絶対に牧場を手放したりしません！」

「……そうか」

　そう言って、力強く宣言するレスカ。夢に向かって進んでいくレスカの姿が眩まぶしく見える。

　このままレスカの牧場の発展を間近で見ていたいという気持ちはあるが、騎き士し団の駐ちゆう在ざい所しよが直れば、レスカの牧場を出なくてはいけない。

　そうなれば、こうした近しい関係ではなく騎士として公平な立場に立った付き合いが必要になるだろう。

　そんな俺たちの前に年とし嵩かさの牧場主たちが歩いているのを見かけ、軽く会え釈しやくする。

　その中には、ランドバードやコルジアトカゲの牧場主たちもいた。

「おう、レスカの嬢じようちゃんも呼ばれたのか？」

「どうしたんですか？　何かありましたか？」

　小首を傾かしげるレスカに対して、レスカに親しい牧場主たちが一いつ瞬しゆん、困ったような表情を作る。

　何やら牧場主たちとレスカの間で認にん識しきの齟そ齬ごが生まれているようだ。

「私は、コータスさんにお昼を持って行った帰りなんですけど……」

「おー、そうだったか。うちの息子むすこたちはしっかりやってたか？　こっちは、新しい畜産魔物を捕つかまえるための相談をしとったんじゃ」

「それって【魔の森】の調査ですか！」

　目を輝かがやかせるレスカは、牧場主たちに詰つめ寄る。

「お、おう……レスカの嬢ちゃんは、今まで若い世代だからあえて呼ばれなかったが、これもいい機会だ、話を聞いていけ」

「はい！　ありがとうございます！」

　お昼ご飯の入ったバスケットを俺に押し付けて、他の牧場主たちの詰める建物の中に入っていくレスカ。

　そして、後に残された俺とオルトロスのペロが、他の牧場主たちに囲まれる形で取り残された。

　その際、レスカの牧場に居候いそうろうする俺への視線は、やはり厳しいものがあるが──

「こやつがレスカの嬢ちゃんところに転がり込んだ男か。ダメ男なら町から叩たたき出しているところだが、仕事の評判は悪くないそうじゃのう」

「ランドバードやコルジアトカゲのところの手伝いもしてくれたが、知識や技術がないだけで体の基き礎そもできておる」

　じろじろと見られる居い心地ごこちの悪さにジッと耐たえるが、ふとした瞬間から牧場主たちの雰ふん囲い気きが変わる。

「これは、ジジイ共の独り言だ。レスカの嬢ちゃんをホントは、儂わしらの息子たちの嫁よめに欲ほしいが、あの子はあの子で知識や洞どう察さつ力が鋭するどいからのう」

「あの子が牧場主になれば、きっと今までにない魔物牧場の特産品を作ってくれる期待がないわけじゃない」

「今のレスカ嬢ちゃんの牧場は魔物の品種も少なく、人手も足りておらん。これもいい機会だから今回の【魔の森】の調査に参加させるかのう」

　そう言って、俺を囲んでいた魔物牧場の牧場主たちが、建物の中に入っていく。

　今の話は、若い世代と牧場主の世代で若じやつ干かんの意見の違ちがいがあるということだろうか、それに【魔の森】の調査とは一体……

　俺が首を捻ひねり待っていると、建物に入っていったレスカが嬉うれしそうにしながら戻もどって来る。

「コータスさん、やりました！　【魔の森】の調査に私も加わることができました！」

「そうか、それは良かったな。けど、その調査って一体……」

「そうだ、そのための準備もしないと！　急いで牧場に戻らなきゃ！」

　俺は勢いづいたレスカに圧あつ倒とうされて黙だまって付き従うことになった。

　レスカが落ち着いたのは、【魔の森】への調査の準備を終えて、オルトロスのペロが空腹を訴うつたえた頃だった。
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「すみません。一人で興奮してました」

「あまり驚おどろかせないでくれ」

　オルトロスのペロが空腹を訴え始めた頃ころ、やっと正気に戻ったレスカと共にお昼ご飯を食べながら【魔の森】の調査について話を聞く。

「【魔の森】の調査っていうのは、定期的に冒険者や狩人かりゆうど、牧場主たちが数日間、森に入って調査をすることなんです」

「それで調査の目的はなんなんだ？」

「目的は、森の異変の早期の発見ですけど、それと同時に新しい畜産魔物候補の捕ほ獲かくもあるんです」

　なんとなく理由は分かるが、レスカの詳くわしい話を聞く。

「魔物の多く棲すむ【魔の森】は、少し見ない間に魔物の縄なわ張ばり争いで分布が変化することがあるんです。だから、定期的に調査して危険な魔物が近づいてないか調べると共に、有用な畜ちく産さん魔物を捕獲することが目的なんです」

　縄張り争いで追いやられた魔物は、大たい抵てい魔物のランクが低く扱あつかいやすいとのことだ。

「なら、【魔の森】での魔物の捕獲が正しいんじゃないのか？」

　説明を聞いて疑問を口にすると、レスカは微苦笑を浮かべて詳しく説明してくれる。

「魔物の分布の変化は、そう頻ひん繁ぱんに起こることじゃありません。大抵は空から振ぶりするんです」

「そうなのか」

「それに魔物は、畜産魔物の候補だけとは限りません。時には、害がい獣じゆうとなる魔物である場合もあるんです。そうした魔物の調査と間引き、場合によっては駆く除じよ、他ほかにも森林資源の状態の確認なんかもやっています」

　そして、いつもより声のトーンを一段下げたレスカが語る。

「それに、【魔の森】からいつ魔物があふれ出すか分かりません」

「魔物のスタンピード現象か」

　歴史を繙ひもとけば大小様々な規模の、魔物の集団暴走現象が見られる。

　有名なところでは、ゴブリンの群れが一万匹びき以上に膨ふくれ上がり、至るところにいた小規模のゴブリンの群れを吸収し、更さらに行軍の間にも子を産み数を増やし、最終的に十万匹まで膨れ上がり、国一つを滅ほろぼした逸いつ話わ。

　また、Ｂランクのワイバーンの群れ百匹が国を襲しゆう撃げきして政治機能が崩ほう壊かいして分解した話や、Ａランクのキマイラ十匹が【魔の森】から現れて辺境の兵士団を全ぜん滅めつさせた話、海ではＡランクのシーサーペント亜あ種しゆが五十匹出現して海路が封ふう鎖さされ、多くの商業船や海軍船が海の藻も屑くずに変わった話。

　そんなスタンピードの話を思い出して顰しかめられた俺の顔を見て、レスカが慌あわてたように声を上げる。

「脅おどすようなことを言いましたけど、スタンピードの兆候なんて普通はありませんし、あったとしても小規模で【魔の森】の近くに新しい住すみ処かを作る程度なんです」

「そうだな。本格的なスタンピードの規模だと騎士団とかが出てくるよな」

「はい。それに私たちが対処できる目安は、Ｃランクの魔物が三十匹とかその規模ですよ」

　Ｃランクの魔物……例えば、リスティーブル三十頭がスタンピードによって暴走してきたと考えると軽く身み震ぶるいする。

　有名なスタンピードの逸話には及およばないが、それでも辺境の牧場町の生活や産業が破は綻たんし、最悪、町を捨てる必要すらある。

「だから、こうした定期的な調査は、未来の安全のために必要なんですよ。それに、たまにはぐれた新しい畜産魔物も見つかるんですよ」

　レスカが先さき程ほどまでの少し暗い話を変えるように明るく答えてくれる。

「色々とこの町の勉強になった。ありがとう」

「そ、そんな！　感謝されることじゃありませんよ！　私が一方的にしゃべってるだけですし！」

　慌てるように言葉を口にするレスカ。そして、しばらく沈ちん黙もくし、再び語り出す。

「それに、私もこの調査に参加するの憧あこがれてたんです。魔物研究家の叔お父じも毎回この調査に加わっていたから、今回認められてやっと一人前の牧場主になれたようが気がするんです」

「そうか」

「リスティーブルも以前の調査の時に叔父が見つけて連れ帰ったハグレ個体の魔物で、置き土産みやげとして私に預けてくれたんです。だから、余計に調査には思い入れがあるんです」

「そうなのか。それは良かったな。だけど、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「なにがですか？」

　小首を傾げて不思議そうにするレスカ。

　実際、あの場所に集まった牧場主の殆ほとんどは男性であり、調査に同行する冒ぼう険けん者も男性の割合が多い。

　そんな中で女性のレスカを同行させるのは少し危険ではないだろうか、と思うのだが──

「大丈夫ですよ。冒険者といってもこの町に根差した専属冒険者ですし、狩人と兼けん業ぎようしている女の人もいます。それに騎き士し団からバルドルさんが、他には、ジニーちゃんのお祖ば母あさんも参加します」

　そう明るく答えるが、逆に俺としては不安の方が大きい。

「それより私が留守の間、魔物の世話を頼たのみますね！　リスティーブルの放牧と餌えさやり、牛舎の掃そう除じ、コマタンゴの出しゆつ荷か、ピュアスライムの浄じよう化か水の配達、動く野菜の畑の水みず遣やり。色々ありますから！」

　俺としては、この少女についていきたいが、こうも笑え顔がおで頼たよられてしまえば頷くことしかできない。

　そして、当日までの間、俺はレスカからみっちりと留守中の仕事を仕込まれる。

　その際に、リスティーブルに一日一回、突とつ撃げきの標的にされるがそれさえ乗り越こえれば、特に攻こう撃げきしてくる様子はないので、問題なく牧場の仕事を手伝うことができた。

　まぁ、一日一回、空を見上げることになるのだが……

　他ほか、一いつ泊ぱく二日の調査に使う宿泊道具や魔物の捕獲用のネット、ケージ、保存食などの準備も手伝う。

　そして当日になり──

「コータスさん、行ってきますね！」

「気を付けて行くんだぞ。【魔の森】は何があるか分からない。危険と感じたらすぐさま逃にげてくるんだぞ」

　まるで保護者のような言動に、内心自じ嘲ちようしながら、それでも不安を隠かくせない。

　レスカの足元には、オルトロスの幼体であるペロが任せろと胸を張っているが、心配だ。

　今回、調査に参加する人は、レスカを知っている牧場主数人とその息子むすこたちに、狩人、牧場町の魔物捕ほ獲かくに特化した専属冒険者のパーティーたちだ。

　その牧場主の息子としてあのオリバーも一いつ緒しよにいて、勝ち誇ほこったようにこちらを見て、鼻息を荒あらくしている。

　そんな【魔の森】の調査には、何な故ぜか森歩きがしやすそうな格好のジニーが一人の女性の後ろに隠れるようにして立っていた。

　レスカはジニーが隠れる女性に向かって歩いて行き、挨あい拶さつを交かわす。

「本日は、よろしくお願いします。リアお婆ばあさん」

「レスカ嬢じようちゃんは礼れい儀ぎ正ただしいね。あたしも今回は孫まご娘むすめを連れて実地で覚えさせようと思っているからよろしくね」

　そう言ったのは、見た目若々しく、肌はだの張り艶つやなどまだ四十代と言っても通用しそうな女性だ。　そして、レスカの隣となりに立つ俺に目を向けてくる。

「あんたがこの町に新しく来た騎士さんかい？」

「初めまして、この町に来た騎士のコータスと申します」

　俺の自己紹しよう介かいに微び笑しようを浮うかべる女性は、自己紹介を返してくれる。

「あたしは、薬屋のオーフェリアって言うんだ。まぁ、あんたには、ジニーのお祖ば母あさんの方が分かりやすいかね。みんなからは、リア婆って呼ばれているよ」

「リア婆って……」

　婆さんと言うにはまだ若々しく、活力が漲みなぎっているように思える。

「それから、あんたもご苦労だったね。この子に付き纏まとわれて」

　そう言って、ジニーの頭を撫なでると嫌いやそうに顔を顰め、リア婆さんの隣に移動する。

「ええ、まぁ、その……」

　祖母の隣に立つジニーが軽く睨にらんできており、俺が言葉を濁にごすとリア婆さんは苦笑している。

「まぁ、噂うわさでは左さ遷せんされた騎士の兄さんの話は色々と知っているし、レスカ嬢ちゃんの家にお世話になってるんだって？」

「……周りの人はなぜ、俺がレスカの家にいることを知っているんだ？」

「田舎いなかの情じよう報ほう網もうを舐なめるんじゃないよ」

　そう言って、笑って答えるリア婆さんと話をする一方、レスカはジニーの目線に合わせてしゃがみ込み挨拶する。

「ジニーちゃん、よろしくお願いしますね」

「……あたしがついていくのは、バルドルのおっさんに剣けん術じゆつを教えてもらうためだ」

「あんたまだそんなこと言ってるのかい！　剣術や魔法を覚えるにしてもあたしの後こう継けい者しやを名乗れるくらいになってからだよ！　それまではあたしが認めないからね！」

　不ふ貞て腐くされるように呟つぶやくジニーの言葉にリア婆さんが𠮟しかる。

　その後、リア婆さんは、ジニーを俺たちに預け、他の牧場主や狩人の参加者たちと打ち合わせに向かう。

　そこに、町のもう一人の騎士であるバルドルが入れ替かわるように近づいてくる。

「バルドルさん、こんにちは。よろしくお願いします」

　騎士団の駐ちゆう在ざい所しよに常備してあるのか、背負い鞄かばんに一人分の調査道具一式と簡単な革かわ鎧よろいと長剣を持つバルドルは、俺たちに近づき声を掛かけてくる。

「残念だが、今回、俺は不参加だ」

「えっ？　どうして？」

「今回は、若い衆に経験を積ませるためだ。だから、レスカの参加が認められた。そして、俺の代わりに、若い騎士であるコータス、お前が行け」

「だが、レスカの牧場の留守が……」

　俺の言葉を遮さえぎるように、野営道具一式と長剣を渡わたして来る。

「こいつが、騎士団の調査道具一式だ。それと、レスカの嬢ちゃんの牧場は、俺が代わりに留守見てるから行って学んで来い。俺も何度か手伝っているから手順が分かる」

「わかった。何ができるか分からないが、やってみる」

「お前は、真ま面じ目めすぎだろ！　肩かたの力を抜ぬけ！」

　俺がそう答えると、バルドルは俺の背中を叩たたく。

　バチンといい音が出るが、音だけで痛みはなく、ふっと体の余計な力が抜ける。

「ほら、周りに三人で挨拶して来い」

「なんか予定と違ちがいましたけど、よろしくお願いします。コータスさん」

「ん。左遷の兄ちゃん、よろしく。あと、バルドルのおっさんの代わりに剣教えて」

「ああ、改めてよろしく頼む。あと、ジニー、剣は教えないぞ」

　レスカとジニーと共に、他の調査の参加者に挨拶に回る。

　そして、挨拶先には牧場主の父親に連れられて若い世代として参加するオリバーがいた。

「駐在する騎士として参加することになった。よろしく頼む」

「ちっ【魔まの森】は、危険な場所なんだぞ。レスカやジニーのがきんちょに現うつつを抜ぬかしてると死ぬぞ！」

「……わかった。心しておく」

「ったく、なんだよ、お前。俺様にこうも言われて反発心はないのかよ」

　不ふ機き嫌げんそうなオリバーが更に不機嫌そうに眉み間けんに皺しわを寄せる。

　俺としては、オリバーの指し摘てきは真っ当であるので否定はできない。

「まぁいい。それと俺様や親父おやじたちの足を引っ張るんじゃないぞ！　おめえは、騎士って立場だが【魔の森】の素人しろうとだ。しゃしゃり出るんじゃねぇぞ！」

「今回は、学ばせてもらうつもりだ」

「あー、スカした野や郎ろうだぜ。気に食わねぇ」

　吐はき捨てるように言うオリバーは、自分の野営道具を担かついで他に参加する若い世代の所に集まる。

　そして、参加者の確かく認にんが終わり、先頭に冒険者が立つ。

「それじゃあ、狩しゆ猟りよう小屋を起点として調査するからそのために移動するぞ！」

　冒険者の男性が声を掛け、俺たちも歩き始める。

【魔の森】は、魔物の生息し易やすい魔境の一種だ。

　本来なら一いつ切さい気を抜けない場所だが、ここは人間の手が入っているのか木々の間かん隔かくが広く歩きやすい。

　それに真っ直すぐ伸のびた木だけを残しているのか、見通しも悪くない。

「こいつが、傷薬の薬草、こっちが火傷やけどの湿しつ布ぷ薬、こっちは喉のどの粉薬だよ」

　リア婆さんが道中で摘つんだ薬草をジニーに見せて覚えさせながら、採取したそれらの薬草に適切な処理をして仕し舞まう。

　そんなジニーを守るように俺とレスカもこの森を進んでいく。

「お祖母ちゃん、それ知ってるからつまらない」

「ほう、そう言うんなら、こいつはどうだい？」

　そう言って新たに摘み取るキノコに俺もレスカも覗のぞき込むが、俺はギョッとする。

「おい、それ毒キノコだぞ！」

「なんだい、あんたこいつの正体を知ってるのかい？」

　親父たちに森での野営訓練で一人放ほうり出された時、食う物が分からずに手に入れたキノコを食べたら、激しい腹痛と吐き気に数時間のた打ち回った記き憶おくがある。

　まだ【頑がん健けん】の【加護】もそれほど成長しておらず、治ち癒ゆ能力も高くなかった時期に永遠とも思える苦しみを味わったのは苦い思い出だ。

「確かにこいつは毒キノコだが、調合さえ間ま違ちがえなければ、ちゃんとした薬になるよ」

「……筋肉を緩ゆるませる薬。あまり量が多いと心臓も止まるけど、少量なら使う。あと、吐き気の毒は、熱を加えると消える」

「筋きん弛し緩かん剤ざいで正解だよ。あと処理の方法も知っているなんてホント、可愛かわいげのない孫娘だねぇ」

　そう言って、つまらなそうな顔をするリア婆さんだが、ジニーの知識は本物のようだった。

　一いつ般ぱん的な薬から始まり、魔法薬の原料とその処理法、中には先さき程ほどのような条件が限定される際きわどい薬の知識も持っている。

「ジニーちゃん、すごいです」

「お父さんとお母さんが教えてくれた。行く先々の森で見つけた薬の材料を冒険の話と一緒に話してくれる」

「あの、馬ば鹿か夫ふう婦ふが。冒険譚たんと一緒に話したからこの娘が冒険者を目指したんだろうに、普ふ通つうに知識だけ仕込んでくれれば、あたしゃ楽だったのに」

　そう言って、褒ほめるレスカと呆あきれるリア婆さんの後ろ姿を見ながら進み、しばらくして森の中に建つ狩猟小屋に辿たどり着く。

　狩猟小屋は、【魔の森】の中にある狩人かりゆうどたちの休きゆう憩けい場所だ。

　基本的な食器や保存食、燃料の薪まき、獲え物ものの解体道具などが置かれている場所だが、今回は、ここを起点に周囲を調査するらしい。

「今日は、この近辺の調査、と言っても狩人たちが頻ひん繁ぱんに来る場所だ。野生動物くらいしかいないと思うが、その他ほかに何らかの生物の痕こん跡せきを見つけたら報告だ。森の動物の個体数が減っているようなら禁猟する必要もあるしな」

　そう言って、ベテランたちが森の中に散る一方、残った若い世代も方向を定められて調査に向かう。

「あたしとジニーは、ここで昼飯の準備でもしてるよ。それが終わったら、あたしら二人は、日帰りで町に戻もどるよ」

「それは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「心配いらないさ。魔物除よけの匂におい玉とかも用意してある。それにここらはあたしの庭みたいなもんさ」

　そう言ってリア婆さんは、笑え顔がおで俺とレスカを送り出す。

　逆に、オリバーと取り巻きの牧場主の息子むすこたちは、また別の方向の調査を任されて、何な故ぜか悔くやしそうにしていた。

「それじゃあ行きましょうか、コータスさん」

「わかった。レスカの牧場に迎むかえる新しい魔物がいればいいな」

「その方が嬉うれしいですけど、中々いませんからね」

　微び苦く笑しようを浮かべて、俺はバルドルに預けられた剣の柄つかを撫でながら、森の中を歩く。

　時折木の実を巣穴に運ぶ小動物などが見られる中、穏おだやかな葉っぱの擦すれる音に耳を傾かたむける。

「なにもないですね、コータスさん」

「そうだな」

　調査と言うからには何か見つけるのかと思ったが、もう何度も繰くり返されており、整備されているため殆ほとんど普通の森林と変わりない。

【魔の森】に入ってオルトロスのペロは、興奮して落ち葉をまき散らす以外は静かなものだ。

「おっ、スライムがいるな」

「緑色だからグリーンスライムですね。主食は草になります」

　のほほん、とペロの前足で小こ突づかれて逃にげるグリーンスライムを俺とレスカは見送る。

　ここでもレスカの魔物の知識が炸さく裂れつする。

「グリーンスライムを含ふくむ森林スライムたちは、最下層の魔物ですけど、森にとっては重要なんです。時折、喉の渇かわいた野生動物たちの飲み水になったり、水分を溜ため込んだ体が千切れることで森の様々な場所に水分とその水に溶とけた養分を運んでくれるんです」

「冒険者の考えだとスライムは、体の中にある核にしか利用価値のない弱い魔物だな。数が多くてすぐに倒たおせる」

　そう言って、体を引き摺ずって逃げるグリーンスライムを見送った俺たちは、森の中で見つけた木の実やキノコを集めて、野営の食料の足しにする。

　そうこうしながら森の中を歩いていると、レスカは、ふと足を止める。

「あれなんでしょうか？」

「あれ？」

「地面が少し盛り上がっていますよね」

　レスカはある一点を指差すがまるで分からない。

　俺はレスカの指し示す場所の落ち葉を取り除いて、ようやくその正体が分かった。

「穴？　ネズミの巣穴か」

「巣穴の周りなら糞ふんや食べ物のゴミが落ちている。多分、地中を移動した時の穴。……そう土竜もぐら塚づかのような」

　レスカの丁てい寧ねい語ごが消え、真しん剣けんな表情で森にできた穴の周囲を観察している。

「土竜塚っていうと、モグラがいるのか？」

「いや、それより二回りほど大きい、多分魔物──ペロ、臭においを追えますか？」

『『──ワン！』』

　レスカの言葉に、ペロが双そう頭とうの鼻を土竜塚に押し付けて、すぐに駆かけ出す。

「コータスさん、行きましょう！」

「わかった！」




　　　●




　俺たちはオルトロスのペロの後を追って、土竜塚の臭いの元を探さぐる。

　その先々に地表に頭を出すために同じような穴が開いているのを見て、俺たちはこれが偶ぐう然ぜん生まれたものではないと確信を抱いだく。

　そして、俺たちが臭いを追った先は、ちょうど狩猟小屋の野営地の真下を通っているみたいで、戻って来てしまった。

「おや、あんたたち戻って来るのが早いね」

「リア婆ばあさん、どうしたんですか」

　野営地に戻って来た俺たちを出で迎むかえたリア婆さんだが、俺たちが野営地を発たつ前より落ち着きをなくしている。

「ちょっと目を離はなした隙すきに、ジニーが一人で森に行っちまったんだよ。ここは一応管理された森で弱い魔ま物ものしかいないけど、むしろ野生動物の方が危ないからねぇ」

　それを聞き、俺とレスカは互たがいに目を見合わせて頷うなずき合う。

「ペロ。予定変へん更こう！　ジニーちゃんの臭いを追える？」

『『──ワン！』』

「リア婆さんは、ジニーが戻って来た時のためにここに待機してくれ。もしかしたら、他の人が戻って来る時に保護してくる可能性がある」

「ああ、頼たのんだよ。一応、怪け我がしてくる可能性もあるから、あたしは薬の用意もしておくよ」

　俺とレスカは、すぐさまリア婆さんに指示を出してオルトロスの嗅きゆう覚かくを頼たよりに野営地点を出発してジニーを探す。

　俺たちの向かった場所と反対方向の森を進んだようだが、同時に気になるものも見つかる。

「コータスさん、さっきの土竜塚の進行方向と同じです！」

「嫌いやな予感がするな。急ごう！」

　先行するペロに従い走っていけば、一ひと際きわ開けた森の広場になっていた。

　伐ばつ採さい跡あとの植樹の予定地らしい場所の真ん中でジニーを見つけた。

　そこで拾ったショートソードくらいの長さの木の棒を我が武む者しや羅らに振ふるジニーはこちらの存在に気付いていない。そんなジニーに迫せまる不自然な地面の盛り上がりを見つける。

「ジニー！　魔物だ！　逃げろ！」

「えっ？　きゃっ!?」

　俺の声に反応したジニーは地面より飛び出した茶色い魔物に驚おどろくも、咄とつ嗟さに手で持っていた木の棒で受け止める。

　だが、受け止めた木の棒は綺き麗れいに両断され、ジニーの腕うでに浅い切り傷が刻まれ血が滲にじみ始める。

「う、あ、あ……」

　突とつ然ぜんの魔物の襲しゆう来らいに尻しり餅もちをつき、怯おびえるジニー。

　彼女の周りに火の粉が舞まい始め、火魔法の無意識の暴発を引き起こし掛かけているのを見て、俺は一気に駆け寄る。

「敵も味方も厄やつ介かいだとホントに苦労するな！」

　そして、咄とつ嗟さに右手に指向性の持たない魔力の塊かたまりを集中させる。

「──《錬れん魔ま》」

　ジニーの背中に軽く触ふれて直接叩たたき込む。

　すると、暴発によって引き起こされた火の粉が散っていき、ジニーは体に力が入らないのか、尻餅をつくようにその場でしゃがみ込み、痺しびれる手足を見つめている。

「左さ遷せんの兄ちゃん、あたしに何した？　手も足も力が入らない」

　圧あつ迫ぱくしすぎて手足が痺れて思うように力が入らないジニーに、俺は落ち着いた声こわ色いろで話しかける。

「ただ、体内の魔力を乱しただけだ。少ししたら、痺れもなくなる」

　俺が使ったのは、《錬魔》という小手先の技術。

　無属性魔法しか使えない俺の数少ない技わざの一つだ。

　位置付け的には、戦技に近い魔力操作による魔法技能で、無属性の魔力を練り込み、相手の体内に押し込み動きを乱す攻こう撃げき力を持たない技だ。

　これに似た効果のものとして俺の偽にせ鎧よろいに使われた【グラド重鉱石】の純度が高くなれば、似たような阻そ害がい効果を生み出す。

《錬魔》を振るう剣けん先さきに織り交ぜれば、相手の動きを硬こう直ちよくさせ、反はん撃げきの可能性を減らすことができる。

　この技を更さらに磨みがき、相手に魔力を撃うち込んで内部から破は壊かいする技まで昇しよう華かすることができれば、《戦技》とも呼べるが、現状の魔力量の関係で発動できない。

　とりあえず、ジニーに暴発されるよりマシと思い、少しだけ手足を痺れさせた。

「コータスさん！　ジニーちゃんは、大丈夫ですか!?」

「平気だ。ただ、また火魔法が暴走しそうだったから魔法を一時的に阻害した」

　後から追いつき、俺の説明を聞いて安心したレスカに力の入らないジニーを預け、やっと目の前の魔物と対たい峙じすることができる。

「こいつがモグラの魔物か？」

　鋭するどい鉤かぎ爪づめを持つモグラの魔物は、興奮したように体の半分以上の大きさの鉤爪をこちらに振って警けい戒かいしてくる。

　それでも俺の膝ひざ下した程度の大きさしかない魔物に、どうするべきか思案する。

　改めて、目の前の魔物に視線を向けた俺の背中にレスカの声が投げかけられる。

「コータスさん！　あの魔物は、シャベル・モールです！　捕つかまえてください！」

「捕まえる、って大丈夫なのか？」

「魔物のランクはＥと低いですけど、調教できれば、町の畑仕事に貢こう献けんしてくれるはずです！」

　そう力説するレスカの言葉に、倒そうと思っていた魔物に対して向けていた剣を一度鞘さやに収めてから、今度は鞘入りの剣を向ける。

「一応、人に危害を加えようとした魔物だからな。力加減を間ま違ちがえて死んでも恨うらむなよ！」

　そう言って、一気に接近して鞘入りの剣を鉤爪に振るう。

　シャベル・モール自体は小型の魔物に分類されるほど軽く、俺の一撃を受けて吹ふき飛ばされて近くの樹きの幹に叩き付けられて気絶する。

　一応、鉤爪の形状から武器破壊の特性を持つソードブレイカーのように剣を叩き落とされたり、壊こわされることも考こう慮りよしたが杞き憂ゆうだったようだ。

「とりあえず、今は気絶しているから縛しばって連れて帰るか」

　俺たちは近くに生えている蔦つたと新しい木の棒を拾い、そこにシャベル・モールの両手足を縛り付ける。

　特に危ない爪は、蔦で何重にも巻いてから縛り、木の棒に吊つるす。

「念を入れて──《調教》《仮かり契けい約やく》っと。これで後は、誰だれかが調教して深い契約を結べば、完かん了りようです」

　レスカが調教の応急処置を施ほどこし、シャベル・モールを魔法的な側面から一時無力化する。

　俺が手足の痺れたジニーを背負い、レスカがシャベル・モールを吊した木の棒を運び、森の広場へと戻もどれば、他の調査参加者も戻って来て、リア婆さんと話しているところだった。

「おーい！　ジニーは確保したぞ」

「おお、ありがとう！　って、腕が少し切れているけど、何があったんだい！」

　俺たちを出迎えたリア婆さんに背負ったジニーを渡わたすとジニーを野営のテントの側そばに座らせて傷の手当てをする。それから俺は経緯を詳くわしく話した。

「俺たちが追っていた魔物がちょうどジニーを襲おそって、その拍ひよう子しに火魔法が暴発しそうになったから魔法を使った」

「そうかい。すまないね。それで孫まご娘むすめを傷つけた魔物ってのは、それかい？」

　そう言うリア婆さんの視線の先には、両手足を縛られて吊されているシャベル・モールの姿があった。

「こいつはすげぇ！　シャベル・モールを捕まえるなんて珍めずらしいな。こいつは臆おく病びようなのに」

「レスカ嬢じようちゃんたちは運がいいな。とりあえず、こいつの腕を縛ったまま鉄のケージに入れておくか！」

「それでこいつはどこの牧場主が調教する？　儂わしとしては、畑の面積が広いところに預けたいと思っておる」

「いや、従業員が少ないほうがいいんじゃないか？　少しは楽になる」

「できれば、もう一いつ匹ぴき番つがいで捕ほ獲かくできれば良かったが、こればかりは運か」

　そんな感じで牧場主たちがシャベル・モール相手に盛り上がっており、レスカも機き嫌げんが良さそうに微笑ほほえんでいる。

「コータスさん、やりました！　シャベル・モールです！　シャベル・モール！」

「レスカ。少し空気を読もうか」

　孫娘を傷つけられて今にもシャベル・モールを森の養分に返したそうなリア婆さんだったが、牧場主やレスカたちの反応に怒おこるやら呆あきれるやらしている。

「ご、ごめんなさい。でも、本当に珍しいんですよ。シャベル・モールって魔物は、大人しくて地中深くに棲すんでいるから捕獲の難しい魔物なんです」

「あれ？　モグラって本来、農業にとっては害がい獣じゆう扱あつかいじゃないのか？」

「そうですよ。でも、それも運用次し第だいなんです。作物のある畑だと駄だ目めだから、土地の開かい墾こんの下準備や休耕畑を耕したり、あとは動く野菜たちの退どいた後の土を耕すって使い方もできます」

　そう言ってレスカが目を輝かがやかせながら力説するが、畜ちく産さん魔物以外にもそういう役割のあるものもいるのか、と気絶しているシャベル・モールを見下ろす。

「他ほかにもシャベル・モールの爪を加工して道具にできるので有用な魔物素材になります」

　シャベル・モールの爪は鋭く、地面を掘り進むのに使われるので、形を整えれば、刈かり取った干し草を集める熊くま手でに流用できるとのことだ。

　他にも使えるところはないか観察が必要です、と目を輝かせるレスカに俺はそっと一いつ瞬しゆんだけ微笑み、気付かれる前に表情を消した。




　そして、夜──

　狩しゆ猟りよう小屋の前では野営のテントが広げられ、その中心に焚たき火びが焚かれる。

　森で拾った乾かわいた枝を圧へし折り、薪まきとしてくべる俺たちは、既すでに初日の調査を終えて、夕食を食べ終えた後だった。

　日帰りする予定だったジニーとリア婆さんも思わぬトラブルに見舞われ、狩猟小屋の周りで一泊することとなる。

　女性や年ねん齢れいの高い参加者は優先的に休み、特に女性が狩猟小屋を使っている中、残った牧場主、冒ぼう険けん者、そして俺、オルトロスのペロが順番で見張りをしている。

　そんな中──

「……左遷の兄ちゃん」

「ジニー、もういいのか？」

　俺が《錬れん魔ま》の魔力で動きを阻害したが、その影えい響きようはもうなく、俺に声を掛けてくる。

「お祖母ちゃんに説教された。魔物除よけの匂におい玉も持たずに歩いたことや火魔法を暴発させそうになったことを」

「当然だ。いくら比ひ較かく的てき安全でも対策もなしに【魔の森】を歩くのは危ないし、火魔法の暴発も下手したら森林火災を引き起こしていた」

「うん。説教の時、同じこと言われた」

　頷うなずくジニーに対して俺が、座るように指示すれば、ジニーは焚き火の反対側に静かに座り、互たがいに黙だまる。

「左遷の兄ちゃんは、あたしに説教しないのか？」

「もう何度も𠮟しかられてるなら俺から言う必要はないだろ」

　何度もくどくどと説教されると逆に反発心を生むか、それとも萎い縮しゆくしてしまうかだ。

　それにそういうことは下手に口出しすると拗こじれる可能性があるため口出ししないで黙ることに決めた俺は、夜の不ふ寝しん番ばんのお供である眠ねむ気け覚ざましのお茶を口にする。

　すると、目の前で膝ひざを抱かかえたジニーがポツリと語り始める。

「あたし、才能ないのかな？　【剣けん術じゆつ】や【火魔法】の【加護】があるけど、全然だめなんだよ」

「【加護】に関しては、その方面を大まかに示しているだけだ。本当に重要視すべきは一見して分からない【内包加護】の方だ。何に適性があるか試ためすしかないんじゃないのか？」

「あたしの【内包加護】ってなんだろうね」

　──【内包加護】。

　俺の【頑がん健けん】の【加護】の場合だったら、【自然治ち癒ゆ促そく進しん】もしくは、【高速自然治癒】、【養分貯蔵】などと表現できる。

　また俺の親父おやじの場合は、ジニーと同じ【剣術】と【火魔法】の【加護】があるが、【剣術】は特に長剣術、大剣術に高い適性を持ち、【火魔法】も武器へと火属性付ふ与よや爆ばく炎えん魔法などに適性がある。

　だから、同じ種類の【加護】でも得意な武器や魔法の種類など、まるで違ちがうかもしれないのだ。

　ただ、ジニーの魔法の暴発は、まるで本人の意思に関係なく発動される防衛反応のように感じる。それこそ別の意思が働いているような──いや、気のせいか。

「あたしも剣術や魔法の勉強をしたいんだよ。そうすれば、【内包加護】ってやつが分かると思うんだ」

「一足飛びで高望みしても意味はないぞ。何事も基本が大事だ。体力作りに、魔力の操作」

　俺が語ると、ジニーが近くに寄って来たオルトロスのペロの双そう頭とうの顎あご下したを撫なでる。

　しばらく撫で続けて満足したジニーは、立ち上がる。

「うん。話聞いてくれてありがとう、左さ遷せんの兄ちゃん」

「一応、コータスって名前があるんだけどな」

　俺はそう呟つぶやくが、ジニーは気にした様子もなく自分の寝ね床どこへと戻っていく。




　　　●




　その夜、俺たちは、不寝番を順に行い翌朝を迎むかえる。

　その日も狩人かりゆうどや冒険者、牧場主たちが森の中に入り込み、【魔の森】を見回り、異常が無ければ帰き還かんする予定だった。

　だが、異常なものが発見されてしまった。

「みんなぁ！　オリバーさんがなんか見つけたんだ！　見に来てくれ！」

　同じ若い世代の参加者であるオリバーの取り巻きが、その日の調査で何かを見つけたらしく年とし嵩かさの牧場主や冒険者たちを連れて出ていく。

　残った俺やレスカ、ジニーは狩猟小屋の前で待機し、彼らを待つ。

　しばらくして出ていった全員が一頭の鹿しかの死体を担かついで戻って来る。

「緊きん急きゆう事態だ。こいつを見てくれ」

　そう言って、狩猟小屋の前に置かれた鹿の死体を見て、俺は顔を顰しかめる。

　血ち腥なまぐさい異い臭しゆうを放つ鹿の死体は、幾いくつもの傷があり、内臓を引き摺ずり出され、流れた血が茶色い毛皮を黒く汚よごしている。

　その足や首は、直角に折れ曲がっており、角も片方が圧へし折られている。

　そんな異様な鹿の死し骸がいを見たレスカは、真しん剣けんな表情で分ぶん析せきしていた。

「これは、ソード・レインディアですね」

「ああ、この辺じゃあ、狩人も手を出さない温厚な魔物だ。最初にオリバーが見つけた時は、普ふ通つうの鹿かと思っていたが、狩人の奴やつが前から見つけていた個体だ」

　狩人を兼けん業ぎようする冒険者は、悲痛な表情でソード・レインディアの死骸を見下ろしている。

「酷ひどいことしやがる。命を粗そ末まつにする扱あつかいだ。毛皮はダメだし、血ち抜ぬきもされず肉も腐くさり始めていて食えない」

「だが、ソード・レインディアの一番高価な角だけは切り取ってある。密みつ猟りよう者か？　だが、片方だけなんてあり得ない」

　そう口々に予測する牧場主や狩人兼冒ぼう険けん者たちだが、全員が自分の言った言葉に自信が持てない。

　その中で、レスカは汚れるのも構わず、ソード・レインディアの遺い骸がいに触ふれて分析を続ける。

「体の各所にある鋭するどい傷は、刀傷じゃなくて引っ搔かき傷。直接的な死因ではない。直接の死因は、頭部への強い衝しよう撃げき。それと殺す前に足を折って機動力を削そぎ落としていることから狡こう猾かつ」

　レスカの呟きからソード・レインディアの殺害までの情景は、足を折って動けない状態から嬲なぶるように傷つけ、そして最後には頭部を狙ねらっての撲ぼく殺さつ。

「角の切り取り方が雑だから、多分専用の解体道具はない。無理に力を掛かけたのか角の断面が粗あらい。それに腹を裂さいて内臓だけを食べているとなると狡猾で残ざん虐ぎやく性のある魔物……」

　レスカの言葉に、全員が耳を傾かたむけ──

「調査どころじゃない。相手は、亜あ人じん系の魔物か、それに準ずる知能がある魔物だ！　調査を中止して町に戻もどるぞ！　その後、対策と山やま狩がりの準備だ！」

　リーダーを務める牧場主が号令を掛けると全員が速すみやかに行動を始める。

　最初は、若い世代に経験を積ませる予定の調査だったが、思いがけない問題が発生した。

　亜人系の魔物。特に、ゴブリンやオークなどと呼ばれる種類の魔物は、群れを作り、独自の社会を形成する魔物である。

　そんな存在が近くの【魔の森】に住すみ処かを作った場合には、非常に危ない。

　騎き士し団の魔物討とう伐ばつ任務の六割以上はその二種類とも言えるのだ。

　そして調査を中断して牧場町へと戻る最さ中なか、レスカは浮うかない表情をしている。

「レスカ。どうした？　何か気になることでもあるのか？」

「……コータスさん、さっきの分析ですけど、亜人系の魔物の可能性もありますけど、足あし跡あとの確かく認にんだけはした方がいいと思うんです」

　そう言って困ったような表情をするレスカ。

　確かに、足跡を確認できれば、ソード・レインディアを襲おそった魔物の種類や規模がより詳しよう細さいに判別することができたかもしれない。

　だが、既に現場は色んな人が踏ふみ荒あらして判別できない状態だと思う。

　そんな俺たちの話に聞き耳を立てていた第一発見者のオリバーが、それとなく近づいてきた。

「足跡なら俺様が探したさ。親父にそういう時の調査の基本って奴を教えてもらった。だが、落ち葉が周囲に落ちていたし、踏み荒らした様子は見当たらなかった」

　そう言って、俺たちに教えてくれるオリバー。

「ふん。町が危機に晒さらされるんだ。左さ遷せん野や郎ろうは頼たよりないし、次代の町一番の牧場主がしっかりしないといけないだろ。それに、レスカが知りたがってるんだ。教えるのは当然だろ！」

　そう言って鼻を鳴らすオリバーだが、レスカは既に一人で思考の渦うずに入り込んでいる。

「……足跡がないくらいに死骸が放置されていた……それはない。だとすると、死骸周囲にいたのが少数だったとすると、体が軽いゴブリン程度なら……でも、それだとソード・レインディアに力負けする」

　幾つもの予想を口にしては否定を繰くり返し、徐じよ々じよにレスカの考えが纏まとまっていく。

「場所は森、相手は足跡を極力つけないために木の上を移動する。そして、足跡がつかないほど身軽で単独……狡猾で残虐……それで道具を使う知性がある魔物は──」

　そうレスカが呟こうとした瞬しゆん間かん、頭上の木々の影かげが濃こくなる。

「っ!?　レスカ！」

　俺は、反射的にレスカを庇かばうように覆おおい被かぶさると肩かたに何かで斬きられたような熱さを覚える。

「くそっ、なんだこいつは！」

「──っ!?　ハグレ!?」

　近くにいたオリバーは、木々の上から降って来たそいつに手て斧おのを振ふるい、吹ふき飛ばそうとするが、身軽なそいつは軽々と木の幹に飛び移り、逃にげてしまう。

　逃げる直前、そいつが黒い毛に覆われた猿さるに近い魔物だと分かった。

　その片手には、ソード・レインディアから切り取った角をククリ刀のようにして持ち、ケタケタとした不ふ愉ゆ快かいな笑いを木の上から響ひびかせる。

「コータスさん！」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。それより……あいつは」

　傷に対して意識を集中させ、【加護】による自然治癒を高める俺は、レスカに魔物の正体を尋たずねる。

「あれは、クレバー・モンキーです」

　その魔物の名を聞いている間にも木々の上に立つクレバー・モンキーは、挑ちよう発はつするようにけたたましい鳴き声を上げる。

　そんなクレバー・モンキーを憎にく々にくしげに狩人が弓で狙うが、軽々と避よけられ次の木へと移られてしまう。

「やろう！　挑発してやがるな！　だが、相手は一いつ匹ぴきだ！　とっとと仕留めるぞ！」

　冒ぼう険けん者と狩人たちが一匹のクレバー・モンキーを追い始めるが──

「待ってください！　集団から離はなれたら！」

　レスカが止めようとしたが、少し距きよ離りの開いた瞬間に、木の上にいたクレバー・モンキーは、追っていた冒険者と狩人たちの頭上を飛び越こえて守るべき人の少ないこちら側に着地し、そのまま駆かけ出す。

「くそっ！　このエテ公が！　──《破は斬ざん》！」

　オリバーの父親の牧場主が自衛用の剣けんを抜ぬいて《戦技》を振るう。

　若い頃ころに覚えた《戦技》だろうか。

　若かりし頃は、魔物を易やす々やすと捉とらえ、一刀のもとに斬きり伏ふせたであろう剛ごう剣けんも年を取り衰おとろえが見られる。

　そんな衰えた剣は、その速さを捉えることができず、クレバー・モンキーは脇わきをすり抜けるようにして通り抜けた。

　脇を通り抜けた瞬間、撫でるように牧場主の足にククリ刀を添そわせて、振り抜く。

「くっ!?」

「親父！　コイツが！」

　一人が怪け我がを負ったことで他の牧場主たちが及および腰ごしになる中、クレバー・モンキーは一直線に、レスカとジニーという集団での弱者を狙う。

　魔物の本能か、弱い相手から狙う、ということが分かっているのだろう。

　今度は、俺が長剣を引き抜き、その進路を塞ふさぐように立つ。

「──《オーラ》！」

『ギャギャッ！』

　ジニーを狙うための最後の障害である俺と対たい峙じするクレバー・モンキーは、地面を蹴けって落ち葉と土を俺の顔目め掛がけてぶつける。

「……っ!?」

「「コータスさん（左さ遷せんの兄ちゃん）！」」

　レスカとジニーの悲鳴が響き、視界を潰つぶされた俺は反射的に目を閉じる。

　直後に右足に焼けるような痛みを感じるが、痛みを感じた方向に倒たおれるように肩から体当たりをする。

　すると、ドスッと鈍にぶい音を響かせ、もつれ込むようにクレバー・モンキーの軽い体を地面に倒す。

「眼めが見えなくても──」

『ギャギャッ!?』

「これなら捉えられる！」

　土や葉っぱで潰された視界だが、クレバー・モンキーのマウントポジションを取り、組み付く。

『グギャァァァッ、ギャギャギャッ、ギャァッ！』

「逃がすか、くっ！　かはっ!?」

　確かな手て応ごたえと共に盛せい大だいに暴れはじめるクレバー・モンキーの振り回した腕うでが俺の脇わき腹ばらに突つき刺ささり、肺の空気が押し出される。

　それでも逃がすまいと腕に力を込こめると、一いつ瞬しゆんだけクレバー・モンキーの動きが弱まる。

　目潰しされた視界が回復すると共に、弱まった勢いの反動で上下が逆転し、押さえ込みが外れる。

『ギャハッ！』

　そして、逆に見下ろす体勢になったクレバー・モンキーは、そのまま嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべてククリ刀を持つ手を振り下ろし、俺の頭の皮ひ膚ふが裂けて血が流れる。

「行かせな……ぐがぁっ……」

　ククリ刀の硬かたい柄つかで何度も殴なぐられた後、ククリ刀を地面に置き、両りよう腕うでで俺の首を絞しめてくる。

　息苦しさに視界の端はしが白み始めるが、それでもレスカとジニーたちの方に行かせないようにクレバー・モンキーの腕を摑つかみ返す。

　それでも相手は、嫌いやらしい笑みを浮かべ、俺を弱者と認定したのか、嬲り殺そうとじわじわと腕に力を込める中──

「はぁ──《破斬》！」

　クレバー・モンキーは己おのれの背中に振り下ろされる斧おのを間かん一いつ髪ぱつで避けたが、長く揺ゆれるその尻尾しつぽが千ち切ぎれ飛ぶ。

『ギャッ!?』

　尻尾の断面から血を流し、俺の腕を振り払はらい木の上に逃げ込むクレバー・モンキー。

　そのクレバー・モンキーの表情は、最初の優位性を持っていた挑発的な表情ではなく視線だけでこちらを殺そうとするような怒いかりや憎にくしみの顔をしていた。

「大丈夫か、左遷野郎」

「……ゴホゴホッ、オリバー」

　酸欠と出血ですぐに立ち上がれなかった。それでも俺を助けてくれたオリバーの存在はしっかりと確認する。

「情けねぇな！　それが騎士かよ！　さぁ、残った奴やつらは、矢を放て！　親父おやじの敵かたきだ！」

『ギャッ!?』

「おい、逃げたぞ！」

　置いたククリ刀を拾うことなく、近くの木に飛び移り、逃げ始めるクレバー・モンキー。

　その逃げる後ろ姿に狩人かりゆうどが矢を放つが、その背中に何本もの矢を受けても、生き残るために全力で森の奥に消えていく。

　ただ一瞬、矢の届かない範はん囲いまで逃げたクレバー・モンキーは振り返り、こちらを憎々しげに睨にらみ付けてきた。

「いなくなったか……」

　俺は終わった後にやって来る疲ひ労ろう感かんにしばし呆ぼう然ぜんとしている。

「怪我した奴の治ち療りようをしろ！　いつ戻もどって来るか分からん」

「ソード・レインディアの敵がわかった！　今は帰って山やま狩がりの準備だ！」

　慌あわただしくなる周囲。怪我人はリア婆ばあさんの薬で処置が施ほどこされ、レスカとジニーはクレバー・モンキーの標的にされた所せ為いか、顔色も悪く、互たがいに慰なぐさめ合っている。

「コータスさん、大丈夫ですか？　クレバー・モンキーに斬られたり、殴られたりしましたよね」

「平気だ。俺には【頑がん健けん】の【加護】があるのを知っているだろ」

「そうですか……」

　クレバー・モンキーの襲しゆう撃げきを退けた俺たちは、そのまま無事に町まで戻ることができた。



















　　　六章　左さ遷せん騎き士しとハグレ個体







　大人たちが、慌ただしく対策を講じる中で俺たち若い世代はすぐに家に戻され、俺は今レスカに怪我の治療を受けている。

　肩かた、足、脇腹、そして頭の怪我は、移動中の応急処置だけで帰ってくる間に【頑健】の【加護】によって癒いえていた。

　それから数日、普ふ段だん通りの生活を送りつつも【魔まの森】に出現したクレバー・モンキーの討とう伐ばつの準備を始めていた。

　だが、その数日後から不ふ穏おんな空気が町に流れ始める。

「狩人や冒険者が【魔の森】に入ろうとすると、すぐにクレバー・モンキーの集団が現れて威い嚇かくと攻こう撃げきを仕し掛かけてくる」

「【魔の森】の境界からこちらを窺うかがうようなクレバー・モンキーが出現した」

「【魔の森】に入った奴らは、一戦交えるとすぐに相手に覚えられたのか、次からは激しく警けい戒かいしてくる」

　そんな話が牧場町に流れ出し、クレバー・モンキーの討伐も彼らの警戒が強いため中々踏ふみ切れずにいた。

　また、そんな中レスカの表情も晴れず、俺はその理由を聞く。

「なぁ、レスカは何を心配しているんだ？」

「え、ええっと、それはですね……コータスさんの怪我が膿うんだり、腫はれ上がったりしないか心配で！」

「……噓うそだな。あの日から数日経たっているし、今までもリスティーブルの突とつ撃げき後に傷を見せたが、問題ないことは知っているだろ」

「あぅ……」

　レスカは、噓の吐つけない性格のようであたふたとしている。

　しばらくして、観念したように項うな垂だれる。

「クレバー・モンキーのことで気になることがあるんです」

「クレバー・モンキーのこと？」

「クレバー・モンキーは、群れを作る種類の魔物ですから、単独で動くのは考え辛づらいんです」

「なるほど。それに最近の不穏な話も合わさるのか？」

「はい。もしこの前遭そう遇ぐうした個体が群れのボスになって、人間の強さを伝えて警戒を高めていたら厄やつ介かいな相手です。それに牧場町を窺っているとの話でしたから、牧場に被ひ害がいが出る前に冒ぼう険けん者ギルドに依い頼らいを出した方がいいのかと思って」

　そう言ったレスカの言葉には、納なつ得とくできるものがある。

「心配するな。そうしたものは、バルドルや町の大人たちが考えていることだ。それに俺たちより経験が豊富だ。こういうことは、頼たよる方がいい」

「……そうですね。今日は、早めに休みます」

　そう言って、力なく笑い自室へと戻っていくレスカ。

　レスカは思いの外、心配性しようだ、と思いながら俺も自室に戻る。

　そして自分のベッドで横になるが、レスカの話を聞いた後だと中々寝ね付つくことができない。

【頑健】の【加護】で自然治ち癒ゆ力は高く精神への影えい響きようも抑おさえてくれる。

　疲ひ労ろうの蓄ちく積せきを減らしてくれるために極論すれば、数日間不ふ眠みん不ふ休きゆうで活動できるが、それでも休める時に休んだ方がいい。

　だが、妙みような胸むな騒さわぎを感じる俺はふとベッドから起き上がり、ランタン片手に水を飲むため台所に向かう。

　そして、水を飲み一息つき、与あたえられた部屋に戻ろうとしたところで俺は、ふとある部屋から光が漏もれているのに気が付いた。

「あの部屋は……」

　レスカの部屋ではない。気にも留めていない部屋から光が漏れているのを見て、足音を殺してランタンの光を落とす。

　忍しのび足で扉とびらの前に近づけば──

「……やっぱり、どうしよう。このままだと牧場町が危ない」

（レスカ？）

　何かに向かって呟つぶやいているレスカの声が聞こえる。

「明日、バルドルさんに話そう。その後、どうするか対策を打たなきゃ」

　そう結論付けたレスカが、この部屋を出ようとしたので、俺は近くの空き部屋に隠かくれ、彼女が去るのを待つ。

　足音からレスカが自室に戻ったのを確かめ、俺は先さき程ほどまでレスカが何をしていたのか確かく認にんするためにその部屋に侵しん入にゆうする。

　鍵かぎなどは掛かけられていない部屋は、壁かべ一面に本ほん棚だなが並んでおり、そこに埋うめ尽つくされる蔵書に一いつ瞬しゆん、圧あつ倒とうされる。

　ここは、魔物研究家であるレスカの叔お父じの部屋か書庫であると当たりを付け、先程までレスカが見ていた物を見つけた。

「レスカは、この本を読んでいたのか……【畜ちく産さん魔物とそれにまつわる魔物図ず鑑かん】……」

　それも直前まで読んでいたページや重要な箇か所しよに栞しおりを挟はさんでいるので、すぐにどこを読んでいたのか分かった。

「クレバー・モンキーの項こう目もくか」

　群れを作る魔物、人間の子ども並みの知能と狂きよう暴ぼう性、残ざん虐ぎやく性を持つ猿さるの魔物。

　軽い体で森の木々を渡わたり、果実を握にぎりつぶせる強きよう靭じんな握あく力りよくを持っており、集団での脅きよう威い度はＤランク。

　人間の集落を襲おそうこともある害がい獣じゆう魔ま物ものであり、群れの規模は数十匹ぴきから時に数百匹になる。

　こんな表面上の話はレスカから聞いた。俺が知りたいのは、より深い知識だ。

　何をそんなにレスカが心配するのか、その理由を知るために、クレバー・モンキーの項目に目を走らせるが、それらしい記述は見当たらない。

　だが、別の栞に挟まれた内容に視線が吸い寄せられる。

「……ハグレ。そう言えば、レスカはあの時、ハグレって」

　──ハグレ。それは、群れを作る魔物の中から単独で行動する魔物のこと。その理由は、魔物ごとに多た岐きに亘わたる。と書かれており、クレバー・モンキーのハグレに関して個別に書かれていた。

「人間の子ども並みの知性を持つクレバー・モンキーのハグレは、単独でも強力な個体である場合が多い。その理由は、群れの長おさの立場を脅おびやかす可能性が高いために追放された強力な個体と言える。そのために復ふく讐しゆう心・敵対心が強く、一度敵対した相手を執しつ拗ように狙ねらってくることがある。その脅威度は、Ｄ[image: マイナス]ランクであるが、その個体が群れの長に復讐し、新たに群れの長となった場合には、凶きよう悪あくな群れを動かすようになる」

　群れの規模が数十匹で最低Ｃ[image: マイナス]となり、百匹を超こえると脅威度の予測は困難とある。

　俺は、本を読み、レスカの言いたいことが大体分かった。

　つまり、牧場町の男衆が退けたハグレのクレバー・モンキーは、復讐するために牧場町を確実に狙う。

　それに最近見かけるクレバー・モンキーたちは、ハグレ個体が群れの長を打ち倒たおして、新たな群れの長になり、この【魔の森】の側そばに群れを移動させた可能性がある。

「ハグレが群れの長の座を奪うばい、群れ全体で牧場町を襲う」

　その可能性があるからレスカが心配していたのか。

　数が多く一度敵対した者に対して、かなり凶きよう暴ぼう性を持つような記述も確認された。

　このままクレバー・モンキーの群れが牧場町を襲う前に、少しでも数を減らしたいが、それも難しい。いつ群れが襲って来てもおかしくない状じよう況きようだ。

　なら、俺が騎き士しとして町を守るためには──

「──っ!?」

　廊ろう下かから足音が近づく。

　俺は咄とつ嗟さにランタンの灯あかりを落として、窓を開け、そこから外へと飛び出す。

　まるで暗殺者にでもなった気分の俺は、窓下に身を潜ひそめ、部屋の中の様子を窺うかがう。

「あれ？　窓が開いてる。それにこの本開きっぱなし……」

　流石さすがに元通りに偽ぎ装そうする時間はなかった。

　レスカは俺が部屋に入り込んだことに気が付くと慌あわただしく足音を響ひびかせて家の中を走り出す。

　隠れる必要はないのだが、これからやることを伝えれば、絶対に止められる。

　これは時間との勝負なのだ。

　俺は、着の身着のままレスカの牧場を飛び出し、町外れの騎士団の駐ちゆう在ざい所しよに向かう。

　リスティーブルの開けた穴の塞ふさがれた駐在所の中に侵入し、備品を漁あさる。

　武器を収めた武器庫は鍵が掛かっているが、俺の身分は一応騎士だ。鍵の隠し場所は知っており、難なく武器庫から武器を持ち出すことができた。

「……長ちよう剣けん二本に短剣二本。あとは籠こ手てと寒さを凌しのぐ外がい套とう。これで行くか」

　長期戦を予想して武器を大量に仕込みたいが、機動力を失う訳にはいかない。そのバランスを取った数の武器を装備し、【頑がん健けん】の【加護】を信じ身軽さを得るために防具は持たずに森の中に入る。

　きっと、レスカは心配しているだろう、と思いながらも俺を追って【魔の森】の中に入ることはないと確信している。

　レスカは理性的で、万一【魔の森】の中に入ろうとしても他の牧場主たちの準備が整うまでは止められるだろう。

　俺は一直線に、【魔の森】に入り込む。

「クレバー・モンキーは復讐心や敵対心が強く、攻撃するときは弱者を選ぶ」

　あの時、クレバー・モンキーの襲しゆう撃げきでハグレ個体は俺を嬲なぶっていた。

　それに、ここ数日の【魔の森】での間引きに参加していない俺は、群れのクレバー・モンキーたちからも警戒されていない。

「やるのは間引きの暗殺。どれだけ相手に気づかれずに数を減らせるか、だ」

　途と中ちゆう、立ち寄った【魔の森】の狩しゆ猟りよう小屋は、復讐心からかクレバー・モンキーが石を投げたり棍こん棒ぼうで叩たたいたのか半はん壊かいしており、中の物資は奪われていた。唯ゆい一いつ残されているのは、魔ま物もの除よけの薬くらいなものだ。

「ここは、終わった後に直さないとダメだな。それに暗殺して数を減らすにしても夜は、視界が利きかないからな」

　更さらに森の奥深くへと向かい、太い木の窪くぼみに寄りかかりそこで目を瞑つぶり待ち続ける。

　ほぼ夜通し寝ずに過ごしたが、【頑健】の【加護】のお陰かげで体の状態は良好に保たれている。

　木の窪みで朝を待ち、夜明けと共に、動き出すクレバー・モンキーたちを探す。

「……この周囲は、クレバー・モンキーが魔物を追い払はらったのか、生き物の気配が少ない」

　だが、逆に大きな音や騒さわがしい鳴き声が聞こえれば、ほぼ間ま違ちがいなくクレバー・モンキーである。

　クレバー・モンキーに気づかれないように尾び行こうし、単独になった個体を背後から一刀のもとに切り捨てる。

　そして、血の臭においに誘さそわれたクレバー・モンキーは襲わずに、別の場所に向かい、また一いつ匹ぴきずつ確実に数を減らす。

「敵の正体が分からないままただ群れの仲間が死んでいくのを耐たえられるか？」

　群れの殲せん滅めつは、俺個人では難しい。だが、数を減らし、不安を煽あおり、森の奥に追い返すことくらいはできる。

　そうして稼かせいだ時間で本格的な討とう伐ばつの準備を完かん了りようさせるのだ。

　次し第だいにクレバー・モンキーが複数体で行動するようになり、そこからは尾行して群れの拠きよ点てんを見つけ出す。

「いた、ハグレが群れの長になっている」

　尻尾しつぽが千ち切ぎれ、矢傷を背中に受けたハグレ個体が木の上で運び込まれた食べ物を貪むさぼっている。

　また群れの長になったためか、以前見た時より体が一回り大きくなり、腕うでの筋肉が張っているように見える。

　爛らん々らんと怪あやしい目付きのクレバー・モンキーを見て、きっと奴やつは牧場町に来ると確信する。

　俺は自分の戦士の勘かんなどというものは信じていない。

　信じるのは、レスカが感じた最悪の予測だけだ。

　それからは、一日かけてクレバー・モンキーの拠点の周りで単独行動をしている個体を殺して回る。

　優に三十匹は討伐するが、それでもクレバー・モンキーの拠点には、まだ百を超こえるクレバー・モンキーがいたはずだ。

「この規模、下手したら小規模なスタンピードだぞ。一いつ斉せいに襲ってきたら、牧場町が壊かい滅めつしかねない。そしたら、レスカも危ない……」

　なんとか数を減らし対処できる範はん囲いにしたい、と思ったが、その中に個人に対する強い思いが混じっていることに気がつく。

「……流石に疲つかれているのか。騎士としては、公平に接しないといけないのに」

　頭かぶりを振ふって気分を変え、一日クレバー・モンキーを狩かり続けたが、ついにその時が来てしまった。

「……来たか」

　森が騒がしくなり、配下のクレバー・モンキーが多数死亡。そして、殺す度たびに俺に血の臭いが移るのだ、それは当然見つかるはずだ。

　直後、木の上から降ってくるクレバー・モンキーが四匹。その他ほかにも俺を取り囲むように木の上や地面に何十匹という魔物が集まっていた。

『──ギャギャギャッ！』

『『『──ギィッ！』』』

　集団の奥で一ひと際きわ甲かん高だかい声を上げた直後、下したっ端ぱと思おぼしき小こ柄がらなクレバー・モンキーが俺に跳とびかかって来る。

　前後左右からほぼ同時に襲われ、俺は正面の個体の一匹に向かって剣を振るい、左から迫せまる個体には籠手の裏うら拳けんを顔面に当てる。

　振るわれた剣けん戟げきで体が斜ななめに切り落とされたクレバー・モンキーは、周囲に血と臓ぞう物もつをまき散らし絶命し、裏拳を受けた個体は、顔面を陥かん没ぼつさせて血の泡あわを吹ふいている。

　だが、残った二匹が俺の足と肩かたにしがみ付き、爪つめを立てて、外套を貫つらぬき、肉に突つき刺さす。

「──邪じや魔まだ」

　俺は、痛みを無視して自由な左手で肩にしがみ付く個体の頭部を摑つかみ、強ごう引いんに引き剝はがして地面に叩き付け、首の骨を狙って踏ふみつける。

『ギッ!?』

　続いて足にしがみ付く個体は、長剣でそのまま急所を刺し貫き、軽く蹴けって、死体を引き剝がす。

「残り何匹だ」

　傷は、既すでに【頑健】の【加護】で癒いえ始めている。

　最初の四匹は小手調べと言わんばかりに、次々と姿を現すクレバー・モンキーたちは、錆さびた剣や骨の棍棒、投石などで武装したものたちだ。

　魔物にしては、上等な武器を持つ個体ほど群れの中での順位が高く、また体が大きい。

　その他ほかにも無数のクレバー・モンキーが地面や木々の上から現れる。

『ギャギャッ、ギィッー！』

「ちっ、一日掛かけて倒したのにまだこれだけ残っていたのか、最悪なパターンだな。それにお前」

　やっと姿を現した群れの長は、格下と思っていた俺によって多くのクレバー・モンキーが倒されたことを知り、怒いかりや復讐心を混ぜ合わせた恐おそろしい顔付きで牙きばを剝むいて睨にらんでくる。

「まぁ、傷つけてもすぐに癒える俺の方がこいつらにとっては化け物みたいなものか。──《オーラ》！」

　自じ嘲ちよう的な笑えみを浮うかべて、今度はこちらから先手を取るために密集したクレバー・モンキーたちに斬きり込む。

「はぁぁっ！」

　全身に身体強化の《オーラ》を張り巡めぐらせ、運動機能を向上させる。

　そして、一刀のもとに数匹を一気に斬り捨てるが、それを皮切りにクレバー・モンキーから一斉に投石が始まり、群れで攻せめてくる。

　一人の人間に対して、集団で襲おそい掛かっては逆に動きづらいだろうが、本能的なものなのか、構わず襲ってくる。

　味方に当たろうとも投げ続けられる石が頭に当たり流血するが、それにも構わず、クレバー・モンキーを斬り、殴なぐり、蹴り飛ばす。

「さぁ、こい！　俺の命にその爪を届かせてみろ！　俺を殺してみせろ！」

　それでも際限なく襲ってくる魔物を斬り続ければ、持ち出した長剣は、クレバー・モンキーの血と脂あぶらで切れ味を失い、骨を両断する度に刃は毀こぼれが酷ひどくなる。

　それでも振るい続けた長剣は、十匹以上屠ほふる頃ころには段々鈍どん器きに変わり、二十匹以上屠る頃には、ついに折れる。

「クソっ！」

　長剣が折れて俺の腕に嚙かみ付いてきたクレバー・モンキーたちは動きを一いつ瞬しゆん止め、気をよくしたのか、群れの長のハグレ個体が嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべて両手を叩いている。

「舐なめるなぁ！」

　俺は取り付かれた状態で折れた長剣をハグレ個体に投げつけ、嚙み付かれた腕のまま近くの木の幹に体当たりをしてクレバー・モンキーの頭を潰つぶし、血の花を咲さかせる。

『グギャッ、ギャァッ、ギャァッ！』

　チラリと横目で見れば、投げた長剣が油断していたハグレ個体の左肩に突き刺さり、俺を殺せ、とばかりに周囲のクレバー・モンキーに牙を剝いて叫さけんでいる。

　そして、じりじりと距きよ離りを詰つめるクレバー・モンキーたちに対して、予備の長剣を血ち塗まみれの手で引き抜ぬき再び虐ぎやく殺さつを始める。

　体には、様々な傷や無数の怪け我がを負うが、それも【頑健】の【加護】で端はしから治っていく。

　流血も最低限に抑おさえられ、失血を補うために体が全力で血を増産する。

　二本目の長剣が鈍なまくらになり始めた頃、体の傷の治りが遅おそくなる。

「っ!?」

『ギギ、ギャッ！』

『『──グギャッ！』』

「舐めるな、害がい獣じゆうどもがっ！」

　俺は吼ほえながら切れ味の悪くなった長剣で襲って来た魔物を叩き落とす。

　身体強化の《オーラ》を維い持じする魔力は、全力で動いていたためにとうに底を突き、素すの身体能力と【加護】の自己治ち癒ゆ能力で魔物を延々と斬り伏ふせる。

　蓄ちく積せきする疲ひ労ろうに合わせて遅くなる自己治癒能力に苛いら立だちを感じながら、右から襲ってくるクレバー・モンキーを籠こ手てで殴り倒たおそうとするが──

「ぐっ、味方ごとか！」

　跳びかかったクレバー・モンキーごと死角にいたクレバー・モンキーが粗そ末まつな錆びた槍やりを突き刺してくる。

　クレバー・モンキーごと突き刺した槍の穂ほ先さきが俺の脇わき腹ばらに突き刺さり、反射的に剣を振るい二匹の首を刎はね、血の噴ふん水すいの上がるなか、錆びた槍の柄えを切り落とす。

「ぐっ、はぁはぁ……ぐぅっ！」

　突き刺さった槍を強引に引き抜くが、槍の破は片へんが体内に残る。

　傷に異物が入り込んでいるために流血は比ひ較かく的てき少ないが、傷の治りが更に遅くなり、痛みで動きの精細さが欠ける。

　そして、より動きが荒あらくなることで細かなひっかき傷が増える中、それらの傷の再生が止まる。

　血と脂あぶら汗あせが額から滲にじみ、目に入りそうになるのを血塗られた外がい套とうで拭ぬぐい、終わりの分からない魔物の群れを一人で屠ほふり続ける。

　いつの間にか折れた二本目の長剣の代わりに短剣を両手で引き抜き、次々と刺し殺さつしていく。

　だが、長剣より脆もろいのかすぐに折れた短剣を捨てれば、次は敵から奪うばった錆びた剣で殴っていく。それでも駄だ目めなら、素手で急所を破は壊かいしていく。

『ヒッ、ギッギーギ！』

　朝に始まった死し闘とうが、いつの間にか夕刻に差し掛かっており、その時点になり、新しい群れの長になったハグレが号令を森に響ひびかせる。

　それに合わせて、今まで襲っていた魔物たちが一気に退いて、森の奥へと逃げていく。

「とりあえず、終わったのか……うぐっ!?」

　終わった直後にどっと痛みを思い出し、その場に蹲うずくまる。

　体の各所に突き刺さった刃は物ものや尖とがらせた木の槍の破片などを一つずつ傷口から抜いていけば、傷の治りが戻もどり始めるはずだ。

　だが、疲労が蓄積した状態では傷の治りが遅く、更さらに体に蓄たくわえた栄養を使って傷を治すので、その栄養が底を突いており傷が塞ふさがらない。

　大きな傷は、致ち命めい傷しようと分類されない程度の回復に留とどまり、小さな傷はそのまま残り続ける。

「はぁはぁ……何か、食べないと、死ぬな」

　最初に戦っていた場所から大分移動していたのか、魔物の死体が点在しており、周囲には夥おびただしい血の臭においが充じゆう満まんしている。

　自分の再生能力を不死と勘かん違ちがいしていた訳ではないが、今なお塞がらない傷から流れ続ける血に意識が朦もう朧ろうとしてくる。

「……レスカの飯が食いたい。あのシチューなんか腹いっぱいに食べたい」

　最後の晩ばん餐さん、というつもりではないが、そんなことを呟つぶやいてしまった。

　近くで複数の足音が響いて来るのが聞こえるが、もう意識が朦朧としていて本当の足音なのか幻げん聴ちようなのか判断がつかない。

　誰だれにも助けられず出血死するか、魔物に見つかって食われるか、戻って来たクレバー・モンキーたちに惨むごたらしく殺されるか、──死を覚かく悟ごする中で、レスカの泣きそうな顔がチラついた気がしたが、そのまま意識を落とす。
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「……ん。また天てん井じようだ。それもレスカの牧場の」

　再び俺が目を覚ましたのは、普ふ段だん使っていたレスカの牧場の客間の一つだ。

　体全身に包帯が巻かれ、薬草の軟なん膏こうの匂においが部屋に充満しているが、あの時と違ちがうのは、治っていない傷から血をにじませた包帯が巻かれていることだ。

『『──グゥゥッ、ワンワン！』』

「おわっ!?　ペロ、そんな所にいたのか」

　オルトロスのペロがベッドの脇わきに座って、俺が起きると同時に大きな鳴き声を上げて吠ほえ始める。

　それに合わせて、ドタドタとした足音が響き、勢いよく扉とびらが開かれる。

「コータスさん！」

「レスカ……おはよう？」

　勢いよく扉を開いたレスカは、大きな目を見開き、次の瞬しゆん間かん──

　──パンッ！　とスナップの利いた平手が俺の頰ほおを打つ。

　細く非力に見えるが、牧場仕事で鍛きたえられた平手は、軽く脳を揺ゆすり、全身の力が抜けて倒れそうになるのを、レスカが俺を抱だき留とめる。

　ちょうど、レスカの大きな胸に顔を押し付けるような格好のため恥はずかしさで逃にげ出したいが、軽い脳のう震しん盪とうで上う手まく動けずにされるがままだ。

「本当に、本当に心配したんですよ」
















「レスカ……」

「私、怒おこっているんですよ！　一人で無茶して、あれだけの数のクレバー・モンキーを倒して生きている方が奇き跡せきなんですよ！」

　そのままされるがまま抱き締しめられ、髪かみの毛を撫なでるように手て櫛ぐしで梳すかれる。

「すまない、レスカ。心配かけて」

「ホントにそうです。あの本を読んだからなんですよね。だから、一人で無茶したんですよね」

　本に書いてあったＣ[image: マイナス]という脅きよう威い度だが、それは、同ランクの冒ぼう険けん者パーティーが対処できる範はん囲いの脅威ということだ。

　間違っても、新米騎き士しが単独で処理できるレベルではない。そういう意味では、確かに奇跡だ。

「だけど、やったことに後こう悔かいはしていない」

「なら、なおのこと性た質ちが悪いです。こっちは本気で心配していたんです。私やジニーちゃんも」

　牧場町に復ふく讐しゆうしに来るクレバー・モンキーたちが暴れた結果、発生する被ひ害がいよりも俺が矢や面おもてに立つことでその被害を極力抑えるつもりだった。

　あの規模の魔ま物ものに対して、この町の自警団や冒険者、俺やバルドルたちが戦ったら負けはしないだろうが、負傷者は大勢出ただろう。

　最悪、死者が出た可能性もあった。だから、俺の選せん択たくに後悔はない。

「なぁ、俺の倒れた後は、どうなったんだ？」

「クレバー・モンキーを討とう伐ばつするために冒険者や狩人かりゆうど、それに私とバルドルさんたちが準備して駆かけ付けた時に、倒れているコータスさんを見つけました。

　町まで運んで治ち療りようして、それから丸一日寝ねてたんですよ。それに怪我を治す【加護】があるのに、傷が塞がらないし……」

　大きな戦せん闘とうが始まると思っていたが、その実、クレバー・モンキーの群れの大半は俺が単独で倒し、後は残党狩がりに戦力を割さいて、残りは町に戻り、俺が倒したクレバー・モンキーの死体を処理しているらしい。

「群れの八割方に打だ撃げきを受ければ、どんな魔物でも集団を維持するために下手な行動はしませんし、これ以上は復讐心より人間への恐きよう怖ふ心しんを抱いだくはずです」

「そうか。それなら安心かな？」

「はい。ですけど、念には念を入れてバルドルさんたちを中心に退治する予定です」

　俺は抱き締められていたレスカから解放されると同時に、腹の虫が盛せい大だいになる。

　一日飲まず食わずでクレバー・モンキーと死闘を繰くり広げ、発見後に丸一日寝ていたのだ。

　疲ひ労ろう感かんは薄うすれたが、体に蓄えられていた栄養を失っているので軽い飢き餓が状態を味わっている。

「長く話し込んでごめんなさい！　今、消化にいいものを用意しますね！」

　そう言って、レスカが慌あわてて駆け出し戻って来た時に持ってきたものは、パン粥がゆだ。

　リスティーブルのミルクを使って砂糖と小さく切ったパンをじっくり煮に込こんだ病人食に俺は、素す直なおに手を伸のばす。

　優やさしいミルクの香かおりとしっとりと水分を吸ったパンを口に含ふくみ、胃に落としていく。

　すぐに食べ尽つくした俺は、ただちにお替かわりを頼たのみ、その後、三杯ばいほどパン粥を食べて一息吐つく。

　後は、食べ物が消化されて、栄養が吸収されるのを待つ。

　そこから少しずつではあるが傷の治りが早くなるはずだった。

「それじゃあ、コータスさん。私はまだ牧場の仕事がありますから」

　そう言って、看病してくれたレスカは、軽く会え釈しやくしてから退室する。

　これで町に迫せまる問題もほぼ解決、後は傷が治れば普段の生活に戻ることができる。

　全身に筋肉痛や疲労感はあるが、それも数日で治るだろう、と思い目を瞑つぶる。

　だが、そんな俺たちの期待を裏切るように事態は知らない場所で進行していた。

「レスカ姉ちゃん、左さ遷せんの兄ちゃん！」

「ジニーちゃん、コータスさんはさっき起きたばっかりなんです。静かにしないと……」

「──【魔まの森】へ討とう伐ばつに出た冒険者たちがやられて帰って来た！」

　扉の外から聞こえる言葉に俺は、未いまだに怪け我がの残る体を引き摺ずるようにして、廊ろう下かに出る。

「ジニー、その話詳くわしく聞かせてくれ」

「コータスさん、駄目です！　まだ寝ていませんと！」

　レスカが俺を部屋のベッドの上に押し戻そうとしたため、大人しくベッドに戻るが、ジニーの話を聞かなきゃいけないので部屋に招く。

「それで、何があった？」

「わかんない。お祖ば母あちゃんが今、怪我した人の治療に当たっているけど、参加した多くが怪我してた。それと同行していたバルドルのおっちゃんが一番の大怪我をして戻って来たと同時に意識が戻らない」

「冒険者に狩人、それに元近この衛え騎士のバルドルが返り討うちに遭あったのか？　手負いのクレバー・モンキーに」

　群れの大半を失い、脅威度が下がったクレバー・モンキーの群れに返り討ちに遭うことなどあり得るのか。

「レスカ。話を聞きに行く。その後、騎士団の駐ちゆう在ざい所しよに詰つめる。そこが一番【魔の森】を見張りやすい」

「まだ無茶するんですか!?　怪我したばかりなのに！」

「バルドルが昏こん睡すい状態の今、この町に残っている騎士は俺だけだ。それに、すぐに対応しないと被害が増す可能性があるぞ」

　俺は、包帯の巻かれた体の上から服を着る。

　俺がクレバー・モンキーの群れとやり合った時の衣服は、ボロボロで更に返り血などで捨てるしかないため予備の服を借りる。

　ふと、部屋の隅すみに置かれた農業用の道具が目に留まる。

　ロシューが用意してくれた三本爪づめの鍬くわ、スコップ、マチェット、それに訓練用の鉄てつ芯しん入りの木刀も手に取る。

　マチェットと木刀を腰こしのベルトに差して、三本爪の鍬を肩かたに担かつぎ、スコップを背負うという訳の分からない格好でレスカの牧場を飛び出す。

　怪我人の集まる薬屋にレスカとジニーに案内してもらい向かえば、討伐に出ていた冒険者たちが怪我の手当てを受けており、皆みな疲つかれた表情をしてこちらに気付いた。

「もう一人の騎士の兄ちゃん、目を覚ましたのか」

「討伐の時、何が起こった。バルドルをやったのは何なんだ」

　店の僅わずかに開いた扉の隙すき間まからは、ちらりと全身に包帯を巻かれたバルドルの姿が見えた。

　他の人間が比ひ較かく的てき軽傷な部類の中、バルドルだけが重傷なようだ。

　それは他の人たちを守りながら近衛騎士クラスのバルドルが戦い、打だ倒とうされたということだ。

　その相手の脅威度を測るなら、Ｂランクの魔物が近くに存在することになる。

「……あれが何なのか俺たちも分からねぇ」

　そう言った前置きから始まり、冒険者たちが遭そう遇ぐうしたものの話に耳を傾かたむける。

　クレバー・モンキーたちを追つい跡せきしていた冒険者たちが見たものは、食い荒あらされたクレバー・モンキーたちだった。

　中には無意味に殺されている魔物もおり、全員が警けい戒かいして点々と続いている死体を追って見たものは──同族のクレバー・モンキーを惨ざん殺さつする群れの長おさであるハグレだった。

　その残ったハグレを討伐しようと追撃した人たちが攻こう撃げきを加えるが、それらの猛もう攻こうに耐たえ、不気味なまでに怯おびえや逃げるといった行動なしに睨にらみ付けてきた。

　そして、ハグレが激しく咆ほう哮こうを上げた瞬間、体が巨きよ大だい化し、新たに腕うでが二本生え、全く別の魔物に進化したという。

「俺たちはあんな魔物見たことがねぇ。バルドルさんが同行してなかったら俺たちは、死んでた。あれは、一体なんなんだ！」

　震ふるえながら答える冒険者の言葉に、俺はかつて親父おやじたちから聞いた一つの話を思い浮うかべ、レスカもその可能性に至ったのか同時に小さく呟つぶやきを零こぼす。

「「……魔物の突とつ然ぜん変へん異い」」

　魔物の突然変異──それは、何らかの要因でより強力な魔物に進化することによって生まれる異常個体だ。

　その強さは一いち概がいには言えないが、通常の進化によって変化する脅威度は元々のランクから１ランクほど上がるが、突然変異する個体は、２ランク上がると言われている。

　たとえ、元になっている魔物が子どもでも倒たおせるＦランクの魔物でも突然変異すれば、戦いを生なり業わいとする人間一人が必要な強さであるＤランク相当になる。

　今回は、元がハグレのクレバー・モンキーがＤ[image: マイナス]なら、Ｂ[image: マイナス]の魔物だ。

　そんな相手と他人を守りながら単独で戦ったと考えれば、バルドルの今の状態にも納なつ得とくがいく。

　それと同時に町の存続の危機である。

　Ｄランクのクレバー・モンキーの群れ百匹ぴき以上は、まさにスタンピードとも呼べる脅きよう威いだが、単独Ｂランクの魔物もまた町一つ壊かい滅めつさせるだけの脅威である。

　もしも、バルドルが万ばん全ぜんの状態だったなら、有利な場所で待ち構えて倒せていたのかもしれない。

　最初の調査の時、次に俺による群れの壊滅、最後に討伐のために追撃したバルドルたちとの接せつ触しよくによりハグレの復讐心が増していき、突然変異を促うながした可能性がある。

　その一因に俺がいる可能性に、拳こぶしを強く握にぎりしめてしまう。

「騎士の兄ちゃん。誰だれも兄ちゃんの所せ為いだなんて思っちゃいねぇよ。誰の所為でもない」

　その呟きに、はっとする。

　俺は相当思い詰めた表情でもしていたのか、レスカとジニーが心配そうな表情で見つめていた。

　それに、過去のことを後こう悔かいしても状じよう況きようは改善しない。

「……情報提供、感謝する。俺は、これから【魔の森】の境界を監かん視しする」

　俺は、それだけ言って、その場から踵きびすを返す。

「コータスさん……」

「左遷の兄ちゃん……」

　レスカとジニーが俺に声を掛かけたが、彼女たちはそのまま留まり、俺は騎き士し団の駐在所に辿たどり着く。

　クレバー・モンキーの集団を倒すために駐在所に保管されている武器を勝手に拝借したのは、始末書ものだろう。

　だが、その時確かく認にんした武器の在庫は、辺境の町──たった二人しか騎士がいない場所にふさわしく、まともなものがない。

「農具を持って来たのはいいが、こんな道具で戦うなんてな……」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながらスコップを地面に突つき刺さし、その場で【魔の森】の監視の準備をする。

　焚たき火びを用意し、保存食として置かれた干し肉を口に含み、バルドルが騎士団の駐在所に隠かくし持っていた酒さか瓶びんを呷あおる。

「……酒は、俺の意識によって毒にも薬にもなる、か。今は酔よえないし、旨うまくも感じない」

　他人から見れば町に迫るＢランクの魔物を前に絶望して、自や棄け酒ざけでもしているように見えるだろう。

　だが、酒は、栄養の塊かたまりだ。

　液体だから体内への吸収率も高く、俺が毒物として意識すれば、【加護】によって酒精は無毒化され、栄養になり体内に貯蔵される。

　戦う前に少しでも【頑がん健けん】の【加護】の自己治ち癒ゆ能力を高めるため──血と肉を作るためには栄養が必要だった。

「相手は、森林での戦せん闘とうを得意とするクレバー・モンキーから進化した突然変異の魔物。迎むかえ撃うつには、平原しかないな」

　下手に立体的な行動を取らせたら相手に翻ほん弄ろうされて負ける。少しでも戦闘可能な時間を引き延ばし、少しでも勝率を上げるために、考えを巡めぐらせる。

　最良は、この事態にまだ見たことのない町長や町の重役たちが近きん隣りんに救きゆう援えんを呼ぶと同時に避ひ難なんすることだ。

　そして、ハグレ個体が町を襲おそう前に援軍が到とう着ちやくすれば、被ひ害がいを抑おさえることができる。

　それまで監視を続けるのが、唯ゆい一いつ残った駐在する騎士の務めだ。

　もし、援軍到着まで時間があれば、俺の【頑健】の【加護】で傷も塞ふさがり、一兵卒として戦列に加わることもできるだろう。

　そんな淡あわい期待を抱いだきながら【魔の森】を見つめていると、背後から足音が聞こえる。

「コータスさん……」

「……レスカ。どうしてここに来る？」

「その……ご飯持って来ました」

　鍋なべを両手に持って掲かかげるように見せ、それを焚き火の不安定な火で温め直す。

　その中身は、クレバー・モンキーと戦った時に食べたいと思ったシチューだ。

　リスティーブルのミルクを使い、あっさりとした脂し肪ぼう分の少ないコルジアトカゲの尻尾しつぽ肉とボア種のバラ肉の二種類の肉、他ほかにもしっかりとした食感のコマタンゴ、大きめに切られた野菜が乳白色のシチューの中に浮かんでいる。

「そんな塩しお辛からい干し肉とお酒だけだと健康に悪いですよ。シチューなら柔やわらかく煮に込こんでありますし、体への栄養の吸収がいいですよね」

「今は、そんなこと気にしている場合じゃないだろ。なんでここに来た。近隣の町に避難しないでいいのか」

　俺が言葉を口にするが、レスカはこの異常事態に怯えた様子も見せず、逆に反発するようにむっと頰ほおを膨ふくらませる。

「なんですかその言い方は、私は心配してきたんですよ。それに大だい丈じよう夫ぶですよ。女子どもは、風車塔とうの穀物倉庫の地下にある避難所に向かっています。あそこは、堅けん牢ろうな造りですし、数日分の食料や物資を詰めてあります。近隣の町に避難するよりも安全なはずです」

　そう言って、力強く答えるレスカ。

　そんな施し設せつがあることなど知らなかった俺にとっては、事態の大きさに視野狭きよう窄さくに陥おちいっていたことに気付き、深い溜ため息いきを吐はき出す。

「なんというか、そんなものがあったとは。まるで一人でこんな場所にいて空回りして、俺が馬ば鹿かみたいじゃないか」

「コータスさんは、この町に来たばかりだから知らないのは仕方ないですよ。それにここで監視を続けてくれているお陰かげで自警団の人が避難誘ゆう導どうしたり、近隣の町に魔ま道どう具ぐで救援を呼んだりすることができるんです」

　レスカの慰なぐさめと共に差し出されたシチューの皿を受け取り、黙だまって食べる。

「それにしても逞たくましいなぁ。この町は」

「そうですね。毎日、畜ちく産さん魔物を相手にしていますから」

　俺は、駐在する騎士の殆ほとんどいないこの町の底力を感じる気がする。

　だが、レスカはあえて明るく振ふる舞まい口にしないが、この牧場町の歴史の中で災害クラスの魔物が襲しゆう来らいしようとしているのは事実だ。

　そのような強さの魔物を相手に頼たよれる元近この衛え騎士のバルドルは昏こん睡すい状態。

　だが、町の人を守るために戦わなきゃならない。

「ありがとう、レスカ。腹が膨れたよ」

　俺は決死の覚かく悟ごを隠しつつ自然と振る舞う。

　鍋に満たされたシチューが腹の中に収まり、俺は腹を撫なでながら少しずつ体内に蓄たくわえられ、血肉の再生に消費されるのを感じながら、レスカとの一時を過ごす。

　そして、陽ひが沈しずみ夜になり始めた頃ころ──

「……出て来たか」

　人生最後の穏おだやかな時間だと思いながら過ごしていた俺は、森の監視を怠おこたらず、奴やつが出てきたのを確かく認にんして立ち上がる。
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　スコップを背負って手には三本爪の鍬を握り締しめ、ベルトにはマチェットと訓練用の木刀だ。

　統一性のない装備に身を固める一方、森から姿を現したハグレ個体は、前見た時と大きく姿を変えていた。

　足の細さはクレバー・モンキーらしさを残しているが、上半身から上の筋肉が発達し、背中の肩けん甲こう骨こつ付近からもう一対ついの腕を生やしている。

　上体の筋肉の重さをカバーするために元々ある腕が地面を引き摺ずりそうなほど伸のび、その二本の腕には、武器が握られている。

　それは、バルドルたちから奪うばった長ちよう剣けん二本だ。

　ここに来る途と中ちゆうで【魔の森】で見つけた魔物を斬きり殺したのか、二本の長剣には赤黒い血がべっとりと付いており、それを気にした様子もない。

　以前の面おも影かげは殆ど感じないが、奴の左ひだり肩かたには、俺が投げた長剣が刺さった跡あとが残っており、尻尾が半ばから断ち切られているのを見て、ハグレと同一であると確信する。

「コータスさん、他の人たちの準備がまだ……」

「レスカは避難しろ！　ここにいたら巻き込まれる！」

　俺の言葉を聞いて、弾はじかれるように町の方に駆かけ出すレスカ。

　だが、そんなレスカを見み逃のがすハグレではないようだ。

　地面に転がる石を背面から伸びる腕で摑つかみ、走りながら魔物の剛ごう腕わんで振り抜ぬき、凄すさまじい勢いでレスカを狙ねらう。

「っ!?　──《オーラ》！」

　俺は身体強化の《オーラ》を発動させ、その射線上に入り、構えた鍬くわの刃は床しよう面めんを使って投石を防ぎつつ激しい衝しよう撃げきに耐たえる。

「コータスさん！」

「いいから行け！」

　レスカがそのまま町へと走り去り、ハグレ個体の視界からいなくなったことでやっと安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

「はぁ、こんな武器で相手をしなきゃいけないとはなぁ」

　そう言って、ハグレ個体の視線をレスカの方から改めて復ふく讐しゆう相手の俺に戻もどすために三本爪づめの鍬で挑ちよう発はつするように素す振ぶりをする。

　振り方は、大おお鎌がまの素振りに近いだろう。

　鍬の重心バランスを確かめながら軽かろやかに振り回す。

　まぁ、大鎌は斬ることができるが、この鍬の場合には殆ど突き刺すことしかできない。

『──ＧＵＧＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　それを挑発と受け取ったハグレ個体も二本の腕うでを振るい、牙きばを剝むいて威い嚇かくの咆ほう哮こうを上げ大気を震ふるわせる。

　単独でハグレ個体を討とう伐ばつするのは、困難。ならば、増援が来るまで耐えるのが俺の役割だ。

【頑健】の【加護】を持つ俺にとって長期戦・持久戦は、得意分野であり、全力で時じ間かん稼かせぎを行う。

「さぁ、来い！」

　先手は、ハグレ個体だ。

　長剣で俺を叩たたき斬ろうとするが、真っ直すぐな読み易やすい一いち撃げきに鍬の刃床面で受け止め、横に振って弾く。

　続く一撃も三本爪の隙すき間まで受け止め、防ぼう御ぎよに徹てつする。

　俺ができる役割は、ただこいつを足止めして時間を稼ぐこと。

　突とつ然ぜん変へん異いで圧あつ倒とう的てきな力を手に入れた影えい響きようか、以前のような狡こう猾かつさよりも獰どう猛もうさが前面に押し出された攻こう撃げきを俺は防ぎつつ、背面から伸びる二本の腕の組み付きは避さける。

　だが、魔物の圧倒的な膂りよ力りよくを前に、身体強化を施ほどこしただけの人間がいつまでも耐えられるわけがない。

「ぐっ!?　鍬の爪が」

　何度も攻撃を受け止めた所せ為いだろう。

　金属同士が激しくぶつかり、火花を散らし刃が欠ける中、三本爪の右の爪が根元から折れてしまう。

　武器を壊こわした時の俺の反応を見て楽しんでいるのか、ニタリ、と嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべるハグレ個体。

　明らかに俺を嬲なぶって楽しんでいるが、時間稼ぎができるのだから文句はない。

　だが、これ以上武器が消しよう耗もうさせられると予定が狂くるう。

『──ＧＡＡＡＡＡＡ！』

「ふっ！」

　力の限り振り下ろされる相手の長剣の一撃に対して、鍬の残った二本の爪の間で受け止める。

　今までは弾き、受け止めるだけだった鍬の柄えを勢いよく半回転させる。

　それに伴ともない、二本の爪の間に挟はさまれた長剣は、円運動と共に爪を起点とした梃てこの原理によって半ばから折れる。

　長剣の一撃を鍬で受け止める時、最も力の乗らない根元付近に何度もぶつかったためか剣の刃は毀こぼれが酷ひどくなっている。

　それに、三本爪の鍬はシャベル・モールの爪のようなソードブレイカーに似た形状をしているために時間稼ぎと同時に、武器の無効化も考える。

　だが、その代だい償しようは大きく今の一撃で三本爪の左の爪も折れ、何度も攻撃を受け止めたため段々と両りよう腕うでの感覚がなくなってきている。

　小刀よりも短くなった長剣を一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんと見つめたハグレ個体は、すぐさま折れた長剣を捨てて、残った刃毀れだらけの長剣を振り回し始める。

「まだやるか！」

　俺も爪が折れ、これ以上は武器として耐たい久きゆう度に不安の残る鍬を遠くに投げ捨て背負っていたスコップを構える。

　その直後に一気に距きよ離りを詰つめて振るわれる長剣を避けるが、相手はこちらの動きに合わせて拳こぶしを突つき出して来る。

　それをスコップのヘッドの部分で盾たてのように防ぐが、まるで弾き飛ばされるような衝撃に後ろに転がる。

「ぐっ！　まるで騎き兵へいの突とつ撃げき槍やりだな！」

　一時は、人間要よう塞さいとしての役割を期待されている重装騎士団に所属していた身だが、身体強化の《オーラ》を纏まとった状態でも受け止め続けるのは辛つらい。

　俺は、拳の攻撃を可能な限り回かい避ひする一方、剣の攻撃に対しては、スコップのヘッドで防ぎ続ける。

「学習能力がないのか、それとも想像力がないのか──」

　そして、何度目かの拳による攻撃を回避し、長剣の攻撃に対して一歩前に出る。

　今まではスコップのヘッドの方で受け止めていたが、今度は、柄を回転させて反対の把とつ手ての部分に剣の先せん端たんを潜もぐり込ませ、柄を振り回す。

　再び起こる武器破壊にハグレが呆然とする隙すきに、スコップを構え直す。相手が慌あわてて片方の剛腕を振るうが、それを避けて相手の脇わきに潜り込む。

「──くら、え！」

　相手の足元に潜り込んだ直後、突然変異前にやられたことをそのままやり返すような反撃の一撃を振るう。

　スコップの側面を立てて振るった斧おののような一撃は、剛毛によって守られた足に刃が僅わずかに食い込む程度だ。

　食いこんだスコップを引き抜こうとして手間取って反撃を受けたために、スコップを手て離ばなし、そのまま背後に駆け抜けようとするが、距離を取る前に何かに頭を鷲わし摑づかみにされる。

「あ、がぁぁっ！」

　ハグレ個体の背中から生える腕が脇を抜けようとした俺の頭を捉とらえて持ちあげる。

　ギリギリと万力のように締め上げ頭ず蓋がい骨こつが割れて潰つぶれそうになるのを、歯を食いしばり、【頑がん健けん】の【加護】と《オーラ》を部分的に集中させて耐える。

　痛みを耐えるために食いしばる口内に血を滲にじます俺の姿を見て、ニヤついた顔でこのまま嬲り殺すために指に力を込めるハグレ個体。

「舐なめるな──《錬れん魔ま》！」

　宙に吊つるされたような状態で俺は、片方の掌てのひらに魔力を集中させ、俺の頭を握にぎり締める手に魔力の塊かたまりを叩き込む。

　相手の体が硬こう直ちよくした瞬しゆん間かん、腰こしのマチェットを引き抜き、投とう擲てきする。

　そこは、クレバー・モンキーの時に付けた刀傷が突然変異後も残っており、身を守る剛毛もなく薄うすい皮ひ膚ふだけの部分だ。

『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ──』

　マチェットの突き刺ささった痛みにハグレが思わず咆哮を上げる。

　進化の過程で鎧よろいのような剛毛を得たようだが、毛のない場所に刃が通じたのは僥ぎよう倖こうだ。

　だが、その直後、思わぬ反撃に苛いら立だちを見せるハグレ個体が腕を大きく振ふるい──

（頭が、揺ゆれる！）

　握り締めた俺の頭を投石のように投げる。

　脳を揺さぶられて空中での姿勢を整えることができないまま壁かべに背中から激げき突とつする。

　壁を崩くずしながら激突した俺は、血ち反へ吐どを吐はく。

（頭から血、それに叩き付けられた衝撃で肋ろつ骨こつが何本か折れたが、一番は背骨だ）

　体を支える骨の一部に熱のような痛みを感じて起き上がれないが、状況はすぐに理解できた。

（──また騎士団の駐ちゆう在ざい所しよに穴を開けちまった）

　石造りの建物の壁を突き壊して、崩した石材の中に倒たおれ込むようにして自分の開けた穴を見る。

「まぁ、左さ遷せんされた騎士にとっては……最良の結果、だろ」

　優に十メートル近く投げられ、体が上う手まく動かない中、血を吐きながら呟つぶやく。

　歩く災害とも呼べるＢランクの魔物相手に僅かでも傷を付けられたんだ。十分だろう。

　それにハグレ個体の持つ冒ぼう険けん者たちから奪った武器は、全すべて破壊した。

　ハグレは俺の投げたマチェットを傷から引き抜いた後、苛立ちを解消するようにそのまま拳を叩き付けて、叩き折り、足に食い込んだスコップの柄もぽっきりと二つに折る。

　そんな絶望的な光景を前に俺は、不敵な笑みを浮かべて呟く。

「……さぁ、来い。俺に復讐してみろ、一分、一秒でも生き延びて、死んでやるから相手しろ」

　俺の小さな呟きなど聞こえないはずなのに、苛立ちに息を荒あらくしたハグレ個体は顔を上げて建物の中に倒れる俺に向かってゆっくりと歩いてくる。

　怒いかりで激しく肩かたで呼吸を繰くり返し、真っ赤な顔で俺だけを真っ直すぐに見ている。

（ホントは、あと一分ほど時間があれば、背骨だけは治るんだが──）

　重要な部分に【頑健】の【加護】の治ち癒ゆ力を集中させているが、それは俺が嬲られるまでには間に合わないだろう。

　背面の拳を固く握りしめたハグレ個体は、両腕を地面に突いて、四足歩行の獣けもののようにして駆かけ出してくる。

　そして、騎士団の駐在所の壁に開いた穴の中に跳とびかかって来る時──

「コータスさんは、私が守ります！」

　騎士団の駐在所の中にいたために死角になって見えなかったが、いきなり真横からハグレ個体を突き飛ばす何かが現れる。

『ブモォォォッ──』

　それは、白と黒の斑まだら模様に角を生やした魔物・リスティーブルだ。

「コータスさん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「……レスカ。どうして、戻って来た」

　他の牧場主や救きゆう援えんが来るまで避ひ難なんしろ、と言いたいところだがしきりに俺の心配をするレスカにそうは言えない。

「またこんな大おお怪け我がを！　大丈夫なんですか！　ちゃんと治りますか!?」

「……今は時間がない。すまないが、肩を貸してくれ」

　レスカと話している間、何とか背骨だけは治り体が動かせる。

　レスカは、血で汚よごれることも躊躇ためらわずにそんな俺に肩を貸して、騎士団の駐在所に開けた大穴から外に出る。

　そこで見た光景は──

「なんだ。これは」

「コータスさんのお陰かげです。みんなが集まるための時間を稼げました」

　俺とレスカの目の前には、様々な魔物が集まっていた。

　リスティーブルが突撃とばかりに連続でハグレ個体をどつき回し、足に鉤かぎ爪づめと鎌かまのような武器を取り付けたランドバードが駆け抜ぬけ様に剛毛に覆われた体に浅い傷を何本も作っている。

　その中には、オルトロスのペロも同じように駆け抜け様に引っ搔かき傷を残していく。

　植物の魔物が地中から根を伸のばし、ハグレ個体の足首を捉えて足止めし、その他ほかにも様々な魔物が集まり、ハグレ個体と交戦している魔物と交代するように戦う準備をしている。

「魔物は、巣を守るために協力します。たとえ、半分が死んでも残り半分を生き残らせるために……」

「ランドバードたちは、一度引け！　鎌に毒を塗ぬり直す！」

「こっちは、シルキーワームの捕ほ縛ばく網もうの準備できてるぞ！」

「俺たちは、リア婆ばあさんの作った攻こう撃げき用の魔法薬の用意もできてるぞ！」

　後方で牧場主たちが一いつ匹ぴきのクレバー・モンキーの異常個体を倒すために動き始める。

　鳥の魔物が上空から捕縛網を投下し、網あみの掛かかったハグレ個体が逃のがれようと捕縛網を引き千切るが、それを上回る速さで捕縛網が重ねられる。そしてランドバードの爪つめや鎌に塗られた毒によってハグレの動きが鈍にぶる。

「全員、投擲しろ！」

　そして、号令と共に投擲される黄色く発光する瓶びんがハグレ個体の前に落ち、中の液体が周囲に散る。

　それと共に発生する強い光が地面を走り、ハグレ個体の体を駆け上がり、夜に眩まぶしいばかりの雷らい光こうの柱が空に昇って行った。

「やったぁ……」

「まだだ！　第二次攻撃準備！」

　ハグレの異常個体は、あの雷らい撃げきの中を剛毛で耐たえたようだ。

　少なくない箇所が焼けただれているが、雷撃を防いだ剛毛は健在であり、まだ命には別状ない。

　雷撃と共に消しよう滅めつした捕縛網や足を捉える植物の魔物の根が消えたことでハグレは反撃に打って出ようとする。

「くそっ、反撃が間に合わない！」

　雷撃の魔法薬の被ひ害がいを受けないように一度引いたリスティーブルたちが再び駆け出そうとするが、二度目の突とつ撃げきは対処される。

　畜ちく産さん魔ま物ものたちの攻撃は易やす々やすと避さけられ、逆にレスカのリスティーブルに爪を伸ばし、貫ぬき手てを放とうとするハグレだが──

「──《闘とう刃じん砲ほう》！」

「──《フレアショット》！」

　離はなれたところより赤い収しゆう束そく砲ほうが放たれる。

　魔法を上回る速度で到とう達たつしたそれがハグレ個体の左目に突き刺さり、動きを止める。

　その後、俺たちの後方から駆け抜ける炎ほのおの塊がハグレ個体を突き飛ばし、その身を包み焼いていく。

『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ──』

　ただ、その炎は、明らかに炎えん弾だんではない。輪りん郭かくは朧おぼろげであるが、明らかに特とく徴ちよう的な角を持つ四足歩行の魔物であるソード・レインディアの姿を象かたどっていた。

「【闘とう気き】を利用した《戦技》！　それに、火の精せい霊れい!?」

　俺は、その攻撃を行った人物たちを確かめるように振り返れば、オリバーに肩を支えられ全身を包帯で包まれながらも、ミスリル製のスコップの先端をハグレ個体へ向けているバルドルの姿。

　そして、全力を振り絞しぼったのか、魔ま法ほう触しよく媒ばいであるサラマンダー・ルビーを握り締しめ、肩で息をするジニーの姿があった。

「ちっ、少しは役立つと思ったけど、今の俺の【闘気】じゃこれが限界か」

「……はぁはぁ、コータス兄ちゃん、レスカ姉ちゃん」

　燃え盛さかるソード・レインディアの火の精霊が炎の角を押し当て、バルドルや畜産魔物たちの作った傷口や剛毛を高温で焼いていく。

　風に乗って肉の焼けた嫌いやな臭においが鼻を突つく中、それでもハグレ個体の瞳ひとみに憎ぞう悪おの色が濃こくなっていく。

　牧場町から集められるだけの戦力を集めたんだろう。牧場町の戦力が突とつ然ぜん変へん異いのハグレ個体を足止めしている間に、伝令が飛び込んでくる。

「伝令だ！　女子どもの避難は殆ほとんど終わった！　あとは、レスカちゃんとジニーちゃんだけだ。二人は早く避難しろ！」

　町の方から駆けてきた伝令の声を受けるが、レスカもジニーも動こうとしない。

　そして、伝令は、続けて悪い知らせも持ってきた。

「近きん隣りんの騎き士し団や兵士からの増ぞう援えんはなし！　冒険者ギルドからの到着は二日後だ！」

　突然変異のハグレ個体討とう伐ばつのための増援は、これ以上はない。

　俺が全力で足止めして時間を稼かせいだが、この戦力で決めなきゃいけないようだ。

「とりあえず、森に追い返せ！　そして、冒険者の増援が来るまで持ちこたえろ！　あのままだと手当たり次し第だいに暴れ出すぞ！」

　俺だけではなく、牧場町の牧場主や畜産魔物たちも戦いに加わり煩わずらわしさを感じている突然変異のハグレ個体は、目に留まる全すべてを破は壊かいするために憎悪と復ふく讐しゆうに任せて暴れ出すだろう。

　そうなれば、今戦っている牧場主やその畜産魔物たちだけでなく、避難しているだろう女子どもにまで危険が及およぶ。

　森に追い返すなどと生なま温ぬるいことは、言っていられない。何としてもこの場で倒し切る。

「……レスカ。少し、離れてくれ」

「えっ？」

　俺の言葉に理解が追い付いていないようだが、俺はレスカから離れるように数歩歩き出し、腰こしに残った唯ゆい一いつの武器の木刀を抜いてその場に膝ひざを突く。

【頑がん健けん】の【加護】による傷の治癒は後回しだ。

　俺の体を纏まとっていた身体強化の《オーラ》を木刀を持つ両手と駆け出すための両足に集中させる。

　今ある魔力だけでは足りず、体に蓄たくわえられている栄養を消費して、どんどんと魔力を生み出し、強化する部位に魔力を集め出す。

「コータスさん、なにを……」

　魔力を集めた部位は、許容の限界量を超こえて青い光を発する中、俺は更さらに体内の魔力を収束させて密度を高めると青い燐りん光こうが零こぼれ出す。

　俺が目指すのは、身体強化の《オーラ》やその上位《ブレイブエンハンス》の更に上──超ちよう越えつ者たちに対たい抗こうするために作られた身体強化の禁術──《マテリアボディ》。

　常人が発動することすらできない濃のう密みつな魔力で身体を強化すれば、超越者を圧あつ倒とうする力が理論上は得られる。

　その際、超々高密度の魔力が生身を鋼鉄のような硬こう度どに引き上げる。

　だが、その反動として常人の体は耐えられず、生き残っても大きな後こう遺い症しようを残す。

　魔力を部分的に集約することで限定的に再現させた禁術を完成させ、ハグレ個体を見み据すえる。

　今はハグレ相手に攻撃をしている火精霊だが、触しよく媒ばいであるサラマンダー・ルビーによって呼び出した精霊は、触媒で引き出せる以上の力は振ふるえない。

　次第に弱まる精霊の炎に対して、ハグレは炭化した腕うでを振り回して、炎の体を引き裂さき、精霊を散らす。

　火の精霊を撃げき退たいする代わりに腕の一本が炭化し半ばより千切れて落ちる。

　炎に焼かれて突っ張るのかぎこちない動きを見せるハグレ個体が町に向かって駆け出す。

「町中に逃にげ込まれるな！　魔物たちが展開できないぞ！」

　バルドルが声を張り上げるが、既すでにハグレ個体は地面を蹴けり高く跳ちよう躍やくし、騎士団の駐ちゆう在ざい所しよの屋根に降り立とうとする。

　そこから屋根伝いに市街地戦になれば、こちらが大おお幅はばに不利になる。

「うおおぉぉぉぉぉっ！」

　俺は、それを阻そ止しするために体に溜ため込んだ《マテリアボディ》の爆ばく発はつ的てきな勢いで地面を駆け、壁かべを蹴り、ハグレ個体の正面に回り込む。

　時じ間かん稼かせぎや長期戦など考える余よ裕ゆうなどない、今が死力を尽つくす時だ。

「ここから先は、通さない！」

　体を捻ひねり、全力で振るう木刀が、空中を跳躍するハグレ個体の脇わき腹ばらを捉とらえる。

　いつか、組み付いた時に脇腹を殴なぐられた時とは、今度は立場が逆になり、そのまま押し込むように力を込こめると体中の筋きん繊せん維いがブチブチと嫌な音を立てて切れ、痛みが走る。

「だぁぁぁぁぁっ！」

　だが、痛みを堪こらえ、更に空中のハグレ個体を押し込むように木刀を振り切り、地面に叩たたき付ける。

　脇腹が陥かん没ぼつし血ち反へ吐どを吐はきながら立ち上がってこちらを睨にらみ付けるハグレ個体に追つい撃げきをかけるために、木刀を突きに重点を置いた構えを取り、ハグレ個体に迫せまる。

『ＧＹＡＡＡＡＡ──』

　右足に溜め込んだ《マテリアボディ》が爆発的な勢いで地面を抉えぐり、ハグレ個体との距きよ離りを一気に詰つめる。

　接近に気付き反射的に鋭するどい爪の貫ぬき手てを放って来るが、《マテリアボディ》を纏まとった俺の鋼はがねより硬かたい腕には傷一つ付かず、しかし滑すべるように動いた貫手が禁術に覆おおわれていない肩かたと耳の一部を抉り切り裂くも、俺は止まらない。

「──喰くらえ！　人間の一撃だ！」

　木刀で傷を開き、炎で焼けただれた部分に突き刺さす。

　勢いを持って深く突き刺さる木刀だが、まだハグレ個体の致ち命めい傷しように至らなかったため、俺は両腕に溜め込んだ《マテリアボディ》の練り込まれた魔力をそのまま木刀に通し、相手の体内に直接叩き込む。

「──《錬れん魔ま刃じん》！」

　バルドルがやったような《闘刃砲》のような収束した発動ではない。

　体内の魔力を搔かき乱し行動を阻そ害がいする《錬魔》に更に魔力を込めて攻撃力を持たせた《戦技》だ。

　それも常人では耐えられない超々高密度の魔力を直接送り込み、爆発させる。

　ズン、と鈍にぶい音と共に木刀の柄つかと鉄てつ芯しん以外が弾はじけ飛び、ハグレ個体に突き刺した場所を起点に大きな風穴が開く。
















　それは心臓や主要な血管を巻き込んで消滅させ、その断面から噴ふき出し流れ出す血が俺の全身を濡ぬらしていく。

「……はぁはぁ」

　ゆっくりと後ろに倒たおれ、絶命するクレバー・モンキーのハグレ個体を見下ろしつつ、俺は禁術を使った反動でそのまま倒れ込んだ。



















　　　終章　左さ遷せん騎き士しと【頑健】の加護







　あの後、意識を失った俺は三日三晩眠ねむり続け、目が覚めた時はレスカの介かい抱ほうを受けていた。

　頭の切り傷や体の打だ撲ぼく、骨折の他、禁術──《マテリアボディ》を部分発動させた両腕と両足は、極度の疲ひ労ろう骨折と筋断裂をしていた。

　俺の看病のためにベッドに寄り掛かかって寝ね息いきを立てているレスカ。

　目を覚ました俺は、彼女を起こさないように動こうとしたが、度外れた筋肉痛に呻うめき声を上げたらレスカを起こしてしまった。

　俺の体は、回復のために必要な栄養全すべてを禁術発動の魔ま力りよく変へん換かんに充あててしまったため傷の治りが悪かった。

　意識の無い状態で栄養剤ざいや回復薬のような液状のものを口から投とう与よさせられたらしいが、禁術の反動による極度の疲労状態には敵わず、効果は薄かったようだ。

　また、傷ができてから時間が経たてば経つほど【頑健】の【加護】による自己回復力も落ちている。

　そして、今──

「コータスさん。今日は、骨を丈じよう夫ぶにするために小魚の丸まる揚あげ餡あんかけとリスティーブルとランドバードの牛乳プリン、他ほかにも滋じ養ようにいい食材で作りました。早く元気になってください」

「レスカ、すまない。ありがとう」

「それじゃあ、コータスさん。はい、あーん」

「いや、レスカ。恥はずかしいから自分で食べるから！」

　目が覚めた俺は、回復を促うながすためすぐにレスカに食べ物を用意してもらったのだが──

「駄だ目めです！　コータスさんの両腕は、骨折しているんですから！」

【頑健】の【加護】は、疲労状態では回復が鈍くなる。

　それが極度ともなれば、いくら栄養を体の中に取り込んでも追い付かない。

　しばらくは安静にしつつ、動けるようになったら体を動かして少しずつ元に戻もどるようにしないといけないが、今は不自由な生活を強しいられている。

「それじゃあ、改めて。はい、あーん」

「ん、あーん」

　俺は、羞しゆう恥ち心しんに耐たえつつ、レスカの用意してくれた食事を食べ、一日でも早く治るように心がける。

　正直、このままの状態で何日も過ごすのは、他人に甘え慣れていない俺にとっては恥ずかしいものがある。

　また、時折接近するレスカの甘い香かおりにドキリとする。

「……コータス兄ちゃん、鼻の下伸のびてる」

　そう言って、俺の見み舞まいに来たジニーがオルトロスのペロにブラッシングしながら冷ややかな目で見てくる。

「その、なんか、すまん。色々と……」

　とりあえず謝っておけ、という精神で呟つぶやけば、ジニーはふぅと長い溜ため息いきを吐き出した。

　そんな俺の部屋がノックされ、ツナギ姿のバルドルが入室してきた。

「コータス、見舞いに来たぞ」

「見舞いってバルドルだってハグレ個体に襲おそわれた時、重傷だっただろ」

「お前よりは軽傷だぞ。それに、災害級の魔ま物もの襲しゆう撃げきの後始末をしなきゃいけないからな。寝ねてもいられないのが本音だ。無論、全すべてが終わったら休ませてもらう」

　バルドルがニヒルな笑えみを浮うかべるが、その服の間から見える包帯が痛々しく見える。

「……そんな顔すんな。近きん隣りんからの救きゆう援えんなしのこういう時は、普ふ通つう犠ぎ牲せいが多く出るんだ。だけど、怪け我が人とかは出ても、死者も資産である畜ちく産さん魔物にも被ひ害がいらしい被害はない。普通に考えて奇き跡せき的な被害の小ささだ。まぁ、また騎き士し団の駐在所が壊こわれたけどな」

　そう言って、一いつ瞬しゆんだけ遠い目をするバルドル。それに関しては何も言えなくなる。

「辺境の極小駐在所だから、もう再建の予算なんてねぇんだよなぁ。なんか、もう駐在所を再建するの色々と面めん倒どうだし、町の役場の一室に施し設せつを移設したいくらいだ」

「バルドル、それでいいのか？」

「そうなると、コータスさんの住む場所がありませんね。……なら、この牧場で居候いそうろうを続けるのも仕方がありませんね！」

「レスカ!?　なんでそんなに嬉うれしそうなんだ！」

　それは、俺とバルドルの住む仮住まいがなくなる、ということなのだが、レスカの頭の中では、住む場所がないならこのまま居候続行ということになっているのだろう。

「確かに、前は私が駐在所を壊したからコータスさんが居候していましたけど、今回は不測の事態。英えい雄ゆうのコータスさんを無下には扱あつかえませんよ」

「いや、英雄ってのは言い過ぎだろ」

「いいんです！　コータスさんは、私の英雄なんです！　だから、このまま居候を続けてください！」

　恥ずかしそうにしながら言い切ることだろうか。

　普通は、年とし頃ごろの娘むすめが男を家に招くことは非常に危険な行こう為いだが、俺にはレスカの提案に頼たよるしかない。

　実際に、俺に行き場がないので、このままレスカの牧場にお世話になるしかない。

　それに、今回の襲撃の後始末としてレスカの負担は大きい。

　俺への看病に食事代、その間に停てい滞たいする牧場の業務などを金銭で考えると、薄はつ給きゆうの新米騎士では一度に払はらうのは厳しい。

　だから、騎士団の業務の合間、レスカの牧場の臨時従業員として働き、労働力で返していこうと思う。

「さて、被害状じよう況きようは、軽けい微びで日常通りの生活が戻ったわけだ」

「そうか、よかったな」

「それともう一つ。リア婆ばあさんを含ふくむ町の長老衆たちが議論した結果、今回みたいな畜産魔物を利用した防衛や道具はあっても人間側の防衛力が低いって判断になった」

「まぁ、自警団だけじゃ足止めにもならなかっただろうな」

　並の魔ま物ものなら、道具を調ととのえ徒党を組んで相手をすることで対処できるが、それとは一線を画す力を持っているのがＢランクの魔物だ。

　そいつらを相手にするには、Ｂランク冒ぼう険けん者か、Ｃランク冒険者のパーティーが複数必要だ。

「それもある。だが、一番にはやはり近隣の町への救きゆう援えん要よう請せいが拒きよ否ひされたことだ」

　町同士の助け合いに期待せずに、町の自助努力する方向に切り替かえた訳か。

「けど、なんで近隣の町は救援要請を拒否したんだ？　次は自分たちの町が危ない可能性もあるのに」

「騎士や兵士を魔物討とう伐ばつに送り出すと金が掛かるんだよ。だから、少しでもケチろうとしたんだろう。あと、冒険者ギルドからの派は遣けんが二日後だったのは、Ｂランクの魔物を退治できるパーティーの帰き還かん予定日がその日だったからだ」

　そう言って、疲つかれたように溜息を吐はき出すバルドル。

　俺としても町の中で戦力が整うなら、異存はない。

「そこで災害級の魔物相手に決定打を与あたえられる人材も必要だろうって結果が出て、戦せん闘とう向きな【加護】持ちの町人の中から志願制で訓練を施ほどこすことになりそうだ」

「それって……」

　オルトロスのペロの顎あご下したを撫なでているジニーに俺とバルドルが目を向けると彼女はキョトンとしていた。

「ジニーもその資格がある。リア婆さんは反対したが、将来的にこの牧場町の防衛に携たずさわる可能性があるが、やるか？」

　バルドルの問い掛けに、目を瞬またたかせるジニー。

　ジニーがあの戦いの中で使ったのは、【火魔法】の【加護】だった。その【内包加護】は《火精せい霊れい》に関するものだろう。

　直接魔力を炎ほのおに変化させるのではなく、自然界に存在する精霊や霊の力を借りて行使する精霊魔法。

　その才能は、ただの【火魔法】の加護持ちよりも希少な上に強力だ。

　精霊の格に威い力りよくが依い存ぞんするが、もし格の高い火精霊から協力を得ることができればそれは、災害級の魔物に対して有効打になりえる。

　今回ジニーが召しよう喚かんしたソード・レインディアの火精霊は、普通あの大きさのサラマンダー・ルビーでは呼び出すことができない大物だ。

　だが、あの火精霊の元になったのが、ハグレ個体に殺されたソード・レインディアの霊だったとするなら、自らの無念を晴らすために歩み寄ってくれた偶ぐう然ぜんだ。

「それでどうする？　ジニーを鍛きたえるのは、暴発を考えると俺じゃあ難しいからな。ここはコータスに師事することになると思う」

「や、やる！　あたし、冒険者になれるなら何だってやる！」

　勢いよく宣言するジニーを俺とレスカは微笑ほほえましそうに見る。

　ジニーは、夢の第一歩を踏ふみ出そうとしているんだ。

「と、言うわけだ、コータス。お前がジニーを鍛えてやってくれ」

「それが上官からの命令なら従おう。だが、それは俺が回復してからだ」

「なら、上官命令だ。治り次し第だい、始めろ」

　疲労骨折で治りの遅おそい、両りよう腕うでを掲かかげて見せれば、俺のノリに合わせてバルドルが命令を下す。

　そして、最後に──

「ここから先は、ちょっと騎士団としての守秘義務が発生する話だから、レスカの嬢じようちゃんとジニーはちょっと席を外してくれないか？」

「わかりました。それじゃあ、おやつの準備をしてきます。ジニーちゃんも手伝ってくれますか？」

「わかった。レスカ姉ちゃん」

　素す直なおに部屋から退出する仲のいい少女たちを見て自然と顔が綻ほころぶ中、バルドルはふっと表情を消した。

　まぁ色々と言われるんだろうな、と予想している

「さて、何から聞けばいいのか」

　自身の顎を撫でながら、こちらを見るバルドルは真しん剣けんな表情だが、その瞳ひとみの奥には、苛いら立だちや困こん惑わくといった様々な感情が見て取れる。

「まず聞こうか。部分発動とは言え、誰だれが禁術を教えた」

　やっぱりそのことか、と予想は付いていたので素直に答える。

「俺の親父おやじの仲間の一人に考古学好きや遺い跡せき好きがいるんだよ。その人の話の中に出てきたものを再現した」

「あの技わざを発動させたのは何度目なんだ？」

「あれで三度目だ。使う度たびに大おお怪け我がを負った」

「はぁ……なら、もう他ほかに禁術のような危険なものはないんだよな」

「話には聞いたことがあるけど、【頑がん健けん】の【加護】や無属性魔法しか使えない俺じゃあ再現ができないから無理だ」

　そこで幾いくつも禁術を持ってる方が怖こえぇよ、というバルドル。

　そして、大きな溜息を吐き出し、俺の使った禁術の正体を語り出す。

「文ぶん献けんによれば禁術《マテリアボディ》は、高こう濃のう度どに圧縮された魔力による強化だけど、それを行った術者の大半は、高濃度の魔力の負ふ荷かに耐えられなくて体中の組織がズタズタになる」

　例えるなら、革かわ袋ぶくろに砂を詰つめ込こみ、強度を増して殴なぐるのが身体強化系の魔法だ。

　そして禁術《マテリアボディ》は、その詰め込む砂を砂金に変え、限界を超こえて革袋に詰め込み続けて、重量と強度を得て破は壊かい力を得る身体強化の魔法。

　だが、詰め込み続けた革袋は、いつか重みや内部からの圧力で、突つき破るようにして穴が開く。

「その後こう遺い症しようだって、普通だったらお前の騎士生命が終わってるんだぞ！」

「そうか。やっぱり、禁術って呼ばれる理由がそれなりにあるんだな」

「当たり前だ。部分的な発動とは言え、禁術だ。それが、全治三ヶ月程度の怪我で済んでいるんだ。お前の【頑健】の【加護】に感謝しろよ！」

　そう言うバルドルだが、多分俺の傷は今のままだと全治三ヶ月どころか、あと一週間程度で日常生活を問題なく送れる程に回復する見通しだ。

　それを伝えると、呆あきれたように呟かれる。

「お前は、化け物か……」

「嬉しくない褒ほめ言葉だな」

「褒めてねぇよ。ったく、なんでこいつが左さ遷せんされたんだろうなぁ！　本気で王都の奴やつら見る目ねぇよ！」

　そう言って、ガシガシと頭を乱暴に搔かくバルドル。

　だが、訂てい正せいしなければいけない。

「俺は、弱いさ」

「まだ言うか！　お前は！」

「いや、俺は弱いさ。騎士団の中じゃ。そして人間同士の戦いだとな」

　そこまで言い、俺の言いたいことが分かったのかバルドルは、黙だまる。

　俺の【頑健】の【加護】は、傷の治りの早さや驚きよう異い的な回復力があるだけで一いつ騎き当とう千せんの力があるわけじゃない。

　Ａランク冒険者やＢランク級の近この衛え騎士のような強つわ者ものたちと比べれば、実力の差は明白だ。

　外部からの救援を待つための時じ間かん稼かせぎで戦い、救援がないと分かり、突とつ然ぜん変へん異いのハグレ個体との戦力差を埋うめるために使う禁術も長時間の発動はできず、発動後の反動で動けなくなる。

　その状態ならたとえ自分より格下の人間にでも易やす々やすと殺される。

　だから俺は弱いのだ。

　その後も、様々なことを話し合い、レスカとジニーが作ったおやつを食べてからバルドルが帰って行った。

　レスカとジニーに食べさせてもらった時、バルドルがニヤニヤ笑っていたのは、若じやつ干かん苛立ちを覚えた。
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　そして一週間後──

「コータスさん、もう大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、少し腕うではだるいが、動かないと体が鈍なまるからな。少しずつ体を慣らさないと」

　腕の固定も外し、今は元気にレスカの牧場を見て回っている。

　レスカの牧場は、あのクレバー・モンキーのハグレ個体の襲撃の直接的な影えい響きようはない。

　だが、襲おそってきた時にリスティーブルをけしかけるために、牧場の柵さくを壊こわし、そのままになっていた。

「さて、まぁリハビリがてら柵を直すか。とりあえず、木材を貰もらいに行くか」

「コータスさん、無理はしないで下さいね」

　俺は、レスカに心配されながら、柵を直すための木材を貰いに行く。

　その途と中ちゆう、町中で会う人たちが俺とレスカに声を掛けてくる。

「騎き士しの兄さん、町のために戦ってくれてありがとね！　ほら、これうちで採れた野菜！」

「兄さん、こっちもお礼をさせてくれよ。ほら、うちの牧場の肉だ！」

「うちも」「うちも」

　出歩く先々で出会った人たちから何な故ぜか食べ物を受け取る俺とレスカ。

　どうしていいか困惑する俺と困ったように微笑むレスカは、互たがいに木材を運ぶためのリアカーに野菜や食べ物などを積んでいく。

　そして、帰りには、柵の修理用の木材以外に食べ物がぎっしりと載のせられ、牧場に戻もどってくる。

「……これもこの町で認められた証しよう拠こなのかな」

　そう言って、積み上げられた食べ物を見ながら呟つぶやく。

「コータスさん、私は、食べ物を食料庫の方に運んでおきますね」

「分かった。それなら、俺は柵の修理をしているな」

　そう言って、俺はレスカと別れて柵の修理に入る。

　リスティーブルの突とつ撃げきで壊れた柵を撤てつ去きよし、俺がロープで木材を縛しばり、コマタンゴたちが新しい木材を運んでくる。

　そして壊した当人であるリスティーブルは、のんびりと牧草を食べている。

　それを確かく認にんして安心して背を向けた瞬しゆん間かん──

『ヴモォォォッ！』

「その動きは読んでいたぞ！」

　背を向けた瞬間に駆け出すリスティーブルに対して、柵のための木材を投げ捨てて、両手で構える。

　以前受け止めた時は、力不足だったが、そう何度も突撃でやられはしない。

　まだ体調は完かん璧ぺきとは言えないが、体全体に身体強化の《オーラ》を纏まとい、真正面からリスティーブルの突撃を受け止める。

「何度も、負けるかぁぁぁ！」

　突撃され、やられっぱなしの俺は、気合いと共に両手に魔力を集中させる。

　そして、集まる魔力が思いも寄らない輝かがやきを発する。

　浮うかび上がるように腕を覆おおう青白い魔力の光。

　俺が驚おどろく間にも、力を集中した腕は、リスティーブルの突撃を完全に抑おさえ込み、それで満足したのか、数歩後ろに下がって再び牧草を食べに行った。

「これは──」

「コータスさん、大丈夫ですか!?　って、それは禁術!?　また両腕が骨折するのか！」

「禁術っぽいけど、なんかちょっと違ちがうぞ。あとレスカ、男の子口調が出てる」

　思わず発動した部分発動の《マテリアボディ》に似たものだが、俺の意思ですぐに消すことができた。

　そして通常の《オーラ》よりも多めに魔力を両腕に集中させることで再び《マテリアボディ》に似た身体強化が発動する。

「なんか、大丈夫そう」

　以前使った禁術《マテリアボディ》のように体の内部まで強化するというよりは、体の表面を半物質化した魔力が覆っているような感覚だ。

　そのために、似たような輝き方をするが、全く同じ身体強化というわけじゃない。

　効果としては、本来の禁術の部分発動の更さらに劣れつ化か版か、まるで別物と言える。

「完全に別の身体強化の魔法ができ上がってるな」

「そうなんですか？」

「半物質の魔力を纏まとう魔法に変質してる。禁術に比べて危険性もないし、防ぼう御ぎよ寄りな魔法だけどな」

「こういうことってよくあるんですか？」

「いや、多くはない。けど、これに似た話はあるな」

　所謂いわゆる、《固有魔法》の発現だ。

　生まれながらにして得たものや、とある場面で閃ひらめくことがあるその人だけのオリジナル魔法だ。

　まるで魔力で作られた籠こ手ては──

「──《デミ・マテリアーム》ってところか？」

　名付けるなら直感的にそう感じた、半物質化した魔力の鎧よろい。

　本当に《固有魔法》だとするならば取得した原因は、Ｂランクの魔物との死し闘とうだろう。

　何度も異常に魔法を繰くり返すことで体内に負荷が掛かかり、その魔法に適応するための下地が作られた。

　そして、今回、禁術を使った死闘の経験が、【頑がん健けん】の【加護】と合わさり、この常人の体に適応した身体強化系の《固有魔法》が発現したのかもしれない。

　まぁ、あくまで予想だが……

「それにしても、【頑健】って何なんだろうな」

　戦いで利用した【頑健】の【加護】も《固有魔法》発現の要因だとするなら、この【加護】は何なのだろうか。

　自然治ち癒ゆと《養分貯蔵》くらいの【内包加護】しか分からない。

　改めて考えれば、俺はこの【頑健】の【加護】を何も知らなかった。

「でも、コータスさん。凄すごいですよ！　前は、リスティーブルの突撃を受け止められなかったのに、受け止められるようになって！」

「そ、そうか？」

　レスカは、俺の新たな身体強化に反動がないことを知り、安心した後、キラキラと目を輝かせるばかりに力強く褒める。

「はい！　前に言ったとおり、やっぱりコータスさんは、魔物牧場向きの人でした！　それに牧場町の皆みなさんにも認められてよかったですね」

「……ああ、そうだな。だけど、認められるのが一過性にならないように頑がん張ばらないとな」

【頑健】の【加護】とはなんだろう、などと考えていたことがちっぽけに感じるほどレスカの笑え顔がおがまぶしかった。

　俺は、これからもこの牧場町で居場所を作り、認められるように頑張っていこうと思う。
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　はじめましての方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さった夜やノのみつき様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　また、弊へい著ちよに『オンリーセンス・オンライン』シリーズもございますので、こちらの方もお手に取っていただけますと幸いです。




　新作『モンスター・ファクトリー』は、大手小説投とう稿こうサイト『小説家になろう』に掲けい載さいしている作品です。

　この作品のスタートは、『いつか、異世界でスローライフを送りたい』という思いが始まりでした。

　そして、そのスローライフの形の一つとして牧場というものがありましたが、プロトタイプではまるで違ちがう形のものでした。

　プロトタイプとも呼べるスローライフ小説は、主人公の日記形式で始まる異世界転移ものでした。

　神様からそのままの肉体で転生する際には、三つのスキルを与あたえてもらって、森の中を開かい拓たくしていき、適性にもよるが努力すれば自力でスキルが得られる。

　そんな設定で始まった日記形式の小説の主人公が最初に選んだスキルは、【結界】と【土魔ま法ほう】でした。

【結界】で安全地帯を作り出し、その結界内を主人公が【土魔法】で開拓していく。

　そんな話の中で三つ目のスキルは、戦せん闘とう系でも生産系でもない。森で一人は寂さびしいからと神様とお話できる【神しん託たく】スキルを選んだり、ちょっとズレた主人公が森の中を開拓して、俗ぞく世せとの関わりを薄うすく保ちながら、【神託】によって神様と夢で会話し自由に暮らす。

　そんな日記形式の小説でした。

　この小説はライトノベルというよりはプロットに近く、気分転てん換かんで書いていたものだったのでボツにしましたが、モンスター・ファクトリーに登場する、一人の人間に一つから三つまで授けられる【加護】という設定は、プロトタイプの小説で与えられた三つのスキルが元になっているように思います。




　続いて、Web版の『モンスター・ファクトリー』の旧タイトルである『左さ遷せん騎き士しと牧場娘むすめ』の二人であるコータスとレスカのキャラクター造形に関してです。

　牧場娘であるレスカは、主人公を甘やかしてくれるようなヒロインとすぐに決まりました。

　ですが、左遷騎士のコータスの主人公像は中々決まりませんでした。

　平へい凡ぼんなツッコミ系か、左遷させられるからロクデナシ系か、それとも騎士だからゴリマッチョ系かなど、色んなタイプの主人公を考えてはボツにしました。

　そんなふうに何度か主人公の造形を作っては崩くずしてを繰くり返かえしてでき上がったのが、目付きの悪い真面目系の騎士でした。

　真面目で自己を律するストイックな主人公とそんな主人公を甘やかしてくれるヒロインという構造が自分の中で面白いように嵌はまりました。

　これが左遷騎士コータスと牧場娘レスカの始まりであり、こうして作られたコータスとレスカを中心とする魔ま物もの牧場の物語を楽しんでいただけたらと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　二巻は十一月刊行予定なので、またそちらで皆様に会える日を楽しみにしております。





二〇一七年八月　アロハ座長



















アロハ座長

●あろはざちょう



経歴：２０１４年４月、『オンリーセンス・オンライン』シリーズで作家デビュー。

生態：チートを見るのは好きだけど、自分がそれを書くと感情移入は難しい。自分が好きな設定は、コツコツと地味な内容の積み重ねや必死で足搔こうとする泥臭い感じのお話だったりする。

雑談：既シリーズ『オンリーセンス・オンライン』が同時発売します。まったりとしたVRMMOものとなっておりますので、よろしくお願いします。
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